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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　川かわ面もに揺蕩たゆたう花びらは、くるくる柔らかく踊る。

　彼女の下で泳ぐのは、流れに逆さからう魚たち。

　ひとつところに、留とどまるそれらを、悪戯いたずらっぽく見み詰つめてる。




　足あ掻がいて生きるその様さまは、とても無ぶ様ざまで醜みにくくて。

　優ゆう雅がに踊る自分と比べ、せせこましいなと可お笑かしくて。

　だから時折、声を掛けては、からかいつつもまた踊る。




　だけど、ほんとは、知っていた。




　冷たい水の流れの中で、必死に泳ぐ魚たち。

　それらはとても醜くて、同時にとても美しく。

　優雅に踊る、自分に比べ、本当の意味で生きてると。




　川面に揺蕩う花びらは、くるくる柔らかく踊る。

　彼女の下で泳ぐのは、流れに逆らう魚たち。

　ひとつところに、留まるそれらを、羨うらやましそうに見詰めてた。
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　僕は居間のソファに座りながら、彼女の声を聴きいている。

『あれからけっこう考えたんだけどさ。……決めたよ』

　耳に押し当てた電話の向こう。

　いつもと同じように、軽けい薄はくで楽しげだった。

『どうせみっちゃん、喜んでくれたりはしないだろうし。逆に情けなんかかけるなって怒ど鳴なられちゃうね。それならさ、晶あきらクンに貸し作っといた方がいい』

　速はや見み殊こと子こはあっけらかんと、まるで他ひ人と事ごとのように、そう口にしていた。

　先週の水すい曜よう日び、あの公園での戦いで殆ほとんど喪うしなった殊子の『虚軸キヤスト』。

　その力のことを話しているのだ。

　まともに精神操そう作さできるのはあと一回が限度。だったらそれは、義妹いもうとの舞まい鶴づる蜜みつのために使うのが当然だと僕は思っていた。自じ傷しようという儀ぎ式しきを経なければ何もできない舞鶴を、かつて殊子自身が施ほどこした呪じゆ縛ばくから解き放つために。

　僕らは舞鶴の力が必要だったし、何よりこいつが──そうしたいと望んでいたはずだ。

　けれど殊子は、それはしないと言った。

『森もり町まち芹せり菜なを助け出した後、記き憶おくを封じなきゃ。……晶クンが戻る日常がなくなっちゃう』

　莫ば迦かか、と。僕は小さく、受話器に向かって呟つぶやく。

　僕の日常なんてもう、どこにもない。

　たとえりなちゃんが虚軸キヤストのことを綺き麗れいさっぱり忘れたとしてもだ。以前のように誤ご魔ま化かしてしまうには、何もかもが遅い。そんな段階はもうとうに通り越している。

　城き島じま樹いつきが再び、僕の前に姿を現した時。

　無限回廊エターナル・アイドルが、自身の、そして僕の出しゆつ自じを語った時。

　この世界そのものになってしまった母かあさんが、殊子──こいつの力を奪った時。

　僕が戻るべきところはもう、どこにもなくなっていたのだから。

　小さな呟きは届かない。

『ま、硝しよう子このちゅー一回ってとこだね』

　自分自身の虚軸キヤストや想おもいのことなどどうでもいいというふうに、殊子は笑った。

　電話の向こうで肩を竦すくめる彼女の姿を想像し、僕は目を閉じる。

　ちゅー一回。

　いつも何か貸しができる度たび、殊子はそれを条件に出していた。

　事後処理を頼んだ時にも。自らの命に危険がありそうな時にも。自分の力を奪われた時にも。そしてそれは、奪われた力の残ざん滓しの使い道を僕に委ゆだねる時でさえ同じ。

　何もかもを同様に、『ちゅー一回』という軽薄さに込めて。

　まるで自分の価値を徹てつ底てい的てきに貶おとしめているようにも見えることに、僕は気付いていた。いや、たぶん最初から気付いていたのだろう。気付いていて何も言わなかったのだ。こいつがそれでいいのならと、むしろ扱あつかい易やすさに安あん堵どすらしていたのかもしれない。

　最低だ。

　そこにある、日常からどうしようもなく乖かい離りしている異様さ──いや、悲しさ。

　もっと早くに真正面から見ていたらと、今いま更さらになって思う。

『晶あきらクンが気にする必要はないよ』

　少し間を置いて。僕の心情をまるで見み透すかしていたかのような、殊こと子この声。

『私が決めたことだ。これでもちゃんと考えたんだよ？　だから晶クンには関係ない話。硝しよう子こにもそう言っといてね？　私自身の決断なんだから、誰だれにも文句は言わせない、ってさ』

　すまない、と僕は声を絞り出した。

　それでも、すまない──と。

　殊子は聞いていない。

『ま、これは決してその代わりって訳わけじゃないけど……みっちゃんが危険になったら守ってやって。あの娘こ、放っておいたらもう片っぽの腕も切り落としちゃいそうだし。本当は晶クンに任せるってのは不安だけど、今の私には守れるだけの力がないからね。もしちゃんと守ってくれたらみっちゃんを嫁よめにしてやってもいいよ？』

　誰だれがするか、と僕は失笑した。

『あ、もちろん姫ひめやきみちゃんもね。いいにゃー晶クン、ハーレムだ』

　お前に頼まれなくても彼女たちは守る、と応こたえたら、殊子は何と言うだろう？　してやったりとばかりに『あーあ、硝子一ひと筋すじだと思ってたのになあ』とか、そんな意地の悪いことを、まるでチェシャ猫のような顔で口にしたに違いない。

　でも、僕は知っている。

　殊子は決して、自分を守って欲しい、とは言わないだろう。

　たとえ力がなくても、虚軸キヤストでなくなってしまっても。

　自分自身のことなど、気に掛けもしないんだ。

　殊子は話題を収しゆう束そくさせにかかった。

『さて、ま、そういう訳で。後のことは心配しなくていいから、さっさと森もり町まちさんを助け出しちゃいなよ。そうしたら心置きなく反はん撃げき開始だ。……私らに歯は向むかったことを全力で後悔させてやろう。偽にせ物ものの世界を敵に回すことの恐ろしさを、細胞レベルで思い知らせてやろう』

「……違うぞ、殊子」

　僕は、携けい帯たい電話を握にぎり締しめて応えた。

「細胞レベル？　莫ば迦かを言うなよ。……僕の元ルーツになった、僕の血族たる最低最悪のあいつらだぞ？　細胞なんかじゃ物足りない。遺い伝でん子しレベルで破は壊かいしてやるさ」

　冗じよう談だんじみた、けれど本気の宣言。

　電話口の向こうで、薄うすく笑う気け配はいがした。

『じゃあね、晶あきらクン。また明日あした、学校で』

　返事を待たずに通話が切れる。

　だから僕は、耳から携けい帯たい電話を少し離はなし。

　相手が聞いていないのをいいことに、言った。

「ありがとうございます。……殊こと子こ先せん輩ぱい」

　初めて彼女に使った、心からの敬語に、親愛と感かん謝しやと後悔を込めて。
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　ショーウィンドウに並ぶ服を眺めていると、隣となりを歩いていた八や重えさんが欲しいの？　と尋きいてきました。私は見ていただけです、と笑い、再び歩く先へと視し線せんを向けます。

「あ、ねーねー、あとで本屋さん寄ろうよ」

「君きみ子こ、また本買うの？　年とし頃ごろの女の子が寝ても覚めても本ほん漬づけってどうなのよ」

「ぶー、ひめひめ意地悪だー。いいもん、読書の秋だから」

「そうですね。食欲よりはマシです」

「な……何よ硝しよう子こ、そんなジト目で見てもこのクレープは私のだからね！」

「そんなに買い食いばっかりして……太りますよ」

　いつも通りの会話を交わしながら歩く街角。

　九月二十三日、土ど曜よう日び──私たちは、市街の中心部へと来ていました。

　樹いつきと鏡かがみ、そして無限回廊エターナル・アイドルと公園で対面してから既すでに三日。状況は切迫し、本来ならばこのように呑のん気きに遊んでいる場合ではないのかもしれません。しかし相手は私たちがどんなに警けい戒かいしていようがお構いなしに仕掛けてくるに違いなく、だとしたらいっそ普ふ段だん通りの日常を送っておいた方が私は友人たちを守りやすい。そう判断してのことでした。

　それに、マスターが行ってこいと言ってくれたのです。

　ならばその心こころ遣づかいを無む駄だにしてしまう訳わけにはいきませんから。

　天気は秋晴れ。夏の暑さも和やわらぎ、過すごし易やすい気温です。

「そろそろお昼ご飯にしますか？」

　昼も近くなってきました。

　私はひめひめときみちゃんのふたりに問います。

「お、いいねー。何食べよっか？」

「姫ひめ、あんたその前にクレープ食べ終わりなよ……」

　呆あきれたように言う八重さんに、甘いものは別べつ腹ばら！　とひめひめが胸を張ります。

　そこは胸を張るところと違いますが楽しそうなので放っておくことにしました。彼女を危険から遠ざけるのは私の役目ですが、さすがに体重まで管理してやる必要はありません。むしろ爛ただれた欲望に任せた暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくで肥こえ太るがよいのです。そうすれば少しは懲こりるでしょう。

　などと思いつつ、八重さんに昼食のことを相そう談だんしようとしました。

　と、

「……あああっ!!」突然、背後で悲痛な叫び声。ひめひめでした。

「うわー！」ほぼ同時にきみちゃんも。

「え」どうしたことかと私は足を止め、振り向きます。

　そこには──凄せい惨さんな光景が広がっていました。

　ひめひめの絶望に彩いろどられた表情。

　それはアスファルトの地面を見下ろしています。

「あーあー……」同情したようなきみちゃんの声が、彼女の落らく胆たんに注がれます。

　ふたりの視し線せんの先。

　はしゃいでいたのか、或あるいは手を滑すべらせたのか。

　そこでは、さっきまでひめひめが手に持っていたと思おぼしきクレープが、あられもない姿で無む惨ざんな墜つい落らく死体を晒さらしていました。白い生なまクリームの脳のう漿しようと赤いストロベリーソースの内ない臓ぞうがはみ出ています。救急車を呼ぶまでもありません。どう見ても即死でした。

「……やっちゃった……」

　恐らくはふた口ほどしか齧かじっていなかったでしょう。

「……ドジ」八や重えさんの呆あきれた声がひめひめに追い討ちをかけます。

「ああ、私の……デリシャスいちごスペシャルが……」

　それは、お昼前だから後にしようというみんなの提案を「いいや私はここでも食べる！」と、ひとり無視して購こう入にゆうされた五百八十円のクレープでした。そういう意味では抜け駆けした自じ業ごう自じ得とくと言えなくもありません。しかしひめひめの顔は、まるで自分の愛まな娘むすめを過って屋上から突き落としてしまった母親のように愕がく然ぜんとしています。

　……これはさすがに、同情すべき事項ですね。

「ひめひめ」私は彼女の肩に手を置きました。

「落胆する必要はありません」

「うう、でも硝しよう子こ……」

　萎しおれるひめひめを慰なぐさめるように、私は、

「三秒ルールです」

「……え？」

「ですから三秒ルールです。まだ間に合います。拾って食べなさい」

「って、食べられる訳わけないでしょ！」

「もう三秒経たったと思うけど」八重さんが冷静に言いました。

「なるほど。そうですか。……では仕方ありません」

　三秒ルールが適用できないとなると、ここは最後の手段。

「地面に触れていない部分は汚れていません」

「……はい？」

「ですから地面に触れていない部分は汚くないです。なのでそこは食べられます」

「どうやって!?」

「這はいつくばって食え」私はにこやかに笑いました。

「あんた鬼？　鬼なの!?」

「ねーねー、この落ちたクレープ、面おも白しろいから写メ撮とっていいー？」

「君きみ子こまで!!」

　しかしきみちゃんが携けい帯たいを取り出すよりも早く、ぴんぴろりーん、と写メの音がします。
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「八や重えっ!?」

「……最近やっと携帯カメラの使い方、覚えたから」

　照れているのか笑っているのか判然としない表情の八重さん。

「イジメだ！　私に対するイジメが始まった……！」

　ひめひめはくずおれます。

「イジメとは何ですか。ひめひめのクレープに対する愛情はその程度だったのですか」

「じゃああんた、プリンが地面に落ちたら同じことするって言うの……!?」

「当然です」

　私は胸を張りました。感情がないからと嘯うそぶいていたかつての私ならいざ知らず、今の私はプリンへの愛を世界中に叫ぶことだってできるのです。

「当然ってあんた……」

「それに地面に落ちた程度で食べ物を捨てるなんて、もったいないお化けが出ますよ」

「これは化けて出られるほどの罪なの!?」

　まあ、このくらいにしておいてあげましょうか。

「仕方ないですね。あとでクレープ屋さんにはまた行きましょう」

「うう、硝しよう子こぉ……」

　先ほどからの怨えん嗟さから一転、ひめひめは感かん謝しやの表情で立ち上がり、私の両手を握にぎり締しめました。なので、微笑ほほえみとともに言います。

「私たちがクレープを食べるのを指をくわえて見ているがいいのです」

「って、あんた最近サドっぷりが加速してない!?　主おもに私に対して！」

「いえ、愛ですよ？」

「こんなに苦しいなら愛など！」

　真まっ赤かになってつっこんでくるひめひめ。

「まったく……。ちゃんと買ってあげますよ。みんなで」

　再度私に縋すがり付いてくる彼女に呆あきれた笑えみを浮かべつつ、八や重えさんが落ちたクレープを拾って近くのゴミ箱に入れました。手が汚れてしまったのを見て、すかさずきみちゃんが持参していたウェットティッシュを八重さんに差し出します。

　それは、無言のうちの役割分担でした。

「お昼は何にしましょうか？」なので私も、私の役割を。

「あ、私パスタがいい」

　即座に答えるひめひめの立ち直り速度は現代物理学を越えていました。現金な女です。

　でも、それもまた彼女の役割。

「パスタかー。いいねー。八重ちゃんは？」

「それでいいよ」

「ところでイタリア料理にプリンはありますかね？」

「……さあ」

「パンナコッタとかじゃないー？」

「そうですか。……まあプリンとは似て非なるものですがよしとしましょう」

　時間はまだお昼ですし、この後も喫きつ茶さ店てんに寄ったりなどすればプリンは食べられます。

「この辺ってイタリア料理屋あったっけ？」

　八重さんが周囲を見渡しながら言いました。

「どうだっけ。でもなるたけ安いところね」

　それに対し、お金ないしね！　と何な故ぜか胸を張るひめひめ。まあ、確たしかに私たちは学生ですし、食事にそこまでお金を使う身分ではありません。

「あ、向こうに確かメリーさんあるよー」

　そこできみちゃんが、国道を挟んだ向かいの道を指差しました。

　メリーさん、とはこの辺一帯で展開されているチェーン店『メリーパスタ』のこと。チェーンなだけあり、学生の財さい布ふにも優やさしい値段のお店でした。……まあ『メリーさんのメーメーパスタ』などと意味不明な名前のメニューが多いのが特徴ですが、味は一応まともです。

「じゃあそこにしよっか」

　私たちはきみちゃんを先頭に再び歩き始めます。何のパスタ食べよっか、とか、昼からはどこに行く？　とか、そんな他愛たわいないことを話しながら、横断歩道の信号を待ちます。

　その話に相あい槌づちを打ちながら、私はふと、マスターに現在の状況を連絡すべきかと思考しました。危険は感じられませんが、そのこと自体を報告しておけば安心するでしょう。

　ただ──彼は私が出掛ける前に、よっぽどのことがない限りは連絡はいらないと、そう言ってもいました。いいから日ひ頃ごろのことは忘れて楽しんでこい、と。

　まあ、あとで『異常なし』とでもメールしておきましょう。

「あ、あった、あれだー」

　国道を渡り小さな路地に入ると、きみちゃんが看かん板ばんを見付けました。

　目指すお店はビルの二階にあるようです。

「お、君きみ子こナイス！　さ、行くよ！」

　食欲を抑えきれない様よう子すのひめひめにそれぞれが苦笑しつつ、私たちはお店の入り口へと直接繋つながる外付けの階段を、わいわいと昇っていきました。




　　　　‡




「……ご注文はお決まりですか？」

「エスプレッソ」

「カプチーノ」

　ふたりの口から出たのはその単語きりだった。

　昼のかきいれ時にどうしてこの無ぶ愛あい想そうなふたり組は飲み物しか頼まないのだろうかというような曖あい昧まいな微笑ほほえみを浮かべたウェイトレスは、それでもかしこまりましたと丁てい寧ねいに注文を繰くり返す。僕はそれを聞き流した後、再び遠くのテーブルに視し線せんを遣やった。

「……そんなに頻ひん繁ぱんに見るんじゃないわよ。ばれたらどうすんのよ」

　途と端たん、苦にが々にがしげに僕を叱しつ責せきしたのは、向かいに座った舞まい鶴づる蜜みつだ。

「目立つってんならお前の服装の方が目立つ」

「どこがよ。ただの普ふ段だん着ぎじゃない」

　大おお仰ぎようなフリルとレースをあしらったゴシック調ちようのワンピースを普段着と断言するこいつの神経とファッションセンスがよくわからないが、反はん論ろんすると怒ど鳴なられそうなのでやめておいた。

　ただでさえ二十分前、街頭アンケートをしていた大学生風の男に「ちょっとそこのカップル」などと声を掛けられて甚はなはだしく機き嫌げんが悪いのだ。

「……だいたいなんであんたなんかと……」

「そりゃこっちの科白せりふだ」僕は溜ため息いき混じりに応こたえる。

「硝しよう子こが遊びに行くのをあんたがほいほい許可するからいけないんでしょう？」

「それを言うならお前が付いてこなけりゃいい話だ」

「君きみ子こも一いつ緒しよなんだから仕方ないじゃないの！」

　噛かみ付きそうにこっちを睨にらむ舞まい鶴づるとのこうした遣やり取とりは今日きよう何度目だろうか。

　考えるだけで憂ゆう鬱うつになるから数えないでおこうと思う。

　仕方ないので、横目でちらりと再び遠くにあるテーブルを窺うかがった。そこでは四人組の女の子が、きゃいきゃいとかしましく食事を摂とっていた。幸い店内は混んでいて、角にある向こうの席からこっちは死角になり見えそうにない。

　少なくとも硝しよう子こに関しては、こちらに背を向けている以上は大丈夫だろう。

　──しかし、どうしてこんなことに。

　僕はコップの中の水を半分ほどあおると、舞鶴蜜みつとふたりきりでレストランの席に着いているという、各方面に様さま々ざまな意味での誤解を受けそうな状況になった経けい緯いを思い返した。

　そもそもの始まりは、硝子だ。

　皆みな春はる八や重えに、玖く珠す市街へ遊びに出ようと誘われた──硝子からそう聞いたのは一昨日おとといだった。最初は危険だと思ったが、そもそも危険というならどこで何をしていようが危険だし、皆春が再び標的にならないとも限らない今、逆に硝子が一緒にいた方がいいのかもしれないと考え、許可した。何より硝子にも息抜きが必要だと思った。

　だが、その話をどこかから聞きつけ、唐とう突とつに文句を言ってきたのが目の前のこいつだ。

　舞鶴は僕にわざわざ電話をかけてきて『ふざけるな』『今の状況がどんなものかわかっているのか』『だからお前は無能なんだ』というようなニュアンスの罵ば詈り雑ぞう言ごんを叩たたき付けた。

　故ゆえに僕は、だったら自分がこっそり四人の後を尾つけて様よう子すを窺う、と返し。

　すると舞鶴は、君子が同行するんだからあんたなんかに任せておけるか、と更さらに言い──。

　結局、そんなこんなでなし崩しに『ふたりで』ということになってしまったのだ。

「お待たせ致しました」

　ふたりとも無言の仏ぶつ頂ちよう面づらで待つこと数分。ウェイトレスがエスプレッソとカプチーノを持ってきた。……『なにこのカップル、ふたりとも機き嫌げん悪そうだけど喧けん嘩か中ちゆうなの？』みたいな視し線せんはやめてくれ。だいたいこいつと恋人同士などと間違われるのは非常に不本意だ。

「ふん」去っていったウェイトレスを、舞鶴は忌いま々いましそうに一いち瞥べつした。

　どうやら同じことをこいつも考えているようで、それに思わず苦笑する。

「何がおかしいのよ」

「いや、別に」

　はぐらかすと、まあいいわ、と呟つぶやき、カプチーノにどばどばと砂さ糖とうを入れ始めた。

「そんなに入れてどうすんだよ」

「あら、知らなかったの？　女の子の半分は砂糖でできてるのよ」

「要するに苦にがいと飲めないってことか？」

「……煩うるさいわねっ！　人様の趣しゆ味みに口出ししてんじゃないわよ！」図ず星ぼしだったらしい。

　苦いのが厭いやならオレンジジュースでも頼んでろよ。

「ああもう……いちいち苛いら々いらするわねまったく……」

　──まあそうだろうな、と僕は思った。

　そもそも僕とこいつとの相あい性しようは、はっきり言って悪い。いや、考えてみれば、まともに世せ間けん話ばなしすらしたこともないんだから相性以前の問題だ。ふたりきりになったことも数えるほど。

　そういえば前回も似たようなシチュエーションだったか。あの時も居い心地ごこちは悪かった。

「それよりね」考えていると、舞まい鶴づるが不意にこちらを睨にらんできた。

「昨日きのうも言ったと思うけど、あんた、何考えてんのよ」

「……ああ」僕は頷うなずき、手て許もとのエスプレッソをひと口飲んだ。

　午前中からずっと硝しよう子こたちを尾行していたせいで、話らしい話は殆ほとんどしていない。

　落ち着いたところで──真ま面じ目めな話という訳わけか。

「あれからまだ三日でしょう？　こんなことしてる場合じゃないんじゃないの？」

　あれ、とはつまり、僕が父とうさんと再会した水すい曜よう日びのことだ。

　この世界に帰ってきた父さん。

　変わり果ててしまった母かあさん。

　父さんと母さん、そして無限回廊エターナル・アイドルによって語られた、僕という存在の正体──。

　あれから、事態は何も進展していない。

　変わったことと言えば、津つ久く見み奏かなでが死亡したことにより世界の『修正力リペイントマーカー』が働いたことくらいだ。津久見奏という名の転校生は人々の記き憶おくから綺き麗れいさっぱり消え、今は母さん──津久見逆さか絵えだけが、何喰くわぬ顔で学校へ来ている。ついでに十日前の学校を巻き込んだ事件に関しても修正力リペイントマーカーが働いて欲しいと思ったが、都合の悪いことにそうはならなかった。基本的にあれは良りよう司じの虚軸キヤストが原因で起きたことだったからだ。

　まあ、学校に残った傷きず痕あとに関しては、今の僕にとってもう知ったことではないけれど。

「対策は練ってる」

　こちらを殺すような目で見据えてくる舞鶴に、僕は応こたえた。

　あれから三日。僕だって何もしていない訳ではない。

「対策、ですって？　莫ば迦かを言ってんじゃないわよ。実際何も動いてなんかいないんでしょう？」しかし舞鶴は、そんな僕の言葉をあっさりと否定する。

「敷しき戸ど良司の行方ゆくえはわかってない。森もり町まち芹せり菜なも見付かってない。そんな状況なのに硝子はほいほい遊びに出て、あんたはそれをあっさりと許可する。……意味がわからないわ。まさかあんた、森町芹菜を見捨てるつもりなんじゃないでしょうね」

「ふざけろよ」その言葉を笑って流すことはできなかった。

　僕は吐き捨て、舞鶴を睨み付ける。

「そうじゃないっての？　だったら……今日きようのこれは、私には逃とう避ひにしか見えないわね」

　直情型の彼女らしい科白せりふだった。

「逃避じゃないさ」だから僕は応こたえる。

「お前が言ったことだ。ほんの半月前に」

「……私が？」

「戦いだ」

　舞まい鶴づるはきょとんとし、直後、

「なるほどね。……そういうこと」

　不敵な、可お笑かしさを敵意と殺意でコーティングしたような、そんな表情を浮かべた。

　そうだ。

　かつて僕が守ろうとしていた『日常』。

　僕はそれを捨てた訳わけじゃない。

　ただ、まるごと譲ゆずっただけだ──硝しよう子こへと。

　いや、少し違う。以前の僕はただ『日常を守る』だなんて嘯うそぶいていただけで、それはただのつまらない欺ぎ瞞まんであり、建前に過ぎなかったのだから。

　それに対して今の僕は、本当に日常を守りたいと思っている。

　何故なら僕の守るべき『日常』は、今や僕のものではない。

「あいつには……硝子にはこれからも、今まで通りの日常を送ってもらわなきゃならない。そして僕はそれを死守する。あいつらを警けい戒かいして硝子が友達と遊べない？　あいつらが硝子の日常を侵しん蝕しよくする、だって？　そんなバカバカしいこと、あってたまるかよ」

「ふん。ものの見事に歪いびつな結けつ論ろんに至ったもんね」舞鶴は笑う。

「お前も似たようなもんだろう？」僕も同どう様ように笑った。

　かつてこいつは言った。日常もまた戦いだ、と。

　気楽なものなどでは決してなく、血みどろの戦場であることに変わりない、と。

　たったひとりの友人の笑え顔がおだけを守り他ほかのすべてを顧かえりみないこいつの覚悟は、素直に見習ってもいい。ただその一点のみに関して、僕はこいつを尊敬する。

「でも、僕はたぶん、お前より欲張りなんだ」

「……森もり町まち芹せり菜なのこと？」

「ああ」そうだ。

　硝子の日常と同様に、僕はりなちゃんの日常も諦あきらめたりはしない。

　彼女が非日常に取り込まれるなんてこと、あってはならない。

　硝子のそれを守るのと同様に、きっちりと、必ず──取り戻す。

「で、それに関しては手を打ってあるって？」

「結果はまだわからない。でも、考えられる最大限のことはしてるさ」

　津つ久く見み奏かなでの死とその影えい響きようによってわかったことがひとつだけある。それは、母かあさん──城き島じま鏡かがみが『喰くった』という、津久見の虚軸キヤスト『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』についてだ。

　世界の修正力リペイントマーカーは津久見奏を『なかったこと』にしている。それに加え、すべての虚軸キヤストの情報が記された『世界系インスト』にはもう『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の形式名モデリングが記載されていない。

　つまり『喰った』と言っても、あの時の父とうさんの言葉通り、母さんが統合した虚軸キヤストは形の上では消滅しているのだ。今、津久見奏の空間操そう作さを使えるのは彼かれの劣化世界ジヤンクパーツを持つ無限回廊エターナル・アイドルのみだろう。それも恐らくは不完全なものに違いない。あれからすぐに突き止めて赴おもむいた津久見のマンションが既すでにもぬけの殻からだったのが何よりの証拠だ。

　良りよう司じはまだ学校に来ていないが、だからといって完全に隔かく離りできてはいないはずだった。

　僕の言葉に納得したのか、それとも安心したのか。

　舞まい鶴づるが右手の指先でカップを揺らしながら言った。

「ま、いいわ。どっちみち私はあんたの父親も無限回廊エターナル・アイドルも生かしておく気はないし、向こうも私を標的にしてるんでしょう？　その時になったら協力してあげるわ。不本意だけどね」

「協力、か。正直なところ、お前の口からそんな言葉を聞くのは奇跡に近いな」

「ふん。……あんたたちよりあっちをぶち殺した方が気分がいいってだけよ」

　嗤わらう舞鶴の頭の向こうで、硝子たちが席を立ちそうな様よう子すを見せた。

「さて、無む駄だ話ばなしも終わりにしよう。……午後の部開始だ」

　僕は残っていたコーヒーを一気に飲み干すと、テーブルの上の伝票を掴つかむ。

　舞鶴は溜ため息いきを吐つくと、そんな僕に忌いま々いましげに吐き捨てた。

「あんたとふたりで街を歩くのは正直気が乗らないけど」

　納得はしたけれど、それはそれ、これはこれ。

　そう言いたげな舞鶴に僕は苦笑し、硝しよう子こたちが店を出るのを見計らって立ち上がる。




　　　　‡




「あ、晶あきらと蜜みつもお店から出てきたよ」

「お、そうだね。でもさ、けっこういい雰囲気じゃなかった？　あのふたり」

「当たり前だよ。晶と蜜って仲良しだもん」

「いや、仲良しってのは違うと思うけど……。ま、似たもの同士ではあるかもにゃー」

　それと同時刻。

『メリーパスタ』の向かいにあるコンビニエンスストアで、速はや見み殊こと子こは柿かき原はる里り緒おと一いつ緒しよに、城島晶と舞鶴蜜が連れ立って店から出るのをこっそりと見ていた。

「どうするの？　まだ尾行するの？」

「もちろん」

　立ち読みしていた──正せい確かくには読んでいるふりをしていた雑誌を閉じ、にやりと笑えむ。

「こんな面おも白しろいこと滅めつ多たにないしね」

　何せ愛いとしの義妹いもうとの初デートだ。これをデートと呼んでいいのかどうかは甚はなはだ疑問だが、呼んでおいた方が面白いのでそうすることにする。

「ごめんね里り緒おちん、付き合わせちゃって」

「大丈夫だよ。だって里緒もやることないんだもん」

　他愛たわいない会話を交わしつつ、コンビニを出る。

　蜜みつと晶あきらの背後を、たっぷりと距きよ離りを取って付いていく。

　まさかふたりも、尾行している自分たちが尾行されているとは夢にも思っていないだろう。それに土ど曜よう日びの玖く珠す市内はそこそこ人が多い。ヘマをしなければ気付かれない。

　しかし、それにしても──既すでに午前中だけで、かなりの見物だった。

　男女ふたり組のカップルっぽくありつつも微妙な物理的距離を保ち、何な故ぜかふたりとも仏ぶつ頂ちよう面づら。しかも、特に目的もないのにぶらぶらと街を徘はい徊かいしているようにしか見えない。デパートに入ってもショップに立ち寄りすらしないのだ。

　街頭アンケートに捕まった時には笑った。

　ちょっとそこのカップル、などと呼び止められるや否いなや、蜜は殺しそうな勢いで「誰だれがカップルですって!?」と相手を鋭するどく睨にらみ付け、晶は晶でそんな蜜に対して盛大に溜ため息いきを吐ついていた。しかもその直後に前方へ目を遣やると、敵意たっぷりの蜜の腕を掴つかみ「行くぞ」と引っ張って、唖あ然ぜんとする男を置き去りに行ってしまったのだ。恐らくは立ち止まったせいで硝しよう子こたちを見失いそうになったのだろうが、冷静に見ると相当に怪しい所しよ作さだった。

　殊こと子こにはふたりの心中が手に取るようにわかるから尚なお更さらだ。ふたりとも『もう厭いやだ』などと苦にが々にがしく思いながら、それでも律りち儀ぎに任務を遂行しようとしているに違いない。さっき里緒に語ったように、根が真ま面じ目めなところはそっくりなのだ。

　殊子からしてみれば、真面目過ぎてバカっぽくはあるけれど。

「そういや、佐さ伯えき先生は大丈夫？」

　適度な距離を保ちつつふたりを尾行しながら、ふと殊子は隣となりを歩く里緒に尋きいた。

「ひとりなんだろ？　危なくはないかな」

　正直なところ、殊子たちもまた、こうして呑のん気きに遊んでいられる状況ではない。

　殊子たち共通の『敵』である城き島じま樹いつき、そして無限回廊エターナル・アイドルのせいだ。

　彼は里緒や佐伯ネア、そして蜜たちを標的にしている。いつどこで仕掛けてきてもまったくおかしくはない連中だから油断はできないし、できれば単独でいることも控ひかえた方がいい。

「うーん、ネアは大丈夫だと思うよ」対する里緒はあっけらかんと言った。

「今日きようは学校の仕事も休みだから一日家にいるって言ってたし」

「そっか」家にいるから安全という道どう理りはないが、まあ、危険だからと言ってホラー映画よろしく全員でひとつの部へ屋やに閉とじ籠こもるのもおかしな話だし、いいだろうと思う。

「部屋でカーテン閉めてから電気消して、ずっと体育座りしてるんだってさ」

　……訂正というか追加。全員じゃなくてひとりで閉じ籠るのもおかしな話ではあった。

「それ、楽しいのかな？」

「さあ？　でも、嫌いや々いややるんじゃないんだし、楽しいんじゃないかなあ」

「そっか……」

「どっちにしてもネアは強いからね。里り緒おが付いていなくても安心だよ」

「はは、そりゃそうか」佐さ伯えきネアの奇行に頓とん着ちやくせず無む邪じや気きに笑う里緒に、殊こと子こは頷うなずいた。

　が、直後。

「それよりも里緒は、殊子に付いてなきゃいけないよ。だって、殊子は弱いから」

「……え？」不意に鋭するどい言葉を投げ掛けられて、足が止まった。

「あ、そっか」

　三日前、城き島じま樹いつきたちと邂かい逅こうしたあの日。

　殊子は自分の虚軸キヤスト──『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』を、城島鏡かがみに殆ほとんど奪われてしまったのだ。

　結果、今の自分は他ほかの誰だれよりも無力だ。

　不定量子による反発力場は辛かろうじて生成できるし、体力や筋力は人並み以上を保ち続けてはいるから一応まだ固定剤リターダではあるらしいが、それも時間とともにどうなってしまうかわからない。肝かん心じんの『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』による暗示、他者の精神操そう作さも残り一回が限度だろう。それを使ってしまえば、自分はもうただの一般人だ。

　他ならない自分のことなのに、すっかり忘れていた。

　いや、忘れていた訳わけではない。

　切り替えてしまっただけだろうな、と思う。

　あれからずっと、残された力、最後の一回を何のために使うかを考え続けているし、今でも頭のどこかで考えてはいる。ただ『自分は今までと違ってしまった』とか『自分はどうなってしまうのか』とか、そんなことをまったく思考していなかっただけ。

　たぶん、どうでもいいのだろう。

　喪そう失しつ感かんはある。当たり前だ。かつての自分の一部を欠落させ、そこに居座っていたものがいなくなってしまったのだから。同居人が去ってしまった後にはただ欠落だけが残り、幻げん肢し痛つうのようなものを現在進行形で殊子に与え続けている。

　けれど、それに対して悲しいとか辛つらいとかは殆ほとんどない。

　つくづく、どうでもよかったのだなと思った。……虚軸キヤストも、自分自身も。

「確たしかに私、もう無力だしね」言って、笑った。

「ううん、違うよ」しかし里緒は首を横に振り、

「そういうことじゃない」そう、口にした。

「『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』があってもなくても関係ないの。元々、殊こと子こは弱かったよ？　それ、殊子は知らなかった訳わけじゃないよね？」あくまで朗ほがらかな表情のまま、世せ間けん話ばなしのように。

　殊子の欺ぎ瞞まんを、あっさりと暴あばく。

「晶あきらやネアや蜜みつや里り緒おより、殊子は弱いよ」

「……弱い？」

「うん。弱いよ。だって『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』が殊子のところからいなくなっても、里緒は殊子の見分けが付くんだもの。それって弱いってことだよね？　欠落を作った原因がいなくなっちゃっても……殊子の欠落は、埋まってないんだよ」

　──埋まる？

「そう……か」その言葉に、ようやく気付いた。

「なるほど、ね」

　欠落の原因が消失しても人格は元に戻らない。そういうものだとばかり思っていた。

　でも考えてみれば、それはおかしい気がする。

　世界はそもそも、都合の悪いことをなかったことにする力を持っている。

　それは『修正力リペイントマーカー』以前の問題だ。虚軸キヤストも関係ない。

　この世界に流れる普遍的な力──つまり、時間。

　時間は傷きず痕あとを埋め、消し、覆おおい、すべてを忘却の彼方かなたへと追いやっていく。人の死や悲しみはもちろん、都合の悪いことだけではなく喜びや幸福すらも。すべてを時間の果てに埋め尽くして、何なに喰くわぬ顔でまた同じことを繰くり返す。

　日常とか非日常とかの区別などなく、世界はそういうふうにできている。

　つまりそれが、この世に存在する森しん羅ら万ばん象しようが持つ、強さだ。

　だったら、上う手まく忘却できず、その流れに乗れないのが、弱さでなくて何だろう？

　欠落を欠落のまま、埋めずに──治さずに放っている自分。

　自分では治すつもりもないからだと思っていたけれど、『治すつもりがない』ということと『治せない』ということの間にさして違いなどない。

　自然の流れから逸いつ脱だつしているという点で、同じだ。

　そして逸脱していることそれ自体を、世界は『弱さ』と判断する。

「大丈夫だよ。殊子は弱いけど、里緒は殊子のことが大好きだから」

　里緒の言葉には憐あわれみや同情など微み塵じんもなく、ただ事実だけを指摘するようで。

「そっか。ありがとね、里緒ちん」だから殊子は笑って、その頭をわしゃわしゃと撫なでる。

　真まっ直すぐに指摘してくれたことへの感かん謝しやを込めて。

「うん。殊子は虚軸キヤストがあってもなくても変わらないよ」

「そうだね」嬉うれしそうに目を細める里緒を見て、殊子はひとりごとのように呟つぶやいた。

「それに、もう奪われた、言ってみれば用済みの私が標的になることもないだろうし。いざとなればそれを利用して状況をひっくり返してやれるしね」

　考えてみれば、自分は元からそういう立ち位置だった。

　単独で使っても意味のない鬼札ジヨーカーは、特殊な状況でこそ一いち撃げきを与える切きり札ふだとなる。使い方を誤りさえしなければ、キングにもクィーンにも、スペードのエースにも負けはしない。

「ま、でも、今のところはクズ札らしく、群衆に紛まぎれてようかな」

「え、何のこと？」

「いや、こっちの話」

　ふと、他ほかの者はどうなんだろうと考えた。

　里り緒おや、佐さ伯えきネア、蜜みつ、晶あきらと硝しよう子こ。それに無限回廊エターナル・アイドルや、城き島じま樹いつきと鏡かがみ。

　消えてしまった津つ久く見み奏かなでや鴛おし野の在あり亜あ、直なお川かわ浩こう輔すけや上うえ野の恭きよう一いちたちについても。

　欠落を抱えたままで生きることすらも弱さだとするなら。

　それを──欠落を忘却してしまうことができない『虚軸キヤスト』たちは、ただ弱い者同士で、狭い世界の中で、より弱い者を探して喘あえいでいるだけなのかもしれない。

　まるで獣けものの序列争いみたいな、滑こつ稽けいさ。

　──ま、それはそれで面おも白しろい、か。

　取とり敢あえずは、そんな獣たちがじゃれ合う様さまでも見て楽しむとしようかと思う。

　吠ほえ合い咬かみ付き合う様を見るのはもっと後でいいし、最小限でいい。

「そういう訳わけで、今はみっちゃんたちを見失わないようにしなきゃね」

「そういう訳、って何のこと？」

「こっちの話だよ。……まだ遠くに行ってない？」

「あ、大丈夫だよ。でもさ、いつまでこうやってればいいのかな？　里緒、蜜や晶と一いつ緒しよに歩くのもいいなと思ってるんだけど」

「それはもうちょっと待って」

　視し線せんを二十メートル先、蜜の後頭部へ向ける。

　じゃれ合う獣たちを見るのは楽しい。

　でも、その獣たちをけしかけるのは、更さらに楽しい。

「ねえ里緒ちん……どうせならさ、硝子たちも一緒の方がよくない？」

　眼鏡めがねの奥の眼めを細めながら、殊こと子こはくつくつと笑った。




　そして、経たつこと十分。最大のチャンスが訪れる。

　街中を歩いていた蜜と晶は、書店へと入っていった。

　デパートの一階から三階までを独占したもので、店てん舗ぽの広さはこの辺では最大規き模ぼ。たぶん君きみ子この要望だろう。蜜たちの行動が硝子たちに制限される以上、いつかはここに来ると思っていた。グッジョブ、と殊子は、脳内に思い描いたのほほんとした顔を褒ほめる。

「ねえ、どうするの？　ここ凄すごく広いよ？　蜜みつたち、見失っちゃわないかなあ」

　里り緒おが不安げにこっちを見てくるが、殊こと子ことしては願ねがったり叶かなったりの展開だ。

「だーいじょうぶ。こっちはそれを逆さか手てに取るんだ」

　何せ自分たちと違い、蜜と晶あきらはふたりで四人の行方ゆくえを確たしかめなければならないのだ。

　そしてこういった書店では──さすがに常時四人一いつ緒しよという訳わけにはいかない。

　身を屈かがめ、本棚の陰から向こうを覗のぞき見る。

　案あんの定じよう、蜜と晶は二手に別れていた。そして更さらにその先、硝しよう子こと君きみ子こ、姫ひめと皆みな春はる八や重えがそれぞれ別行動。蜜は硝子たちの方へ、晶が姫たちの方へ。

「さて、じゃ、里緒ちんにもひと働きしてもらおうかな」

「どうすればいいの？」

「晶クンのところ行ってきてくれる？」

　悪いけれど里緒には晶を引き止めてもらおうと思う。そういう意味でもこの展開は非常に運がよかった。殊子のターゲットはあくまで蜜、それから君子だ。晶や姫と会うのはもっと後にしなければいけない。晶は邪じや魔まだし、姫に見付かったらまたどやされるに決まっているし。

「あくまで偶ぐう然ぜんを装よそおってさ。で、私のことは言わないでくれると嬉うれしいにゃー」

「うん、いいよ。わかった」

　里緒がちゃんとしてくれるかどうかは微妙だが、何とかなるだろう。しばらくの間、晶がこちらに気付きさえしなければいいのだ。

　雑誌の書棚に立つ姫と八重をさりげなく窺うかがっている晶の許もとへ、里緒はてくてくと歩いていく。声を掛けられた晶は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた顔をしたが、すぐに平然と笑った。

　さすがに切り替えが早い。が、それを楽しんでいる暇いとまはない。

　晶に気付かれては元も子もないから、殊子はその場を離はなれる。

　視し線せんの先には、棚に不自然に身体からだを隠し、顔だけを覗のぞかせる蜜の後ろ姿。

　その向こうでは硝子と君子が、文庫本の棚であれこれと会話を交わしていた。密室トリックがどうのとかエラリー・クイーンがどうのとか、ディクスン・カーとヴァン・ダインがどうのとか実に女子高生らしくない会話を交わしているがそれはまあとにかくとして。

　蜜の背後を通り過ぎ、棚を迂う回かいする。文庫本のふたつ隣となり、海外文学の棚をぐるりと廻まわり、蜜の見えないところから、反対側へと赴おもむく。

　──さて。

　作戦開始、だった。
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　新本格ミステリをまだあまり読んでいない私は、何から読むのがお勧すすめかを書棚の前できみちゃんに尋きいていました。不意に横から声がしたのは、その時のことです。

「あらきみちゃん、硝しよう子こ、奇き遇ぐうっ」

　妙に元気なそれは、聞き覚えのあるもの。

　振り返ると──。

「あれー、殊こと子こさんー」

　きみちゃんがびっくりしたように、けれど親したしみを感じさせつつ、その名を呼びます。

「どしたの？　ふたりともこんなところで」

　突然現れた殊子さんは、それに対しいつものように軽けい薄はくに、眼鏡めがねの奥の目を細めました。

「……いえそれ、こちらの科白せりふですが……」

　私はしかし、むしろそれに戸と惑まどいを覚えます。

「ひとりなのですか？」

「いや、違うよ」

　誰だれとでしょうか。里り緒おさんか。まさかクラスの友人とかではないでしょうね。

　今は樹いつきや鏡かがみ、無限回廊エターナル・アイドルが何をしてくるかわからない状況です。無む闇やみに出歩くのは非常に危険なのに……いえ、遊びに来ている私が言うことではないかもしれませんが。

「どなたとご一いつ緒しよなんですか？」私は裏に含みを込めた視し線せんで、殊子さんに尋たずねました。

「ん？」

　私の言いたいことがわからないはずがないのですが、対する彼女はあっけらかんとしています。だとしたら、里緒さんか或あるいは佐さ伯えき先生か。マスターという線もあるかもしれません。

「それより、きみちゃんと硝子は何を買おうとしてたのかにゃー？」

「まだ決めてないですよー」

「そっか。姫ひめや皆みな春はる八や重えちゃんも一緒？」

「はい。あのふたりはたぶん雑誌かマンガのところにいると思いますよー」

　ふうん、と、世せ間けん話ばなしのようにして、殊子さんは書棚を一いち瞥べつしました。

「それはそうと殊子さん、今日きようはお友達と？」私は再び、さっきと同じ質問をしました。もし里緒さんや佐伯先生と一緒ならひと言挨あい拶さつでもと思ったのです。が、

「うーん、お友達、ってのとは少し違うかなあ」

　殊子さんは何な故ぜか、妙に──楽しげな表情で私を見み詰つめてきます。

　続いた言葉は、私を驚おどろかせるに足るものでした。

「みっちゃんと一緒なの」

「……え？」

「みっちゃん、って、舞まい鶴づるさんですかー？」何も知らないきみちゃんが無む邪じや気きに尋ね、

「うん、そう」殊子さんはあっさりと頷うなずきます。

「実はさあ」直後、声を落とし、どこか憚はばかるようにして、

「買いたい本があるんだけど、ひとりで買いに行くの恥ずかしいからって」

「え、ひとりじゃ恥ずかしい……って？」

「いや、それがね……」

　きょとんとするきみちゃんに、周囲を窺うかがいつつ更さらに声を潜ひそめる殊こと子こさん。

　しかし私はその会話に違和感を覚えます。

　舞まい鶴づる蜜みつが殊子さんと一いつ緒しよに本屋さん？　あり得ません。

　本屋さんどころか学校ですら、顔を合わせただけで厭いやな顔をする蜜です。最大限好意的に解釈して、殊子さんが蜜の弱みを握って無む理り矢や理り連れ出したのならまだ納得できますが──逆に彼女が殊子さんを『付いてこさせた』など。

　どういうことだろう、と私は殊子さんの顔を見み詰つめました。

「え、そうなんですか……」

「ね？　確たしかにひとりきりで買うのってかなり恥ずかしいでしょ」

　耳打ちされたきみちゃんは驚いた顔をしています。

　私は考え込んでいたせいで、蜜が買いに来た本が何かを聞き漏らしてしまいました。

「あの、殊子さん……」と。

　私が、どういうことですか、と尋きこうとしたその時、不意に。

「ふざけんじゃないわよっ！」

　静せい謐ひつな音楽が流れる書店に──鼓こ膜まくを蹴け破やぶらんばかりの大音量が、谺こだましました。

「うわあっ!?」突然のことに、耳をそばだてていたきみちゃんがびくんと震ふるえ、私は反射的に声のした方へと顔を、視し線せんを向けます。

　すると、

「……誰だれが……誰が」

　そこには鬼のような形ぎよう相そうで、顔を真まっ赤かにして立つ、話題の本人の姿が。

　蜜は、叫びました。

「誰が『友達の作り方』なんて本を欲しがってるですって!?」

「……へ？」

　私は思わず、ぽかんと口を開けました。

　──『友達の作り方』？

「いやだなあみっちゃん、そんな大きな声出さなくても」

「煩うるさいわね！　人のいないところで妙なこと言ってんじゃないわよっ！」

　殊子さんへずんずん歩み寄ってくる姿は、どう見ても怒り心しん頭とうです。

「いやいやみっちゃん、友達がいないのは恥ずかしいことじゃないよ？」

　身体からだを震わせ、笑いを堪こらえながら言う殊子さんに、

「ふざけんなあっ！」胸ぐらを掴つかんで絞め殺さんばかりに揺さぶる蜜。

「大丈夫だよ舞まい鶴づるさん！　頑がん張ばればきっとお友達できるよ!?」

　大慌てできみちゃんがフォローを入れます。

　……あの、どう考えても逆効果です。

　かつての友人にそんなことを言われた蜜みつは屈くつ辱じよくの極きわみ。きみちゃんはきみちゃんで彼女のことを覚えていないのだから仕方ないとは言え、無知は罪です。

「あんたは黙だまってなさいっ！」きみちゃんに視し線せんも向けずに一いつ喝かつし、

「だいたい殊こと子こ、あんたなんでこんなとこにいるのよ!?」

「いや、それは……って、ぐ、首……けっこう苦しいんだけど？」

「黙れっ、このまま殺す！」

　あまりの騒さわぎに、私たちの周囲には人だかりができ始めています。

　あからさまに迷惑そうなしかめ面つらに、何ごとかと見物に来る好こう事ず家かたち。というか書店で大騒ぎするのはマナー違反ですし、一応の関係者である私がこのふたりをどうにかして止めなければならないのですが……、

「苦しい、苦しいって！」

「当たり前じゃない、苦しませてんのよ！」

　たとえ関係者でも、転がり落ちていく岩を止めることはできません。巻き込まれるのは目に見えているのにどうしてそのようなことができましょうか。

「おい、何やってんだ舞鶴！」

　と。

　躊ちゆう躇ちよしている私の背後から現れた人ひと影かげが、蜜の身体からだを、

「とにかく落ち着け！」殊こと子こさんから無む理り矢や理りひっぺがしました。

「何よあんた、邪じや魔まする気なの!?」

「いいから落ち着けってんだ！　何でこんなことになってんだ!?」

　声を潜ひそめつつも鋭するどく、彼女を諫いさめるのは──、

「え……マスタ……じゃなかった、先せん輩ぱい？」

　思わず言い間違いかけて訂正した私を一いち瞥べつすらせず、マスターは蜜の襟えり首くびを掴つかみます。

「暴あばれるな舞鶴っ！　……だいたい殊子、なんでお前がここにいるんだよ！」

「あれ、晶あきらクン、向こうはいいの？」

「里り緒おに任せてきたんだよ！」

　あまり冷静でない様よう子すのマスターは妙なことを言います。

『向こう』？　『任せてきた』？

　よくわからないながら、朧おぼろげに状況を把握できそうかもしれないと思考。

「あの……ひょっとして」

　しかし、口を開きかけたのと同時。

「ぷ……くく……」獣けもののように牙きばを剥むく蜜みつを押さえるマスターを見ながら、

「くく……ふふ……」肩を震ふるわせて、

「ふふ……あはははははは！」

　殊こと子こさんが──笑い始めました。

　それはまるで、陸上に打ち上げられた魚のように身をくねらせながら、

「あはははは……！　まさか晶あきらクンまでっ！」

　まさに爆ばく笑しよう。してやったりというような、そんな笑い声でした。

「あ……」きょとんとしていたマスターと蜜が、しまった、という顔を浮かべます。

　私はようやく、何が起きているかを理解しました。

　つまりこれは、

「殊子……やりやがった……！」

　マスターの呟つぶやいた通り、殊子さんの策略。

　恐らく蜜が本屋さんに誘ったなど、まったくの出で鱈たら目めです。

　都合よく出てきた蜜とマスター。

　マスターの『里り緒おに任せてきた』という科白せりふ。

　それらの事実から判断するに──、

「マスター、それと、舞まい鶴づる蜜？」私はふたりの傍そばに近寄り、笑い続ける殊子さんを見み詰つめていたきみちゃんに気付かれないよう、小さな声で指摘しました。

「……あなたたち……私たちを尾行してましたね？」

「う」と、マスターは表情を固めます。

「……っ」蜜もまた、怒りの残った顔を引ひき攣つらせます。

「まったく……私たちのことが気になるなら気になると言ってくれれば」

「いや、その……」

「晶クンも失態だったねえ。みっちゃんはいつものことだけど」

　殊子さんは恐らく、私たちを尾行するマスターと蜜を二重尾行していたのでしょう。そしてふたりを罠わなに嵌はめるべく、わざと私たちに接触を図ったのです。

　殊子さんからしてみれば、してやったりというところでしょう。

　が、しかし。

　その目もく論ろ見みは、果たして万事上う手まくいったと言えるのでしょうか。

「……、ごめん、騒さわがせたね」マスターは瞬しゆん時じに冷静さを取り戻すと、蜜の襟えり首くびから手を離はなし、ぽかんとしているきみちゃんへと見事な営業スマイルを浮かべました。

「あ、はい」事情がまったくわかっていないきみちゃんは、思わずそれに頷うなずきます。

「じゃあ、僕らはこれで」それを合図にしたように。

「あははは……え？」マスターの腕が、まだ笑っていた殊子さんの手首をむんずと掴つかみます。

「え、晶あきらクン、何？　ちょっと待っ、」

「さあ行きましょう、殊子先輩……舞鶴も」

　表面上はあくまで穏おだやかに、しかし妙な殺気を纏まとわせつつ。

　マスターは強引に殊こと子こさんを引っ張りました。

「なあ舞まい鶴づる、この辺に喫きつ茶さ店てんかなにかあったっけな？」

「え？」蜜みつもまた一いつ瞬しゆんの後のち、マスターの言わんとすることを理解したようで、

「ああ……そうね。あったかしら？　まあどこでもいいわ」

　マスター以上の殺気を全身から発しながら、珍しく殊子さんへ笑え顔がおを向け、

「さあ、行きましょうか？」あまりにわざとらしい笑えみを、浮かべました。

「あの、マスター……」

「硝しよう子こ、あとで連絡する」

　私の呼び掛けに短く応こたえると、マスターは蜜と殊子さんを連れて踵きびすを返します。

　野や次じ馬うまたちがざざざ、とモーゼの十じつ戒かいのように割れ、

「え？　あれ？　何？　どこ行くの？　ってかちょっと、腕、痛いんだけど……」

「痛いのは先せん輩ぱいがきりきり歩かないからですよ」

「いやあの晶クン、敬語がなんか恐こわいんだけど……」

「それに、この程度で痛いなんて言ってられないわよ？」

「……って、みっちゃん、私に笑顔見せてくれるのは嬉うれしいんだけど、もうちょっとこう、そんなわざとらしい感じじゃなくってさ……」

「いいから歩けこのバカ女っ！」

　姿が見えなくなった後で、ぎゃん、と殊子さんの短い悲鳴が聞こえました。

「ねえ、硝子ちゃん……」

「はい」

「あれ、結局、何だったのかなー……」

　怪け訝げんな顔をするきみちゃんに、私は応えました。

「きみちゃんの知っている殊子さんは、もう戻ってこないかもしれません」

「え？」

「殊子さんが笑ったり泣いたりできなくなってしまっても、見捨てないであげてくださいね」

「ええー？」

　私は殊子さんの辿たどる末まつ路ろを想像し。

　ついでに心配性のマスターと蜜のことを思い、大きく溜ため息いきを吐つきました。

　──今日きようはこれから三十分ごとに、彼にメールを入れることにしましょうか。




　　　　‡




　そして、夜八時。

　長い一日が終わり、舞まい鶴づる蜜みつは自宅の部へ屋やでひとり、眉まゆをしかめて頬ほお杖づえを突いていた。

　──まったく今日きようは散さん々ざんな目に遭あった。

　殊こと子こにまんまと嵌はめられてしまい、大恥をかいてしまった。それもよりによって君きみ子この前でだ。月げつ曜よう日びにどういう顔をして登校すればいいのだろうと思う。

　あれから散々絞り上げたが、殊子への怒りは収まらない。元々顔を見るだけで苛いら々いらするのに、してやられたのだから尚なお更さらだった。もっと痛めつけてやればよかったと思う。

　いっそのこと、殺してやった方が今後のためによかったかもしれない。

　別わかれ際ぎわのあの顔はまったく懲こりていなかった。あれだと、今回のことに味をしめ、また近い内に何かやらかすかもしれない。いや──確かく実じつにやるだろう。

　まったく冗じよう談だんじゃない。

　だいたいあいつには、自覚が足りない。

　力を失ってしまったのにほいほいと出歩いてこっちにちょっかいを出すという行為にも苛々していた。敵の標的になったらどうするつもりなのだろう。

　ただでさえ、今のあいつはウィークポイントなのだ。こっちに迷惑をかけるのがわからないのか。自分たちに守られる立場であることをまったく理解していない。

　してやられた自分にも腹が立った。

　もはやゼロサムゲームから降りざるを得なくなった相手にからかわれ、いいように遊ばれた自分は何なのだと思う。冗談じゃない。ただの間抜けじゃないか。

　バカみたいだ、と思う。

　ここ数日、殊こと子こに対して気を遣つかっていた自分に対して、そう思った。

　城き島じま鏡かがみによって『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』を奪うばわれ、殆ほとんど無力と化した義あ姉ねに、ずっと、どう接していいのかわからずにいた。殺してやるとすら思っていたはずなのに、力を失ったと聞かされた途と端たん、その感情が、敵意が、揺らぎさえした。

　結局、自分は腑ふ抜ぬけていたのかもしれない。

　あいつは自分よりも強いのだから、という甘えに。

「あ……」だけど。

　そこまで考えて、蜜はふと疑問に思う。

　力を失った殊子に、まだ力を持ち得ている自分がしてやられてしまったことに対して。

　そして、殊子に対して持っていた敵意、その根拠の在処ありかに対して。

　考えて、すぐに、

「……何よ」思わずひとりごちる。

　自分が盛大に勘違いしていたことに、気付いたのだった。

　速はや見み殊こと子こという存在の、本質。

　自分はそれを──いつの間にか、『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』という虚軸キヤストそのものに対する印象として捉とらえてしまっていたということに。

　それこそ、勘違いだ。

　殊子の本質はそんなところにはない。

　いや……虚軸キヤストを失った程度で本質が変わる訳わけはない、と言うべきかもしれない。

　初めて会った時、あいつがまだ普通の人間だった頃ころ、すべてを拒絶し憎んでいるようなあの瞳ひとみを、蜜みつは面おも白しろいと思った。人形と断じられ、悪意を向けられたその感覚を新しん鮮せんだと思った。

　その面白さの正体は、つまるところ恐怖に他ほかならない。

　あれは元から獣けものだった。

　鋭く長い牙キヤストなど、あろうがなかろうがその本質ではない。

　たとえ牙きばを持っていようが、失おうが、獣は獣。食物ピラミッドの上位にいる捕食生物。

　そうだ。

　今日きようの自分が弄もてあそばれた原因は、そこにこそある。

　牙が抜けたことに油断して、ライオンを猫か何かと勘違いしてしまった。結局のところ──どこまで行っても自分は、殊子にとっての獲え物ものでしかないというのに。

「……まったく。間が抜けてるのは私の方ね」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、心の奥底で安あん堵どする。

　殊子の本質が変わっていないのだということ。

　まだちゃんと、自分を手玉に取って遊ぶことができるということ。

　そうであるなら、速見殊子は自分たちのウィークポイントなどではない。それどころか、相手の油断を誘い盛大な一いち撃げきを加えることのできる、取って置きの隠し球だ。

「……ふん」安堵とともに、面白い、と思う。

　紛まぎれ込んだ人じん狼ろう、ジェヴォーダンの獣、ジョーカー、トリックスター──呼び方は何でもいい。味方にとってさえそうなのだ。敵にとっては尚なお更さらだろう。

　机から立ち上がった。

　靄もやが晴れたような気がする。少なくとも、ずっと殊子に対して感じていた遠えん慮りよは消えた。

　城き島じま樹いつきと城島鏡かがみ、それから無限回廊エターナル・アイドル。目先の敵を蹴け散ちらしたその後に、速見殊子はちゃんと自分にとってのラスボスとして立ちはだかってくれるだろう、と。

　──まあ、しかし、だからと言って。

「私が安心したのと、今日受けたふざけた仕打ちとは話が別よね」

　今日のあの最低な悪戯いたずらを許すかと言えば、そんなことはあり得ない。

　蜜みつは部へ屋やを出ると階段を下り、廊下にある電でん話わ機きへ向かう。

「あのアホ女……あんなもんじゃまだ足りないわ」

　昼間に散さん々ざん絞り上げた記き憶おくを思い出しながら、蜜は受話器を手に取った。

　顎あごに挟み、そらで電話番号をプッシュする。

　六回のコールの後で『もしもし？』と返答があったので、にやりと笑う。

「あ、もしもし」

『蜜？　どうかした？』

　ややぶっきらぼうな、困惑と無感情を混じらせた、独特な声が聞こえる。

「うん……ちょっと相そう談だんがあるんだけど」

　蜜はできるだけしおらしく、まるで昔のように、それへ応こたえる。

　その笑えみに、残ざん虐ぎやくな、だけど楽しそうな気け配はいが混じった。




　電話の相手は、蜜の実の母親──つまり、殊こと子この義理の母。

　かくして。

　殊子が、三カ月間お小こ遣づかい五割減という制裁を受けるのは、その夜のことになる。




　　　　‡




「で、どういうことなんですか？」

「……だからさっきも言った通りだよ。心配だったんだって」

「心配しているなら心配しているで、メールで連絡してくればいいではないですか」

　殊子に散々説教したその日の夜、八時半。

　硝しよう子この帰宅を待って夕食と入浴を済ませた後、逆に僕を待っていたのは彼女のお説教だった。

「いや、確たしかに後を尾つけたのは悪かったけどな」

「だいたい私に黙だまってそんなことをするなんて、私を信用していない証拠です」

　どうやら昼間の尾行を硝子に内ない緒しよにしていたのが、機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。

　それも当然だろう。誰だれだって、友達と水入らずで遊んでいるところを見られていたと知ったらいい気分はしない。──そう感じられるのは硝子の感情がちゃんと成せい熟じゆくし始めているからで、それだけ見れば僕にも喜ばしいことではある。

　だけど、機嫌を損ねた女の子は、正直なところ苦にが手てだ。

　向かい合ってソファに座ってはいるが、なんだか正座させられている気分だ。

　取とり敢あえず、言いい訳わけを試みることにする。

「敵を欺あざむくにはまず味方からって言うじゃないか」

「まったく、とうとう慣かん用よう句くを持ち出し始めましたね」硝しよう子こは溜ため息いきを吐ついた。

「後ろめたいからそんなことを言うのです」

「いや……」図ず星ぼしだ。僕は口くち籠ごもる。

「だったらどうすりゃ許してくれるんだよ」

「許すとか許さないとかではありませんし、そもそも私は怒っている訳わけではありません」

「怒ってんじゃねえか……」

「怒ってませんっ」

　眉まゆをしかめる硝子の表情は、今まであまり見られなかったものだった。

　僕は思わずそれに頬ほおを緩ゆるめる。が、

「何がおかしいのですか!?」どうにも逆効果だった。

　仕方ない。ちゃんと説明しよう。

「いや、確たしかに黙だまって後を尾つけるなんて真ま似ねは悪かった。謝あやまる。でもな……家にいたんじゃいざって時に何もできないだろ？　だから近くにいたかったんだよ。そうすれば咄とつ嗟さの時に対応できるし。……お前だって、それがわからない訳じゃないだろ？」

　ちょっと理り屈くつっぽいとは思ったけれど、硝子にはその方がいい。感情が生まれて機き嫌げんが悪くなっていると言っても、こいつも基本的に理屈っぽいことには変わりないのだ。

「……仕方ありませんね」硝子は僅わずかに肩を竦すくめる。

「プリン百個で勘かん弁べんしてあげます」

「何だよその法外な数は!?」

　一いつ瞬しゆんほっとした僕をまた奈な落らくに突き落とす作戦か？　それは。

「そんなに大量のプリンでどうするつもりだよ……プリン風ぶ呂ろにでも入るつもりか……」

「…………プリン風呂、ですか……」

「真剣な顔で考え込むな！」

「別に検討していた訳では」

「いやお前本気だっただろ！　そんな顔してたぞ!?」

「まったく。わかりました。十個にまけておきます」

　まあ、十個なら許容範はん囲い内ないかも。

「ただしコンビニに置いてあるものではなくて菓子店のものですよ？」

　……訂正。許容範囲を逸いつ脱だつしていた。

「足あし許もと見やがって……」

　ともあれ話をしている内に機嫌も収まってきたようで、僕はそっと胸を撫なで下ろす。

「……で、どうだ？　楽しかったか？」

　だから僕は、ソファから僅かに身を起こすと、硝子の顔を見み詰つめる。

「ええ。……それに関してはマスターのお陰かげです。ありがとうございます」

　微かすかに綻ほころばせた笑え顔がおはとても自然で、これ以上ないほどに人間らしい。

「あ、そうです」

　硝しよう子こは思い出したように立ち上がった。

　そして、テレビの脇わきに置いた自分のバッグを掴つかみ、中をごそごそと探る。

　何だろう。無言で問うと、無言で振り返り、再びソファへと腰を降ろす硝子。

　手に持っていたものを見て、僕は、ん？　と、思わず声をあげた。

「お土産みやげです、マスター」

　差し出されたのは、プレゼント用に包装された、小さな箱──。

「……お土産？」

「ええ」短く応こたえると、無ぶ愛あい想そうにテーブルの上へそれを置き、そっぽを向く。

「開けていいのか？」

　こくんと頷うなずくので、僕はその包みを開いた。中から出てきたのは黒い箱。

　それを更さらに開けると、白い包装紙の中に、細長いものが入っていた。

　……蛇へび革かわを編あんだ、ブレスレットだった。

　薄うすい桃もも色いろに着色してある。たぶん、それなりの値段がするだろう。

「趣しゆ味みではないかもしれませんが、マスターはあまり飾り気がないですし」

　僅わずかに視し線せんを逸そらしたまま、硝子はつっけんどんに言う。

「お前……これ」そこで、ようやく。

　僕はそのブレスレットが、お土産などではなく、僕へのプレゼントだということに気付く。

　そして、別のことにも思い至った。

　どうして硝子が、後を尾つけていた僕に対して、ああまで機き嫌げんを損そこねたのか。

　その理由は単に、僕がこそこそしていたからだけでは決してなく──。

「見られたくなかったのか？　これ、買うところ」

「驚おどろかせようと思ったのです」

　応こたえる声は小さくて、拗すねているみたいだった。

「そういう意味では殊こと子こさんに感かん謝しやです」

「そう……か」

　こんな状況で、遊びに行くことを許可した僕への恩返しなのか。

　それとも、もっと別の──。

　いや、僕があれこれ詮せん索さくするのはただの無ぶ粋すいだ。

　何せ、初めてなのだ。

　──わざわざ硝子がこういうものを、僕に見み繕つくろって買ってきてくれるなんてこと。

「マスター、どうしました？　気に入らなかったです？」

　知らず笑えみがこぼれていたのを見み咎とがめて、硝しよう子こが不安そうな顔でこっちを見る。ようやく、こっちを見た。さっきからずっと視し線せんを逸らしていたのは恥ずかしかったからだろうか。

「いいや」僕は首を振った。

「お前が買ってきてくれたんだから、気に入らない訳わけがあるか」

「……マスターはたまに、素すでそういうことを言うから困ります」

　再び顔を俯うつむけると、上うわ目め遣づかいにこっちを睨にらんでくる。

「私のリボンと色を合わせた方がいいって……八や重えさんが」

「そっか」

　これを買った時の状況が目に浮かぶ。

　皆みな春はるや直なお川かわや姫ひめ島しまと、あれこれ言い合いながら選んだのだろう。彼女たちにからかわれつつも、それでも僕のために、大おお真ま面じ目めに……たぶん、笑ってしまうほど真剣に。

「ありがとうな」

　僕は立ち上がり、硝子の傍そばへ行き手を伸ばすと、彼女の頭を撫なでた。
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　別に誕たん生じよう日びでもないし、何かの記念日という訳でもない。

　それでも──嬉うれしかった。

「ちなみに蛇へび革かわを選んだのは私の提案です。蛇みたいな性格をしているから丁ちよう度どいいかと」

「……ひと言余よ計けいだよ」苦笑しつつ、更さらに撫でた。

　硝しよう子こは、目を閉じてされるがままにしている。プリン十個どころか、二十個でも三十個でも買ってやろうと殊しゆ勝しような気分になった。……それこそ、プリン風ぶ呂ろに入れるくらいに。

「さすがに学校には着けていけないから、今度ふたりでどっか行った時に着けようか」

「そうですね」

「どこがいい？」

「どこでもいいですよ、マスターと一いつ緒しよなら」さっきの仕返しとばかりにそんなことを言ってくる。なるほど、これはちょっと対応に困るかも。

「まあでも、まずは目の前のことを片付けてからですね」

「そうだな。全部終わった後に、ゆっくりと」

「……どうですか？　その後、進んでますか？」

　目を開けた硝子は、切り替えたように真ま面じ目めな顔で僕を見る。

「ああ」僕は頷うなずいた。

「そうだな、そろそろ見てもらおうか」

　視し線せんを廊下へと向ける。察したように硝子は立ち上がった。

「行こう」

　居間を出て、廊下へ。階段を上り、二階へと赴おもむき、僕の部へ屋やのドアを開ける。明かりを点つけ、デスクの上、パソコンの電源を入れた。

　僕は椅い子すに座り、その背後に硝子が立ち、起動画面のディスプレイをふたりで見る。

「……こんな感じだ」

　起動が終わり、ブラウザを立ち上げる。

　ウィンドウに表示されたのは携けい帯たい用ようのウェブサイト。

　それに視線を固定したまま、僕は言った。

「乗っ取りは完了してる」

　これが──昼間、僕が舞まい鶴づるに告げた『対策』だった。

「ここの管理人は、もう僕だ」

　春先から、挟はさ間ま市内の高校生の間でひっそりと流行しているコミュニティサイト。

『誰だれかの悩みを誰かが助ける』という、匿とく名めいの相そう互ご扶ふ助じよを謳うたったそれは、無限回廊エターナル・アイドルが作り出したものだった。あいつはこのサイトを、僕の日常を侵しん蝕しよくする時の手段として使っていた。僕の周囲にいる人間たちが悩みを相そう談だんするのを見付けては近寄り、狡こう猾かつに心の隙すきを突いて忍び込み、操あやつり、虚軸キヤストを寄生させては僕に差し向けていたのだ。

　存在を知った時からずっと試みていたのだが、つい最近ようやくサイトを発見した。

　そして、僕が乗っ取ったという訳わけだ。

「向こうは気付いていないんですか？」

「こっちが管理者権限を奪うばった今でも、何もしてくる気け配はいがない」

「或あるいは、気付いているけど放っている、ということでしょうか？」

「かもしれない。だけど、あいつはたぶんもう興きよう味みを失ってるんだと思う」

　そもそもあいつがこれを作った目的は、僕らを脅おびやかす駒こまを見付けるためだ。

　ここで見付けた鴛おし野の在あり亜あや上うえ野の恭きよう一いちをけしかけて硝しよう子こを刺し激げきし、硝子の感情を育てることで『全一オール・イン・ワン』の虚界渦アンダーゲートを開く。そしてその反動で開いた世界の穴から父とうさんを拾い上げる。

　それが達成された以上、無限回廊エターナル・アイドルにここを維持する理由はない。

「もっとも、管理者としてはそもそも何もしていないに等しかったみたいだけど。それでもまだ普通に動いてるよ。相そう談だんや報告が飛び交ってる」

　システムとしては簡かん単たんなものだ。カテゴリ別の掲示板が幾つかと、あとはメールの仲介。使用者が自分から作っていくタイプのものだから、もともと管理は最小限で済む。

「そういう意味じゃ、ハッキングする必要もなかったかもしれないけどな。要するに、僕がメンバーになれさえすればいいだけだし」

「メンバーになっても、管理者が無限回廊エターナル・アイドルであればそれが向こうに漏れる可能性もありました。故ゆえに、マスターの判断は正しいと思います」

　ディスプレイを凝ぎよう視ししつつ、硝子は真剣な顔で呟つぶやく。

「……あとは、向こうがここを見られる状況にあるかどうかですが」

「そこは賭かけだな」

　メンバーに紹介され登とう録ろくすれば、誰だれだって掲示板の内容は閲えつ覧らんが可能になる。さすがに登録者全員の身元までは確かく認にんできないから、あいつがここを見ているかどうかはわかり得ない。

「……しかしこれ、他人のプライベートを覗のぞいてるみたいで気分はよくないな」

　基本的にメンバーは掲示板にハンドルネームで投とう稿こうしているが、登録そのものには本名と住所が必要になるというシステムだった。その個人情報は管理者に筒つつ抜ぬけだ。

　まあ、そこを気にしていても仕方がない。

「成果は？」

「まだだ」硝子が尋きいてきたので、僕は首を振った。

「投稿して二日だからな。そう都合よくいかないさ」

　マウスを操そう作さし、そのページを開く。

　二日前、僕が書き込んだ『相談』が、そこにはあった。

『人を捜しています、見掛けた方は教えてください』という文字列。

　そして──同時に添てん付ぷされた、津つ久く見み奏かなでと、良りよう司じの顔写真。

「……見付かるでしょうか」

　不安げに硝子が呟いた。

　正直なところ、能動的な作戦とは言えないし、不特定多数の善意に頼った、確実性の薄うすいものだ。でも、少なくとも──無限回廊エターナル・アイドルと良司のふたりともが隠れ家から一歩も外に出ないなんてことはあり得ないし、外に出れば誰だれかの目には触れる。それに、里り緒おにも毎日捜そう索さくしてもらっている。時間はかかるかもしれないがいずれ近い内に網あみにはかかってくれるだろう。

　父とうさんの言う『統合』とやらの結果、何が起きるのかはわからない。僕らを消そうとしているということは間違いないのだろうけれど、その果てにある敵側の意図がこっちにはまるで不明だ。しかし、それでも、手をこまねいて見ている訳わけにはいかない。

　まずは、りなちゃんを助け出す。

　その上で打って出る。

　無限回廊エターナル・アイドルと父さん、そして母かあさんを殺し、目もく論ろ見みを阻はばむ。

　──これは、そのための第一歩だ。

「週が明けたら母さんにも仕掛けてみるさ」

「そう……ですね」

　背後での硝しよう子この頷うなずきに、僕は内心の焦あせりを隠して嗤わらった。

「どこに隠れていようとも、絶対に追い詰めてやる」

　りなちゃんが連れ去られてから、もう十日。

　これ以上、あいつらの好きにさせておく訳にはいかない。
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　目覚めた時、そこは真っ暗だった。

　だから鴛おし野の在あり亜あは、自分が誰だれなのか、ここはどこなのか、眠ってしまう前には何をしていたのかもよくわからなかった。それどころか、自分は赤ん坊なのではないかとすら錯さつ覚かくした。

「……起きたか」

　ゆっくりと起きあがった時、声がしたので反射的にそちらへ顔を向ける。

　漆しつ黒こくの中で顔は見えなかった。だけど、男の声だというのは理解した。

「自分の状況を理解しているか？」

　理解しているか、と言われ首を傾かしげる。

　頭が上う手まく働かないし、身体からだの調ちよう子しも悪い気がした。全身がだるく、喉のどが痛い。皮ひ膚ふも乾かん燥そうしていて指先に力が入らない。風か邪ぜをひいているのかと思った。異常に喉が渇いていて、水が飲みたい。まるで何日間も飲のまず喰くわずで過ごしたかのような、虚きよ脱だつ感かんがあった。

　それと。

　何な故ぜか無む性しように──寂しい、という感情があった。

　まるで、心に穴が開いたような。自分の中の大事なものが消えてしまったような。

「わからない、という顔だな」

　真っ暗なのに、顔なんて見えるはずがない。それなのにそんなことを言う。

「いきなり思わせぶりなことを言うのはあなたの悪い癖くせね、晶あきら」

　と、少女の声が同じ方向から聞こえた。あきら、という響ひびきにクラスメイトの城き島じま晶を思い出す。だけど自分の知っている彼と、闇やみの向こうから聞こえる者の喋しやべり方は一致しない。

「女の子にはもう少し優やさしくしなきゃダメよ？」

「くく……俺おれには男も女も関係ないよ、母かあさん」

　母さん？　親子なのだろうか。でも、女性の方の声こわ音ねはどう聞いても少女のものだ。

「それに、これは俺がひとりで勝手にやっていることだ。あなたがしゃしゃり出てくる必要はないよ」男は含み笑いをする。どこか甘えているような口調だと在亜は思った。

「あら、息子のやることに口を出すのは母親の特権よ？　それに……あなたひとりじゃ心配だわ。父とうさんだって何も言わないけど、きっと心配してるに違いないんだからね」

「あいつは単に興きよう味みがないだけだろう？　俺のやることに」

「そうかもしれないわね。でも、心配はしてるわ。父親ってそういうものなのよ」

「……ふん」嬉うれしそうに鼻を鳴らす気け配はい。

　在亜には意味がわからない。

　ただ、漠ばく然ぜんと──会話に対して歪いびつなものを感じた。

　床ゆかに付いた掌てのひらからは硬いコンクリの感触が伝わってくる。脳が覚かく醒せいしてきたのか、ここはどこだろうと思う余裕が生まれた。そしてそれと同時に、恐怖も。

　不安が心を支配する。

　当たり前だ。元々自分は、気の弱い──引ひっ込こみ思じ案あんな性格なのだから。

「まあいい。……どのみち、お前はすべて忘れているんだ。仕方がないかもしれないな」

　忘れている？　意味がわからなかった。

「……だれ？」声が震ふるえていたのが自分でもわかった。

「私を、どうしたい……んですか」

　たぶん自分は誘ゆう拐かいされてきたのだろう、と推測した。記き憶おくは判然としないが、登校途中か下校途中に攫さらわれてしまったに違いない。身体からだを包んでいる服には違和感があった。覚えがない。着たことがない服を着ているようだった。それがますます恐怖を助長する。

　助けて欲しい。そう、思った。

　親よりも先に、自分の彼氏である敷しき戸ど良りよう司じの顔を思い浮かべる。彼の顔を想像すると温かい気持ちになり、少しだけ落ち着くことができた。

　だけど、直後。変だな、と思う。

　──彼氏……だったっけ？

　確たしかに自分は良司のことが好きで、それは疑いようのない事実だ。彼に告白したのも覚えているし、彼がＯＫしてくれた記憶も鮮せん明めいだ。

　でも、自分は何な故ぜ、良司に告白などしたのだろう？

　彼は友人である芹せり菜なのことが好きだったのではなかったか。思いを遂げられるはずがないのだからと、諦あきらめていたのではなかったか。それに、何より、私は好きな人に告白できるような勇気なんて持ち合わせていないのではなかったか？

　おかしな気分になった。

　良司に告白できず、それどころかクラスメイトや、親友の芹菜とすら距きよ離りを上う手まく取れずに思い悩むのが鴛おし野の在あり亜あという人間のはずだ。それなのに一方で、良司に積せつ極きよく的てきになり、クラスメイトとも仲良く談だん笑しようしているという正反対の記憶もある。わからない。

　まるで──ある時を境に、がらりと人格が変わってしまったかのような。

「俺おれは、お前をどうこうするつもりはないよ」

　考え込んでいる最中に返事をされて、びくりと身体が震えた。

「まずは食事をしましょう。あなた、何日間も眠っていたのよ」

　在亜の恐れをフォローするような、女性の優やさしい声。

　……何日間も？　だから身体の調ちよう子しが悪いのだろうか。

　在亜の思考に構わず、男が楽しそうに続ける。

「お前をどうこうするのはお前自身だ。お前の心だ。お前の世界だ」

「……私の、心？」

「そうだ」大きく頷うなずく気け配はいがあった。闇やみの向こうで、朧おぼろげに人間の輪りん郭かくが見えた。

「お前と、お前を取り巻くすべてのものを見せてやろう。その上でお前の心がどうなるのか、お前の世界がどう変わるのか。それはお前次第だ。お前にしかできないことだ」

　かつかつと、コンクリートを歩く音がする。

　軋きしんだ音とともに、ゆっくりと扉が開いた。漏れ出る光が痛くて目を細めるが、手で覆おおっても光は容よう赦しやなく在あり亜あへと降り注いでくる。

「さあ来い、鴛おし野の在亜。……自分自身の眼めで、すべてを確たしかめるがいい」

　逆光で顔の見えない男が言った。
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　その声に、まるで操あやつられるようにして。或あるいは光に向かう蛾がのように。

　在亜は、自分の意志もまだ定まらないまま──立ち上がる。




　それは、無限回廊エターナル・アイドルが在亜の身体からだから離はなれてから、四日後。

　九月二十四日、日にち曜よう日び深夜のことだった。




　　　　‡




　週が明け、学校が再び始まった。

　先週の土曜日からこっち、コミュニティサイトに新しい情報は入ってきていない。日を追うごとに少しずつ焦あせりが加速されていく感覚に苛いら立だちながらも、僕は登校する。

　屋上で里り緒おと一いつ緒しよに生徒の確かく認にんをしてから教室へ。この習しゆう慣かんも再開した。夜も含めて里緒には大きな負担をかけてしまうことになるけれど仕方ない。何せ──先週僕と硝しよう子こが皆に黙だまって父とうさんのところに乗り込んだ後、里緒に大泣きされてしまったのだ。

　どうして里緒を使ってくれなかったの、と。

　徹てつ底てい的てきに、倒れるまで使われた方が遠えん慮りよされるより何倍もいい、そう里緒は言った。だったらそうするしかない。僕の罪悪感は募つのるし、そんな関係は何よりも歪いびつかもしれないけれど、それが僕と里緒が親友であるという証あかしなのだから。

　里緒と別れて、教室へ入る。僕にとってもはや異空間に等しい、日常へ。

「お、おはようさん、城き島じま」

「ああ、おはよう」

　僕を見かけて挨あい拶さつをしてきたのはデス委員長、緒お方がた美み弦つるだった。真っ先に目に入ったのが友人の顔であることに微かすかな安あん堵どを覚えたが、直後それは不快感へと変化する。

「おはよう、城島くん」

　緒方の傍そばでにこにこと笑えむ、母かあさん──城島鏡かがみを見たせいだった。

　未いまだ学校で津つ久く見み逆さか絵えを名乗る彼女は、まるでりなちゃんや鴛おし野のや良りよう司じの代わりのように、緒方の隣となりへと収まっている。それは僕の日常を意図的に侵しん蝕しよくする行為に他ほかならない。頭の中では知ったことか、と斜しやに構えることができても、感情がそれを拒絶していた。

　そして今日きようは、更さらに。

「ね、これ、どうかな？」母さんは僅わずかに両手を広げると、僕へ自分の姿を見せる。

　これまでと違う服装。

　──つまり、この学校の制服を着ていた。

「美人は何着ても似合うねえ、やっぱり」

　感心したように、緒方が母さんの全身を眺める。

「いやだ、美弦さん」

　照れたように笑う彼女の顔には厭いや味みっぽさが微み塵じんもない。万人に受け入れられる類たぐいのものだ。他者の感情を計算し尽くした上での対応に恐れ入る。

「ああ、いいんじゃないかな」そう応こたえつつも、吐き気がした。

　若返った姿とは言え、実の母親が違和感なく僕の居場所だったところに割り込んでくる。

　それは、酷ひどく悪あく趣しゆ味みな──まるで精神的な近きん親しん姦かん。

「でも、これでようやくこの学校の生徒になれた気がする。嬉うれしいわ」

　よくもまあ、こうも的てき確かくに僕の気分を悪くさせることを言ってくれるものだ。

「そう？　よかったじゃないか」

　それでも僕は愛あい想そうよく笑う。ただの意い地じかもしれないけれど、これは水面下で繰くり広ひろげられる戦いだ。態度が顔に出たり、僕がこのクラスの輪わから外はずれたりすれば相手の思う壺つぼ。

「でも、ホント似に合あうよねー」

「そうそう。まるであつらえたみたい」

「この学校の制服、似合わない奴やつには似合わねえしな」

「ちょっと何よそれ？　私見て言わないでよ」

　周囲にいたクラスメイトたちが口々にそんなことを言い、笑いが起きる。すっかり中心人物と化した母かあさんを取り巻くようにして、空気が形成されていく。

「ね、城き島じま」そんな中。

　この輪わに入らなければいけないのかと心中で舌打ちしていると、緒お方がたが僕の袖そでを引いた。

「どうした？」

「ちょっと……」談だん笑しようする母さんたちから離はなれ、教室の隅すみへと僕を連れていく。

　いつも気楽そうな緒方にしては珍しい、微かすかに不安げな顔だった。

　クラスメイトたちの視し線せんがこっちから外れたのを確かく認にんすると、緒方は言った。

「あのさ、芹せり菜なと良りよう司じのことなんだけど……」

「……ああ」彼女の口から出たふたりの名前に、僕は胸が痛むのと同時、僅わずかな安あん堵どを覚えた。──こいつはちゃんと、忘れていないんだな、と。

「あんた、芹菜の病院の場所、ホントに知らない訳わけ？　お向かいさんでしょ」

　だけど緒方は何が起きているかまで知る由よしもない。彼女の中で、りなちゃんは『学校で起きた事件のショックで入院している』ということになっている。

「ごめん」僕は二重の意味で、謝しや罪ざいを告げた。

「本当は知ってるんだ。でも、りなちゃん、まだちょっと人に会える状態じゃなくてさ。おばさんにも、クラスの連中には黙だまっててくれって言われてる」

「……そっか。家に電話して尋きこうかとも思ったんだけど、さすがにね」

「それはやめといた方がいいよ。おばさんもけっこう参まいってるし」

　嘘うそだらけだ。りなちゃんの両親は、殊こと子こによる暗示で娘のことを綺き麗れいさっぱり忘れてしまっている。仮に電話したとしても『うちに娘はいません』などと言われるのが関せきの山やまだろう。

　学校や教師にはその辺の対策をちゃんと施ほどこしていたが、ここまでは手が回っていないのが現状だった。今からどうこうしようにも、もう殊子の力は使えない。

　あいつに頼りきりだったんだな、と今いま更さらながらに思い知りつつ、僕は笑え顔がおを作る。

「見み舞まいに行けるようになったらちゃんと教えるさ」

「そうだね。元気の出るＣＤでも持ってってやろうかねえ」

「いや、お前の『元気の出るＣＤ』はたぶん迷惑だ」

「ははっ、酷ひどいね城島、私だってちゃんと考えてるっての！」

　デス委員長はいつもの快活な笑えみを浮かべる。でもそれは空から元げん気きだ。

「あと、それから良司だけど」再び、その顔が曇くもった。

「あんたも知らない？　もう一週間近いよ」

　良りよう司じが学校に来なくなったのは、先週の火か曜よう日び──僕と父とうさんの会った前日からだ。

「そう……だな」こちらはりなちゃんと違い、一切のフォローがなかった。

　それも当然だろう。良司が学校に来ないのは母かあさんたちの手引きによるもので、あいつらは日常を誤ご魔ま化かしたり繕つくろったりなんてことに最初から興きよう味みがない。

「月曜になればって思ったけど、来てないみたいだし」

「病気じゃないのか？　僕も聞いてないんだけど」

「メールしたんだけど『ちょっと体たい調ちよう崩してる、心配ない』ってだけで。ってか城き島じま、メールとかはしてないの？　男同士って薄はく情じようだねえ」

　何度か試みてはいる。僕に関しては返事がない。ただ、それを言う訳わけにはいかない。

「ま、いろいろあった後だしな。……あいつが体調崩してるってのも珍しいけど」

「だよねえ」苦笑を浮かべる緒お方がた。

　彼女も、内心では疲れているのだろうなと思う。

　学校中が混乱したあの事件は、二年三組の間でもまだ傷きず痕あとを残している。その原因が良司にあったというのは皮肉だけど、緒方にとっては親したしい友人たちが軒のき並なみ学校へと来ていないのだ。鴛おし野の在あり亜あに関しての記き憶おくは消えてしまっているけれど──それでも、不安だろう。

「どうしたの？　ふたりとも」何を話しているのかはわかっていたのだろう。母さんがあくまで自然な調子で僕らの許もとへとやってきた。

「いんや、何でもないさね」

「そう？　……私にできることがあれば言ってね、美み弦つるさん」

「大丈夫。ありがとね、逆さか絵えちゃん」

　あくまで明るい態度の緒方には感心するが、母さんのやり口にうんざりする。

　切っ掛けを作ったのは良司とは言え、あれは無限回廊エターナル・アイドルと津つ久く見み奏かなで、そして母さんの手引きによるものだ。要するに彼女がしているのは、自分で傷を与えておいて、涼しい顔でその隙すき間まに入り込み、傷を癒いやしているという最悪極きわまりない行為。

　何より腹が立つのは──ずっと僕も似たようなことをしていたというその事実だった。

　あなたがやってきたのはこういうことよ、と。遠回しにそう言われている。

「大丈夫。津久見さんが心配することじゃないよ」

　だから僕は、それ以上のわざとらしさを持った露ろ悪あくで、母さんに応こたえる。

「津久見さんにとっちゃ、転校したばっかりでいきなり事故に遭あったみたいなもんだし。そんなに気を遣つかわなくてもいいさ。……その気遣いだけで充分過ぎるほどだ」

「そうそう」何も知らない緒方が頷うなずいて、空から元げん気きで笑えんだ。

「さ、そろそろ授業始まるし、用意でもすっかね」

「用意してもどうせ真ま面じ目めに受ける気ないだろ、緒方は」

「あらら、言ってくれちゃって」

　冗じよう談だんめいた遣やり取とりをしながら、緒お方がたが踵きびすを返して自分の席に戻っていく。

　そんな彼女の後ろ姿を眺めながら、母かあさんが僕の耳みみ許もとへ小声で囁ささやいた。

「どう……パッチワークの日常は楽しいかしら？」

　僕は、だから。

　鼻で笑い、言ってやった。

「ああ、楽しいね。……あんたにはそんな感情、わからないだろうけれど」

「そんなことないわよ」母さんは動じない。

「楽しいという感情は分析可能よ。何より『わからない』なんて機き械かいの言うことではないわ」

　それを無視し、僕は彼女から離はなれる。

　追い討ちをかけるようにして、背後の囁きは止やまない。

「それに、わかるからこそこうしてあなたに嫌いやがらせができる。違う？」

　まあ、確たしかに違わないだろうな。

　そう思いつつも態度には出さず、僕は自分の席へ戻る。

　もはや彼女に対して憎しみと敵意しか感じない自分に、知らず失笑が漏れた。




　そんな空気の中、午前の授業は終了し、あっという間に昼休みが来る。

　クラスの女子たちに囲まれて昼食の用意をする母かあさんを横目に、僕はひとり教室を出た。逃げるようで気が退ひけはするけれど、仕方がない。

　向かう先は屋上ではなく、保ほ健けん室しつ。作戦会かい議ぎの時間だった。

　ノックし、返事を待たずにドアを開ける。

　薬品の匂においがするそこには、もう面子メンツが揃そろっていた。里り緒おに佐さ伯えき先生、そして殊こと子こだ。

「や、晶あきらクン」

「その調ちよう子しじゃ、土ど曜ようの教育も無む駄だだったみたいだな」

　にこやかに片手を挙げる殊子に苦笑する。

「あら、教育って何かしら？　ひょっとして殊子さん、晶さんにいけないことをされてしまったとか。うふふふそうだとしたら素す敵てきだわ……」

「そうなんですよ先生。晶クンってば、教育と称してみっちゃんと一いつ緒しよに私の深いところを攻めたんです。……それはもう執しつ拗ように。何時間にもわたって」

　殊子はそう言うとわざとらしく身をくねらせた。

　週末の説教もまるで効果なしときた。最悪だこの女。

「あらあら……。深いところってどういうことかしら？　物理的な意味でなの？　まったく嫌らしいわ、晶さんと殊子さんったら。……どの内ない臓ぞうを攻められたのかしら。くすくす」

「……いや、内臓て」

　興きよう味み津しん々しんで僕と殊こと子こを交互に見る佐さ伯えき先生だった。

「もうなんでもいいですよ……まったく」相変わらず過ぎて会話にならない。

　僕は溜ため息いきを吐つき、ベッドに腰掛けた。

　隣となりでは、里り緒おが泥どろのように眠っている。ここ数日は働かせ通しだからそっとしておこう。

「……で、どう？　何か進展あった？」

「まだだ」不意に真ま面じ目めな調ちよう子しに戻り、殊子が尋きいてくる。

　僕は首を振った。

「母かあさんが尻尾しつぽでも出せばいいんだけど……向こうも承知の上だからな。難むずかしい」

　彼女の下校時には里緒に尾行させているが、成果はない。

「やっぱ、そう簡かん単たんにはいかないね。こっちが圧倒的に不利なのもあるけど」

　──殊子の言う通り、か。

　相手はこちらの手を熟じゆく知ちしていて、更さらに居場所をあちこち変えることもできる。

　それは突き詰めれば単純な追い掛けっこではあるのだけれど、無限回廊エターナル・アイドルが『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の劣化世界ジヤンクパーツを所持しているのが事態をややこしくしている。

「いっそ、津つ久く見み逆さか絵えを学校で取っ捕まえちゃう？」

「最悪、そうしなきゃならないかもしれないな」

　現実的ではないアイデアだ。

　りなちゃんが人質に取られていることと、何より、母さんの力が未知数であることを考えると難しい。水すい曜よう日びの接触で感じた限り、恐らく母さんは最低でも──僕ら全員を相手に軽く立ち回れる程度の力を持っている。更に、いざとなれば容よう赦しやなく学校を犠ぎ牲せいにもするだろう。

　それにあの時、無限回廊エターナル・アイドルたちが去り際に残した言葉も気になっていた。

「……母さんが『実軸ランナ』っていうのも気になる」

　実軸ランナ。つまり、この世界。

　父とうさんは、未来のこの世界を滅ぼしてこの時代へと戻ってきたことになる。だとすると『この世界そのもの』である母さんをどうにかした時、この世界はどうなってしまうのか。

　まずはそれの真しん偽ぎを確たしかめないと、母さんの存在をどうこうはできないだろう。

　何より──父さんと母さんの持つ力の形式名モデリング『全なる終わりオール・イン・ワン』は、世界系インストに記されていない。その事実だけでも、一対一に持ち込めば勝てるという前提は揺らぐ。

　世界系にない存在しない虚軸キヤストを滅ぼすことは、僕らの『世界の終わりカーテンフオール』にもできないのだから。

　或あるいは、滅ぼす対象を『実軸ランナ』と定義すれば可能だろうけど、現実的じゃない。

「りなちゃんさえ取り戻せばこっちにも突破口はあるんだけど……」

　やはりまずはそこか、と改めて考えた。

　父さんと母さんの目的を阻はばみ、無限回廊エターナル・アイドルを倒す。それは確たしかに僕らの究極的な目標ではある。だけど、向こうの尻尾が掴つかめずに手を出せない状況に加え、りなちゃんが人質に取られているも同然なのだ。こちらにとっての大きな不利がふたつも存在する。

　どんな手を打つにせよ、向こうの持つアドバンテージを減らさなければ勝ち目はない。

「いや……まずは取り戻さなきゃ、手の打ちようがない、か」

「もうひとつ方法はあるよ」

　と、半ばひとりごととして呟つぶやいたのに、殊こと子こが口を挟んだ。

「……何だ？」

「森町芹菜を見捨てる」

「……見捨てる？」僕は反射的に殊子を睨にらんだ。

「ふざけてるのか？」

「ふざけてはいないよ」だけど、殊子は怯ひるまない。

　まるで僕を挑発するように、微かすかな笑えみさえ浮かべる。

「もちろん、晶あきらクンがそれをできないってこともわかる。絶対にしないってこともね。そしてそれは……私たちだけじゃない、向こうだってわかってる」

「……見捨てる振りをしろ、って、そういうことか？」

「そう。向こうの読みを逆さか手てに取るんだ」

　なるほどそれは殊子らしい奇策だ。

　僕も、囚とらわれているのがりなちゃんでなければ考え付いたかもしれない。でも──、

「うふふふ……無理ね」

　佐さ伯えき先生が僕の言葉を代弁するように呟つぶやいた。僕は殊子に言う。

「虚きよは突けるかもしれない。でも、負ける」

「やっぱ、そうかな」

「ああ」殊子もたぶん、薄うす々うすは理解していたのだろう。

「父とうさんは……その程度じゃ揺るがない」

　城き島じま樹いつきのことを理解しているという一点において、僕と佐伯先生は殊子より思考が回る。

「僕にとってりなちゃんは絶対に奪だつ還かんすべき存在だ。でも、城島樹にとっては違う」

　それが最も厄やつ介かいなところだった。

「父さんはたぶん、りなちゃんのことをまったく重要視していない。もっと言えば、りなちゃんを利用しなくても僕らには勝てると確かく信しんしてるだろうな。逆に上う手まく利用されるのがオチだ。その策を使ったこと、それ自体が仇あだになる」

「なるほどね。強敵って訳わけだ」

「いや、待てよ」だけど、自分で言った直後、僕に考えが浮かんだ。

「一考する価値はあるかもしれない。……もちろん父さんには通じないのは確たしかだ。でも、良りよう司じや無限回廊エターナル・アイドルには通じる……か？」

　向こうのネックは恐らく、意思統制の甘さだ。

　良りよう司じが父とうさんに従っているとは考えにくい。それどころか、完全に放置されている可能性もある。それに無限回廊エターナル・アイドルだって、父さんの言うことをいちいち聞くかどうかはわからない。加えて、もし父さんが無限回廊エターナル・アイドルの行動に関知すらしていないとしたら。

　充分にあり得る。……城き島じま樹いつきは他者の行動に興きよう味みを持つ性格ではないのだから。

　──父さんに知られさえしなければ、相手は無限回廊エターナル・アイドルと良司のふたり。

「つけ込む隙すきがないとは言えない。もちろん危険ではあるけどな」

　朝、緒お方がたの言っていたことを思い出した。

　良司に送ったメールが返ってきていた、と。

　こっちには返信など一切ないから、電源を切ったままにしているものと思っていたけれどそうではない。なら、誘い出すことは可能ではないか？

「僕が送ったメールを見て、その内容を無限回廊エターナル・アイドルに相そう談だんなり報告なりすれば、少なくとも無限回廊エターナル・アイドルは動く。問題は、父さんと母かあさんがそれを知るか、知ったとして動くかどうか」

「難むずかしいなあ」

　溜ため息いき混じりに殊こと子こはそう口にした。

「仮定が多過ぎるよ。……策とは呼べない」

「……自分から言い始めたんだろうが」

　僕が苦笑すると、まあね、と肩を竦すくめる殊子。

「ただ、試してみてもいいかもしれないね。このままじゃ詰まれるだろ？」

　それでもどこか挑戦的な視し線せんで僕を見てくる。

　──どうするか、と、迷った。

　こちらから何もしないのならば相手の出方を待つしかなく、分ぶは悪い。乗っ取ったコミュニティサイトも、今の状態だと単に網あみを張っているだけに過ぎないし……。

「少し考える時間をくれ」

　リスクとリターン。

　その双方を充分に吟ぎん味みした上で結けつ論ろんを出す必要がある。

「賭かけみたいなものになるだろうからな。たとえば学校が手て薄うすになるかもしれないし、お前らの誰だれかが危険に晒さらされるかもしれない。……その時にどうするか、だ」

　殊子の言う通り、策とは呼べないものになるだろう。

　戦術も考えなければ戦略すらない、行き当たりばったりの作戦だ。

「うふふふふ。私なら大丈夫よ。敵に殺される前に殺してやるわ、主おもに自分を。……通販で手に入れた秘ひ蔵ぞうのスペシャルメディカルケミカルドラッグがあるのよ。その威力たるや、もはやマジカルの領域だわ……くすくす……むしろ今から試したくなってきたかも」

「……冗談なんだか本気なんだかわかんないことを言うのはやめてください」

　真ま面じ目めな雰囲気の中でも平気でそんなことを言う佐さ伯えき先生に眉まゆをひそめる。

　殊こと子こが苦笑しながら、それでも真剣な顔をした。

「ま、どのみち平へい穏おん無事に済まそうだなんて思ってないんだろ？　だったらやりなよ」

「……簡かん単たんに言うなよ」

「いや、簡単なことだよ」

　軽けい薄はくな口く調ちようは変わらない。

　でも、それは殊子が時折見せる──恐い顔、だった。

「私たちは晶あきらクンの駒こまだ。徹てつ底てい的てきに使い、徹底的に切り捨て、徹底的に利用すればいい。遠えん慮りよする必要はないよ。いや……遠慮なんてふざけた真ま似ねをするなって言った方がいいかな？」
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「……殊子」

「私の虚軸キヤストはもう殆ほとんど残ってないから。佐さ伯えき先生は大人おとなだから。里り緒おちんは友達だから。みっちゃんは元々関係ないから。……そんなくだらないことを考えてるようだったら、私たちがあんたたちを殺してあげるよ。私たちはもう覚悟してるんだ。それを穢けがすのは赦ゆるさない」

　あくまで顔は笑っていた。

　だけど僕はよく知っている。たとえ『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』を奪うばわれてしまっていても関係ない。

　……速はや見み殊子という人間は、軽薄な笑え顔がおを見せている時が最も本気だということを。

「わかったよ」だから僕は、目の前の彼女と同じように、軽薄な──ただし僕らしい、欺ぎ瞞まんに満ちた高慢な笑えみを浮かべ、立ち上がる。

「遠えん慮りよなんかしない」

　それは、つまり。彼女たちを心の底から信用してるということの証あかしなのだから。

「駒こまを大事にする必要はない、か？　だったら試してみて……使い捨ててやる」

「うん。それでいいよ」もはや何の力もないはずの殊こと子こは。

　まるで万能の力を持った女王のように、偉そうに頷うなずく。




　　　　‡




　画面の中にあるのは、アパートの一室だった。

　恐らくは天てん井じようの隅すみに仕掛けられた監かん視しカメラからのもので、無む機き質しつで粒子の粗あらいモノクロームの映像は、音もなくふたりの人間を映している。

　両方とも──在あり亜あのよく知っている、人物だった。

「どうだ？」背後で声がする。

「お前はもう、そこに必要のない人間だというのが理解できたか？」

　煩うるさい、と思った。余よ計けいなお世せ話わだ、と。

　しかし、それ以上に、狼ろう狽ばいと悲しみが隠せない。

　ディスプレイの中、部へ屋やに置かれたベッドに寝ているのは、自分の親友、森もり町まち芹せり菜な。

　そしてその横、部屋の壁かべに背を預けて座り込んでいるのは、自分の恋人、敷しき戸ど良りよう司じ。

　芹菜は眠っているようで動かない。対して良司は、立ち上がり、そんな芹菜の顔を心配そうに覗のぞき込んでは再び元の位置へ戻るという動作を数分おきに繰くり返している。

　その光景はいかにも病的で、それ故ゆえに良司の──芹菜に対しての想おもいを如によ実じつに表していた。

「もう思い出しているのだろう？　鴛おし野の在亜」

　じっと映像を凝ぎよう視しし続ける在亜の神経に、楽しそうな口く調ちようが障さわる。

「お前が……捨てられた時のことを」

　その言葉は在亜の胸に刺さった。

　あれから食事を摂とり気力を取り戻し、記き憶おくははっきりしてきていた。

　学校で、自分を突き飛ばしてまで芹菜を庇かばった良司の姿。そして、無限回廊エターナル・アイドルが自分の身体からだを乗っ取ったこと。それに、同化していた頃ころに得た、いろいろな知ち識しき。

　虚軸キヤストのこと。固定剤リターダのこと。城き島じま晶あきらたちのこと。

　更さらにもっと以前──姫ひめ島しま姫ひめと心しん中じゆう未み遂すいをしたことや、芹菜を殺そうとしたことさえも。

　在亜は、すべてを思い出した。

　そして、思い出したが故ゆえに。

　これまでの自分は何だったのだろう、と、虚きよ脱だつ感かんを覚える。

「わかるか？　お前は徹てつ底てい的てきに無価値だ、鴛野在亜」

　無限回廊エターナル・アイドルはまったく容よう赦しやがない。

　怒りに唇を咬かむが、こんな時さえ激げつ高こうし怒ど鳴なることもできない自分が情けなかった。

　──ここ数カ月、楽しかった。

　夏休みの前から性格も明るくなり、人付き合いにも積せつ極きよく的てきになって、良りよう司じに告白して受け入れられて。すべてが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。けれど事実を知った今、その楽しかった記き憶おくと思い出がすべて反転し、鴛おし野の在あり亜あという自分自身に牙きばを剥むく。

「……あれは、私じゃなかった」

「そうだ」無限回廊エターナル・アイドルが首しゆ肯こうした。

「あの人格は鴛野在亜固有のものではない。俺おれが『有限円環アカイイト』で集めた……大おお石いし路みち子こ、広ひろ瀬せ幸ゆき、高たか江え江え見み、杉すぎ原はら嶋しま子こ、それから姫ひめ島しま姫ひめ。彼女たちの存在を複合してできたものだ」

　クラスメイトたちに臆おく面めんなく話し掛けることのできる笑え顔がお。

　芹せり菜なや良司や晶あきらたち、友人と冗じよう談だんを言い合える奔ほん放ぽうさ。

　そして、好きな人に告白できる勇気。

　それらすべては仮かり初そめの、自分のものではない力だ。他者の存在を融ゆう合ごうさせることで手に入れた、そんなことまでしなければ手に入らなかった、力だ。

　あの二カ月の記憶が楽しければ楽しいほど、在亜は惨みじめになる。他人の存在や人格を混ぜて変化することでしか幸せになれなかった自分に吐き気がする。

　画面の中の光景を見ても、それを実感する。

　結局良司にとって、自分はただの間に合わせだったのだ。もしくは叶かなわない想おもいの代用品。仮に自分が芹菜のようになってしまったからと言って、良司はあそこまで献身してくれるだろうか？　答えはわかっている。たかだか黒板が倒れてきたくらいで突き飛ばされたのだから。

　くだらない。本当にくだらない。自分は徹てつ底てい的てきに無価値だ。

「お前が死んでも、誰だれも困りはしないだろうな」

　だから背後からのそんな言葉に、在亜はそうだろうな、と思った。

　きっとそうだ。自分には生きている価値がない。

　だったら死んだ方がいい。

　どうせこの先、何かがある訳わけではない。今までと同じ──いや、今までよりももっと酷ひどいことになるのは目に見えている。唯一自分と仲良くしてくれていた芹菜とはもう元に戻れない。他ほかのクラスメイトたちだって同じだ。内気で引ひっ込こみ思じ案あんで人と話すのが苦にが手てな頃ころの自分を、携けい帯たい電話の着信履り歴れきなど皆かい無むだった自分を、いったいどの世界が必要とする？

「……ふん。本当に死にたいと考えているようだな。まったく無価値な奴やつだ」

　もういい。くだらない。どうでもいい。好きに罵ば倒とうすればいい。

　そう諦あきらめ、画面からも目を背そむけ、俯うつむいた時だった。

「だがな、鴛野在亜。……お前はひとつ、勘違いをしているぞ」

「何を？」短く問うたのは、声にならなかった。

　が、無限回廊エターナル・アイドルは構わずに、得意げに──在あり亜あにとっては、少し意外なことを言う。

「お前は死ななくてもいいんだ」

「……え」

「意味がわからないか？」

　のろのろと振り返る。

　自分を見み詰つめる端たん正せいな少年の顔がそこにあった。かつて津つ久く見み奏かなでと名乗っていた、けれど今では中身が変わってしまっている顔が。

「まあわからないだろうな。今のお前にわかりはしない。しかし俺おれは間違ったことを言っている訳わけではないぞ？　お前は確たしかに無価値で、誰だれからも必要とされていない。お前が死んでも、世界は何も変わらない。そういう意味ではかつての俺と同じだ。俺の弟……あの失敗作と同じだ。だがな……かつての俺も、今のあいつも、死んだりはしなかった」

「どういう、こと」

「誰からも必要とされていなくても、生きていけるということだ。生きていてもいいということだ。少なくとも俺は……お前が生きていてもいいと思っている」

　無限回廊エターナル・アイドルは、笑った。

　在亜の背筋に、悪お寒かんが走る。目の前のこの存在が、どんな目的で、どんな意味でそんなことを言ったのかがわからなかった。本能的にただ、この笑え顔がおが恐ろしい。

「さあ、付いてこい。行くぞ。お前の生きる理由を、俺が与えてやる」

　在亜を見詰め、無限回廊エターナル・アイドルが踵きびすを返す。ドアに手を掛け、監かん視しカメラのモニターと椅い子すしかないこの狭い部へ屋やから出て行く。震ふるえの止まらない指先もそのままに、在亜はそれでもゆっくりと、まるで操あやつられたように立ち上がる。

　何な故ぜなら。

　──誰からも必要とされていなくても、生きていける。生きていてもいい。

　それは、もっと別の誰かに言われていれば、救われたかもしれない科白せりふだったから。

　だから少なくともその言葉に縋すがらなければ、壊こわれてしまいそうだったから。

　もう一度、モニターの中にいる芹せり菜なと良りよう司じを一いち瞥べつする。

　たぶん彼女たちにはもう二度と会うことはないだろう。

　確かく信しんに近い予感を抱きながら、在亜は部屋を後にする。




　けれど、連れて行かれた先はやはりどうしようもない場所だった。

「ふん。屋上に柿かき原はる里り緒おはいない、か。都合はいいな」

　校門の前で校舎を遠目に見ながらひとりごちる無限回廊エターナル・アイドルとは裏うら腹はらに、在亜の足は竦すくむ。

　監視部屋を出て、制服に着替えさせられた時に厭いやな予感はしたけれど、その予感は正しかったらしい。空間を歪ゆがめて移動した先は──挟はさ間ま学園だった。

　どうして学校なのだろう、と思う。

　意味がわからなかった。今いま更さらこんなところに来てどうしようというのだ。

　無む意い識しきに身を縮ちぢこまらせた。当たり前だ。元々好きでもなかった場所なのに。

「ふん、恐こわいのか？」無限回廊エターナル・アイドルは振り向く。

　在あり亜あの手首を握り、それでも力ちから尽ずくで引っ張ろうとはせずに、笑った。

「だっ……て」

　行きたくない。何が待っているのかもわからないのに、どうして行かなければならないのだろう。たぶん教室ではクラスメイトたちが自分のことなど忘れて日常を送っている。芹せり菜なや良りよう司じのことを心配しながら、その傍そばにいたはずの在亜を思い出しもせずに。

「来たくないのなら来なくてもいい。が、本当にそれでいいのか？」

　無限回廊エターナル・アイドルは冷たく言い放った。

「これを乗り越えなければ、お前はどこにも行けはしない。この場に留とどまったままでは生きていけるはずがない。そうやって生きられるのは植物だけだ。しかしな……植物は、ただ踏み付けられる。踏み付けられても死なない強さを持っているから留まったまま生きられる。お前にその覚悟があるのか？　それとも、やはり死ぬか？」

　そんなことを言われてもどうすればいいのだろう。

「……覚悟を決めろ、鴛おし野の在亜」

　けれど──にやにやと、こちらを揶や揄ゆするような顔で、それでも威圧感を以もつて叩たたき付けられる言葉に、在亜はいつの間にか思考を奪うばわれる。

「これがお前の出すべき、最初で最後の勇気だ」

　最初で、最後。

　それはまるで天てん啓けいのような厳げん粛しゆくさと、命令のような絶対さを孕はらんでいた。

　頷うなずくことはしなかった。

　唇を咬かみ、自分に言い聞かせるように、とうとう一歩を踏み出した。

「そうだ……それでいい」

　校門から敷しき地ち内ないに入り、校舎を目指す。校庭を迂う回かいして、なるべく人目につかないようなルートで、やがて昇降口へと辿たどり着つく。何も考えないように、何も感じないようにしていた。ただ先に歩く無限回廊エターナル・アイドルの背中だけを見て、両足を交互に動かすだけでいい、と。

　一年半続けた習しゆう慣かんが、在亜を助けてくれた。これは登校と同じだと考えた。毎日毎日、惰だ性せいみたいに繰くり返していたこと。余よ計けいな思考をストップさせれば身体からだが勝手に動いてくれた。

「さて……行くか。丁ちよう度ど授業中だ、人目に触れることは少ない」

　靴も脱がずにそのまま上がり込み、無限回廊エターナル・アイドルは廊下へと進む。

　てっきり階段を上り、二年三組の教室へ行くとばかり思っていた在亜は、そこで「え」と疑問の声をあげた。無限回廊エターナル・アイドルが階段を横目に、素通りしたのだ。

「……どこに？」

「何だ、わかっていなかったのか？」

　声はやや大きめだった。廊下に小さく谺こだます残ざん響きように周囲を窺うかがったが、無限回廊エターナル・アイドルは構わない。

「お前のいたクラスでは、お前はもう誰だれにも必要とされていない存在だろう？」

「そう……です、けど」

「だけどお前はまだ必要とされている。正せい確かくに言うなら、お前でないお前が、お前を他よ所そに別の場所で必要とされている。……くく、やはりお前は俺おれに似ているよ」

「似ている、って……？」言葉の意味もわからなかったが、それ以上にさっきから無限回廊エターナル・アイドルは、自分を在あり亜あとしきりに比較している。それが釈しやく然ぜんとしない。

「お前の記き憶おくにもあるだろう？　一時は意い識しきを共有していたのだから」

　不意に見せた表情は寂しげで、同時に、その寂しさすら嘲あざ笑わらうように歪ゆがんでいた。

「俺は、失敗作──お前の知っている城き島じま晶あきらに、すべてを奪うばわれた」

「それ、は……」

「本来、城島晶というのはあいつのことではない。俺のことだ。だとすると、ここには俺が通うはずだった、そうだろう？　なのにあいつは『城島晶』として俺の代わりに学校へ通い、友人を作って日常を謳おう歌かしている。俺でない俺が、俺を他所に、俺として必要とされているんだ。……どうだ？　それはお前と俺が似ているということではないのか？」

　その事実は在亜の中に知識としてあった。

　目の前の『無限回廊エターナル・アイドル』という存在は、城島晶として生まれることのできなかった子供が『虚軸キヤスト』として再生したものだ。つまり、生うまれ損そこねたばかりにすべてを奪われた存在。

　でも、そんな存在と自分が『似ている』？

「来い」無限回廊エターナル・アイドルは再び歩みを再開した。

　付いていく。一階、一年生の教室が並ぶ。

　懐なつかしい、と微かすかに思った。自分も一年前はここに通って──そこで違和感が生じた。

　──おかしい。

　だって去年、在亜が所属していたクラスは一年二組だったはずだ。なのに今向かっているのは二組と反対側。そこには五組から十組までが並んでいる。懐かしさを感じるはずがない。友人も満足にいなかった在亜は、自分の教室から他ほかへ遊びに行くことさえなかったのだから。

　それなのに、どうして懐かしいなどと思うのか。

　原因はすぐに判明した。

「一年……九組」

「そうだ」在亜が小さく呟つぶやいたと同時、無限回廊エターナル・アイドルが足を止めた。

「心配するな。音声は切ってあるし姿も向こうからは見えない。……まあ、本家の『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』と違ってそんなに長くは続かんがな」

　チャイムが鳴った。一気に教室から喧けん噪そうが聞こえ始める。

　日直の号令が混じり、ドアが開く。出てきた人ひと影かげに在あり亜あは身を竦すくませるが、老ろう齢れいの女教師はこちらを一いち瞥べつすらせずに立ち去っていった。反対側から出てきた数人の生徒たちも同様に。

　無限回廊エターナル・アイドルが開いたドアの前に立ち、在亜を促うながした。

「ほら、見てみろ。……お前だ」

　恐る恐る視し線せんを向け、指差す先を見る。

　教室の一画、集まった数人の女子生徒たち。

「ねーねー、次の数学、課か題だいやってきたー？」教室中がざわめいて煩うるさいはずなのに、そのグループのひとりの声が在亜の耳へと流れ込んでくる。

　発したのはウェーブのかかったショートヘアの、子供っぽい顔付きをした少女。

　──懐なつかしさが、増した。

「君きみ子こ、やってないの？」それに応こたえたのは、長身で無ぶ愛あい想そうな少女。

　──ああ、

「やってるけどさー。わかんないとこあるのー」

「きみちゃん、今日きようは当たりそうですしね」

　妙に丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいをする、髪にリボンを着けた小こ柄がらな少女に、

　──なんで、

「そうなのー。しかも微妙にそこで当たりそうー」心しん臓ぞうが大きく脈打った。

「どこですか？」

　──なんで、私に、

「えっとねー。百六十九ページの、ｂの３」

「あ、そこ、私もわかんなかった。硝しよう子こは？」

「ええ、一応は解きましたけど」

　──なんで、私に、こんな──、

「ちょっとちょっと、君子！」

　呼吸が、止まった。

「なんでこの私には尋きかないのよ！」

　グループの、最後のひとり。

　ふたつに括くくった髪に、快活そうな顔。

　特に美人という訳わけでもないけれどどこか愛あい嬌きようのある、ごくごく普通の少女。

　在亜とは全然違う顔をしているのに、まるで鏡かがみを見た時のような感覚を覚える。

「えー、だってー」君子が、言った。

「ひめひめ、どうせやってきてないんでしょー？」




　姫ひめが。

　鴛野在亜の中に存在の一部を残したまま日常に戻った姫島姫が、笑った。




「その通り！」

「威い張ばることではありません、ひめひめ」硝しよう子こが微かすかに笑う。

「そうだよー。だからひめひめに尋きかなかったのにー」君きみ子こが頬ほおを膨ふくらませる。

「でも、姫も斜めに行ったら当たるんじゃない？」八や重えが呆あきれた顔で言う。

「え、マジで!?」姫が在あり亜あとはまったく違う表情で慌てる。

　在亜は、思った。

　──なんで、

　──なんで私に、こんなものを見せるの？　と。

　こんな、懐なつかしいものを。

　最初から持ってもいなかったのに、懐かしさを覚えるものを。

　本来なら手に入りさえしなかったはずなのに、偶ぐう然ぜんで手に入れたばかりに抱え込んでいる、

　自分ではない、自分の過去を──。

　ショックのあまり、音が遠くなる。

「……、……？　………………」グループの中の誰だれかが何か言った。

「…………！　…………。……」グループの中の誰かが何か言った。

「また私への虐ぎやく待たいが始まった！」姫が楽しそうに大きく声をあげた。

「………………、………………」グループの中の誰かが何か言った。

「ああ、恩に着ます硝子さまっ」姫が大おお袈げ裟さに笑え顔がおでお辞じ儀ぎをした。

「……、……？　………。……」グループの中の誰かが何か言った。

「いや、昨日きのう、ついうとうとと」姫が口を尖とがらせて言いい訳わけを始めた。

　他ほかの人の声は聞こえないのに、姫の声だけが聞こえる。

　姫が笑っている。

　怒っている。

　感情を素直に表に出している。

　在亜ではない、誰かが。

　在亜の中にいる姫ひめ島しま姫ではない、誰かが──。

「理解したか？　姫島姫」

　無限回廊エターナル・アイドルが耳みみ許もとで、残ざん酷こくに囁ささやいた。

「本来あの場所にいるのはお前だった。俺おれの『有限円環アカイイト』によって鴛おし野の在亜と心中し、存在を同化させたお前自身であるはずだった」

　──そうなのだろうか。

「そうだ。そうに決まっている。仮にそうでないとしても、お前とあの姫ひめ島しま姫ひめはどこが違うというのだ？　同じではないか。むしろこちらの方がオリジナルと言える」

　──そうなのだろうか。

「なのにお前は今どうしている？　生きる理由も失い、誰だれからも必要とされていない。姫島姫があんなにも友人たちに必要とされているのに、だ」

　──でも、私はやっぱり姫島姫じゃない。鴛おし野の在あり亜あだ。

「まだわからんのか？　鴛野在亜は既すでに否定されている」

　──え？

「森もり町まち芹せり菜なと敷しき戸ど良りよう司じによって。何より、お前自身によって。……そんなことは最初からわかっていただろう？　だからお前は姫島姫の誘いに乗って心しん中じゆうし、森町芹菜を誘って心中しようとした。お前は鴛野在亜でいるのが厭いやだったからこそ、鴛野在亜から脱却しようとした」

　──そうなのだろうか。そうなのだろう。

「だが、お前はまだ終わっていない」

　──終わって、いない？

「何な故ぜならお前は……鴛野在亜であると同時に姫島姫でもあるんだ」

　──そうなのかもしれない。

「理解したか？　……『有限円環アカイイト』！」

　絶叫にも近い強い声。

　在亜は弾はじかれるようにして、我われに返る。

「あ、……え？」周囲の景色けしきは一変していた。

　そこは既に見知らぬ場所。

　目覚めた時に在亜が閉じ込められていたどこかの倉庫。

「お前は俺と同じだ」

　詐さ欺ぎ師しのように、独裁者のように、預言者のように、神のように。

　無限回廊エターナル・アイドルは両手を広げ、在亜の正面に立つ。

「居場所を失なくし、更さらには居場所を盗まれた、世界から必要とされない余った歯車だ。失敗作でも代用品でもないのに、失敗作の代用品のせいで捨てられ、そのままではただ廃はい棄きされるだけの……哀れでみっともない機き械かいの部品だ！」

　思考は停止し、論ろん理りは既に意味を失っていた。言われていることのおかしさや是ぜ非ひを問える余裕は既にどこにもなかった。そんな理性は──既に掻かき消きえていた。

「だが、オリジナルは地位を奪だつ還かんすべきではないのか？　正しい機械が正しく歯車を回すべきではないのか？　廃棄を言い渡されたとしても、黙だまって従う謂いわれはないのではないか？」

「でも、私は、必要とされて……ない」

　そして理性が消えた後に残ったのは、純粋な、

「それがどうした!?」

　純粋な、

「世界がそれを否定するというのなら……世界を否定してやれ！」

　純粋な──願望。

「お前の望む世界を作ればいい！　お前の好きなように振ふる舞まうがいい！　たとえその世界が滅びたとしても、残ざん滓しをこの世界に植え付けてやるがいい！　お前がそれを望むなら、お前と同じこの俺おれが……俺の持つこの世界を……『純白虚偽スノウブラインド』を与えてやる！」

　いいなぁ、と思った。

　もしも。

　もしも自分が、誰だれかに必要とされていたなら。

　もしも自分が、自分の居場所を見付けられたら。

　たとえ誰に見てもらえなくても、誰かを振り向かせられるような。

　在あり亜あの居場所を奪うばった姫ひめのように。

　良りよう司じを自分から奪った芹せり菜なのように。

　無む理り矢や理りにでも誰かを振り向かせられたら、どんなに──。

「ふ……ふ」いつの間にか、在亜は笑っていた。

　周囲は光に包まれたようで、視界にはどこか別の風景が映る。

　自分の中に何か別のものが入ってくるような感覚がする。

　楽しい。とても楽しい。楽しみだ。さあこれからどうしよう。

　何かで満たされていく。

　同時に、自分の弱さが消えていくという実感。

　内気で、弱くて、上う手まく生きられない自分の弱さ。

　弱い自分。自分は弱い。弱さ、そのものだ。

　それを否定するのはたぶん、自分自身を否定してしまうことと同じ。

　でも、構わない。

　知ったことか。

　ここではないどこかへ行けるのであれば、

「私なんて……いらない」

　はっきりと、自分自身の意志を持って、呟つぶやく。




　鴛おし野の在亜はその瞬しゆん間かん、決定的に──間違った。




　　　　‡




　それから、数分後。

　倉庫からひとりで出てきた無限回廊エターナル・アイドルの視界に、見み慣なれた顔が映った。

「……父とうさんか」

　ぼさぼさの髪に、よれたスーツ。丸まる眼鏡めがねの奥の右目には斜めに走った傷。

　火を点つけないまま煙草タバコをくわえ、城き島じま樹いつきが興きよう味みなどなさそうに尋きく。

「お前さ、あれを差し向けるの？　まあどうだっていいけど、なんで？」

「さあ、どうしてだろうな」

　無限回廊エターナル・アイドルは笑った。恐らく父は、本当に興味などないのだろう。わざわざ虚軸キヤストを作り、失敗作に対して仕掛ける意味がわからないのだ。

　──そう。わからないに決まっている。

　ただ、その無理解を口くち惜おしいとも思わない。父に対する理り不ふ尽じんも感じない。

　何な故ぜならこれは、無限回廊エターナル・アイドル自身の個人的な感情に拠よるものだからだ。

「俺おれはあの失敗作が許せない。俺からすべてを奪うばったあいつを苦しませてやらなければ俺の気が晴れない。だから苦しませてやりたい。あとは……そうだな。感傷か」

「自分と似た境きよう遇ぐうの存在に同情するのはただの自己満足だぞ。わかってる？」

「ああ」頷うなずきながら、確たしかにその通りだと自じ嘲ちようしながら。

　無限回廊エターナル・アイドルは、言った。

「俺の感情は関係ないさ。放っておくのは気分が悪い、それだけだ」

　それは、純粋な──無限回廊エターナル・アイドルなりの、善意だった。

　彼は口にしながら、鴛おし野の在あり亜あの眠る倉庫を、振り返って一いち瞥べつする。
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　学校が何ごともなく終わった、夜。

　速はや見み殊こと子こは自分の部へ屋やで、椅い子すに座り携けい帯たい電話を手にしていた。

「……へえ、そりゃよかった」

『ああ。ようやくだ。これでどうにか取っ掛かりができた』

　電話の相手は城き島じま晶あきらだった。時刻は午後十一時。もう夜もそろそろ遅い。

「で、結局どうするの？」

　君きみ子こは何してるかな、と話をしながら微かすかに思う。

　たぶん隣となりの部屋で本でも読んでいるだろう。先週の土ど曜よう日びに何冊か本を買って帰っていた。まあ、ひょっとしたらもうおねむかもしれないけれど。

『ああ』晶あきらの声が少しだけ重い。

『……やろうと思う』

「ふうん」だから殊こと子こはいつものように軽く、明日あしたの天気を聞いた時みたいに応こたえた。

「いいんじゃない？　昼間も話したけど、どっちみち無傷でどうこうなる相手じゃないしね。どっかで賭かけに出なきゃなんないのは間違いない。それが今、ってだけだ」

『そうだな』それでも晶の声こわ音ねはあまり変化しなかった。

　もっとも、別に明るくなるのを期待していた訳わけでもない。それに──電話の相手は、自分程度に誤ご魔ま化かされるほど単純な精神構造をしていないのだ。

　そこが面おも白しろくて、同時に厄やつ介かいなのだけど。

　準備が整ととのった、と。電話を掛けてきて開口一番、晶は口にした。

　無限回廊エターナル・アイドルが使っていたコミュニティサイト。そこに張った網あみに、他ほかならない無限回廊エターナル・アイドル自身がかかったのだ。『人捜しをしています。見掛けたら教えてください』と、顔写真付きの相そう談だんを書き込んだ晶に協力した、名も知らないどこかの善意の第三者の手によって。

　それにより無限回廊エターナル・アイドルの居場所は突き止めた。あとは誘い出すだけだ。

「具体的にはどーすんの？」

『お前の言ってた案、採用させてもらう』

「……そっか」

　そうして晶は、計画を殊子に語り始めた。

　盗とう聴ちようの危険はないかな、と懸け念ねんしつつも、殊子はその声を傾けい聴ちようする。

　内容は単純明快だった。

　まずは、敷しき戸ど良りよう司じにクラスメイトの女子を装よそおったメールを送る。

　森もり町まち芹せり菜なを見捨てる用意がこちらにあることと、無限回廊エターナル・アイドルの居場所を突き止めたことを仄ほのめかした、遠回しで意味ありげな、どうとでもとれるメールを。

　それによって無限回廊エターナル・アイドルを誘い出し、あわよくば倒す。少なくとも空間閉へい鎖さの虚軸キヤストを潰つぶせればそれでよしとする。敷戸良司が引っ掛かかるのもいい。そうすれば森町芹菜を奪だつ還かんできる。

　単純ながら、幾つもの効果を狙ねらっている。しかも狡こう猾かつで、同時に厭いやらしい。

　実に──殊子の知っている、殊子の好きな、城き島じま晶らしいものだ。

　ただ、ひとつだけいつもと違うことがあった。晶が語り終えた後、殊子は口を開く。

「なるほどね。……確たしかに、リスクがある」

　それは、策ではなかった。

　決して綿密ではなく、論ろん理り性せいも薄うすい。

　失敗する可能性を大きな不確定要素として持つ、ただの計画。

『リスクは回かい避ひしたいけど、無理だろうな。……どこかで必ず穴が開く』

　それ故ゆえに晶あきらの声は、少しの苛いら立だたしさを孕はらんでいる。

「でもまあ、それでいいかもしれない」

　できるだけ明るく、殊こと子こは言った。

「どっちみちさ、相手が想定外の手を打てばどんな策だろうと破は綻たんすることに違いない訳わけだし。そういう意味じゃ晶クン、ずっと負まけ戦いくさだろ？　……上う手まくいった試しがない」

『はっきり言ってくれるな』晶が苦笑する。

『まあ確たしかにその通りだ。鴛おし野のの時も、硝しよう子こが攫さらわれた時も、りなちゃんの時も。……前回に至っちゃ、勝手に暴ぼう走そうした挙げ句にお前に助けられてるんだから世話はないさ』

　かと言って、晶を責めるつもりはない。

　実際、仮に自分が晶の立場であれば、この程度の被害では収まっていないだろう。負け戦続きなのは晶の能力が足りないからではなく、向こうの能力が晶を上回っていたから、そう殊子は考えている。もちろん晶が日常を捨てきれなかった故の中途半端が招いた結果というのもあるだろう。でも、置かれた状況下での考え得る最善を行うという意味では、晶はよくやっていた。何せこっちのことを知り尽くした上で性格の悪い詰つめ将しよう棋ぎをしてくる相手に対し──勝てないにせよ最低限のラインで惨ざん敗ぱいを免まぬかれているのだから。

「だから、そういう意味で大丈夫だよ、きっと」

　気休めだと向こうもわかっているだろうけれど、敢あえて言った。

「今までは予想外のところにリスクがあって、そこから不意打ちでしっぺ返しが飛んできてた訳だろ？　だったら今回は突かれるリスクがわかってる分、対処がしやすいよ。あとはただ一点、乗り切れるかどうか、だろ？」

　楽らつ観かん的てきな考えかもしれない。が、悲観的になったところで解決策などないのだ。

『そう……だな』今度は上手く乗ってくれたらしい。晶が僅わずかに笑えんだ気け配はいがした。

『じゃあ、そのリスクの話だ。……どうする？』

　この計画における最大の穴。

　それは、学校が完全に手て薄うすになるということだ。

　晶と硝子がオフェンスに出る、その間のディフェンスをどうするか。敵は無限回廊エターナル・アイドルと城き島じま樹いつきに鏡かがみ、それから敷しき戸ど良りよう司じ──更さらにひょっとしたら、加えて別の伏ふく兵へい。相手が晶の出方に応じてどのカードを切ってくるかはわからないが、切ってくることだけは確かく実じつだろう。

　殊子はだから、一息深く呼吸をすると、できるだけ強く、晶に告げる。

「私に任せてくれる？」

『お前に、か』

「うん。正直なところ、私が適任だろ？　みっちゃんは頼りないし、佐さ伯えき先生には向いてない。里り緒おちんは心強いけど、生徒たちの識しき別べつができない。もちろん晶クンがどうしても私を連れて行きたいっていうなら話は別だけどにゃー」

『……それ、消去法じゃないか』苦笑が聞こえた。

「はは、そうかもね。でも私が指し揮きを執るのが一番いい」

『大丈夫か？』

「私に虚軸キヤストの力が殆ほとんどないってことを言ってるんだったら余よ計けいな心配だよ」

『侮あなどるなよ。そんなこと気にしちゃいないさ』

　晶あきらの言葉は心地ここちよかった。

『お前が下へ手たを打たないかどうかを心配してるってだけだ』

「……褒ほめてんだか貶けなしてんだかわかんないよ、それ」

『褒めてるんだよ』

　お互いに笑い合う。晶とのこういう空気を、好きだな、と思った。

　僅わずかな牽けん制せいに緊きん張ちようを交えた、信頼しつつも信用していないような、そんな遣やり取とり。

『わかったよ。お前に任せる。……頼むぞ』

「うん、任されたよ」

　ただ、それにいつまでも浸っているほど、殊こと子こも晶も悪あく趣しゆ味みではない。

「さて……じゃあ詳しくは連絡を回すってことでいいかな？」

『ああ。里り緒おと佐さ伯えき先生には僕が。舞まい鶴づるにはお前が頼む』

「あれ、みっちゃんには晶クンからの方がいいんじゃない？　せっかくデートした仲なのに」

『……お前、懲こりてないのか？　今度は三倍増しでとっちめるぞ』

「いや、それは勘かん弁べん。ごめん。マジで」

　土ど曜よう日びの恐怖が蘇よみがえり、殊子は即座に謝しや罪ざいする。

　先週末のふたりの復ふく讐しゆうはさすがにヤバかった。誰だれにも言えないが、正直夢に見た。むしろ現在進行形で見続けている。今夜も見るような気がする。考えただけでおぞましい。

　夏休みに海洋軟体生物が嫌いだという弱みがバレたのがいけない。……まさかペットショップに連れて行かれるとは思いも寄らなかったというか。

「……うん。しばらくは大人おとなしくしてるよ」

『そうしろ。……じゃあ、決行は明日あした、午後からだ』

「はいな」

　電話が切れた。携けい帯たいを耳から離はなし、殊子は軽く息を吐く。

　計画を頭の中で確かく認にんしながら、ふと思った。

　──きみちゃんたち、どうしたもんかな。

　晶は任せる、と言い、彼女たちについては何も確認しなかった。ということは、本当にその辺も含めて殊子に決めさせるつもりらしい。

　責任重大という奴やつだ。

　明日は一日、家から出さずにおくか。それとも学校で守るか。

　言いくるめて、三人ともどこか一箇所に集めておくことは可能だ。だけどそれにも護ご衛えいが必要になる。こっちの手て駒ごまが少ない分それは不利を呼ぶともしれない。

　だったら、学校に置いておいた方がいいだろうと思った。

　蜜みつは何をどうしたって君きみ子この傍そばにいるだろうし、教室という閉へい鎖さされた場所でなら蜜の攻こう撃げき力は最大限に発揮できる。純粋な暴ぼう力りよくとして考えれば里り緒およりも強い。

　……精神的に動揺したり策に嵌はめられたりなどしなければの話ではあるけれど。

　そこが不安だった。ただ、こちらの不安要素なんて幾らでもあるか、と殊こと子こは思い直す。

　自分たちにできることが限られている以上、最後の一いつ線せんでは出たとこ勝負にならざるを得ない。問題は、こっちの弱点を熟じゆく知ちしている向こうにどう対処するか。そして、それこそが殊子の双そう肩けんにかかっている。つまりは蜜を自分がフォローすればいい。

「……乗りこなせるかなあ」思わずひとりごちて、眉まゆをひそめた。

　自信はあまりない。確たしかに蜜をからかいあしらうことにかけては自分の右に出る者はいないけれど、指図して言うことを聞かせるというのとは大違いだ。

「ま、これも含めて出たとこ勝負、か」

　元々、チームワークなんてないに等しい、欠落人間たちの寄せ集めなのだ。協力して何かを成し遂げるなんて、そんな高こう尚しようなこと目標にしてはいられない。

　操あやつり、騙だまし、煽あおり立て、怒らせ、利用する。

　統一した指向性を持たせるためには、そうするしかないだろう。

「……晶あきらクンの代わり、ね」

　それでも、任されたことは少しだけ嬉うれしい。

　殊子は立ち上がり、部へ屋やを出てキッチンの冷れい蔵ぞう庫こからオレンジジュースを持ち出すと、携けい帯たい電話を操そう作さして、愛いとしの義妹いもうとの電話番号を鼻歌混じりにプッシュした。




　呼び出し音を聞きながら、ふと思い出す。

　そういえば──自分の最後の力、その使い道を晶へ教えるのを忘れていた。

「ま、あとで電話掛け直せばいっか」

　晶を安心させてあげるだけなのだから、どうせたいした用件ではない。

　ともすれば後日でも構いはしないだろうし。
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「大丈夫でした？」

「……たぶん」

　電話を切ったマスターにそう尋きくと、マスターはとても微妙な表情でそう応こたえました。

「いや、たぶんって……」

「正直、どうにも不安だ。あいつ絶対楽しんでやがる」

　そうして居間のソファに身を沈めたまま、テーブルの上にあったコップを手に取り中の牛乳をひと口飲むと、大きな溜ため息いきを吐つきます。

「楽しんでる、ですか」

「まあ、本気で不安に思ってる訳わけじゃないけどな」

　苦笑を混じらせながら、コップを再びテーブルへ置き、

「……でもあいつ、何というか、素すで人を不安にさせるよな。わざとやってんのか？」

「半分わざとで半分素でしょう」私もまた、ソファに座りました。

　電話の向こうで殊こと子こさんがどんな表情でいたかは容易に想像できます。

「たとえるなら、擬ぎ態たいをし過ぎて元の色を忘れたカメレオンといったところでしょうか。たぶん最初はわざとだったんでしょうけど、時を追うごとに境きよう界かい線せんが曖あい昧まいになっているのでは」

「その可能性はあるな。ま、初めて会った時からああだったから、元が何色だったのか僕らには確たしかめようがないけど」と、肩を竦すくめるマスター。

　殊子さんとの初接触は、今から一年近く前のことでした。

　舞まい鶴づる蜜みつと知り合い、敵として一触即発になりかけた時──彼女が現れたのです。

　すわ新たな敵かと私とマスターが身構えるのを他よ所そに、彼女は終始あんな調ちよう子しで、私たちも舞鶴も手玉にとっていろいろなことをうやむやにはぐらかしてしまいました。そのままずるずると今に至りますが、……って、よくよく考えるとあの人の素す性じようは割と謎なぞです。

「以前はどんな人だったんでしょうね」

「さあ。この前見た写真はなんか舞鶴みたいだったかもな」

「刺とげ々とげしかったですね。……反抗期だったんでしょうか？　殊子さんがあのままだったら、今いま頃ごろは蜜との凄せい絶ぜつな姉妹しまい喧げん嘩かでどっちかが死んでいたかもしれません」

　可能性はある、とマスターは苦笑し、

「まあ、あのアホの話をしてても仕方ない」殊子さんに興きよう味みを失なくしました。

「そうですね。……明日あしたの計画のことの方が重要です」

　私は、先ほどマスターから聞かされた内容を、もう一度記き憶おく領域で確かめました。

　今日きよう、コミュニティサイトによって突き止めることができた、無限回廊エターナル・アイドルの居場所。

　そして、敷しき戸ど先せん輩ぱいを誘おびき寄よせる罠わな。

「やはり不ふ確かく定てい要素が多過ぎますね」

「ああ。でももうやると決めた」

「もちろんです。私も反対している訳ではありません。芹せり菜な先輩の奪だつ還かんは一刻を争います」

　彼女が連れ去られてからもう半月近く。

　どんな扱いを受けているかはわかりませんが、これ以上時間を置く訳にはいきません。

「ただ、相手が上う手まく乗ってきてくれるかどうか……です」

「そこが第一関門だな。次は、父とうさんと母かあさんがどう出るか」

「樹いつきと鏡かがみのことを楽らつ観かん的てきに捉とらえれば、手を出してこない可能性もあります」

　先週の水すい曜よう日び。鏡は去さり際ぎわに『次は十日後』と言いました。

　それは推測するなら、殊こと子こさんと津つ久く見み奏かなでの虚軸キヤストを吸収した鏡が再び力を使えるようになるまでの時間です。彼女が嘘うそを吐ついていないのであれば今はまだその時期ではありません。

「あれに関しては信じていいのではないかと思います」

「かもな。恐らく父さんは……そんな手は使わない。というよりも、使う理由がない」

　城き島じま樹というのはそういう人間です。駆け引きをまるで無視し、自らの行動に関しては嘘を言わない。隠しておく必要があるのなら、ただ黙だまっているでしょう。

　もっともそれは、私とマスターを──いえ、他者という存在すべてを、駆け引きなどするに値しない相手だと考えているに等しいのですが。

「父さんたちを無視するとして、ネックはやっぱり良りよう司じだな。あいつがどう行動するか」

「無限回廊エターナル・アイドルと同じ場所にいるとは考えにくいですね」

「ああ、それはもちろんだ。でも、良司と無限回廊エターナル・アイドルが連絡の取れる状態にいるという前提は必要だ。そうじゃなきゃこの作戦は失敗する」

「芹せり菜な先せん輩ぱいさえ取り戻せればいいのですから失敗ではありません、マスター」

　憂うれいを帯びた表情になった彼に、私は少し微笑ほほえみました。

「無限回廊エターナル・アイドルか良司先輩のどちらかと私たちが直接会えさえすればこちらの勝ちです」

　楽観的に過ぎる意見かもしれません。

　でも、ただでさえマスターは物事を悲観的に見る癖くせがあります。ですから私はこの程度には希望的観測を口にした方がいい。最近そう考えるようになりました。

「一気に片付けようとするとリスクが大きくなりますし、一歩ずつ進みましょう」

「そうだな」

　マスターは息を長く吐き、心拍数を落ち着けてくれたようでした。

「あとは、りなちゃんが無事だって言ってた母さんの言葉を信じよう。……敵の言葉に縋すがるしかないってのも皮肉なもんだけどな」

「マスター」そんなことを言う彼に対し、私はふと心配を覚えました。

「大丈夫ですか？」

「何がだ？」

「……鏡のことです」

　あれからずっと、彼女のことについて私たちはしっかりと話をしていませんでした。

　樹によって機き械かいへと変えられてしまった、鏡。

　あの人はだけど、それでも、マスターの母親です。たとえマスターが彼女から拒絶されていても、あの頃ころと決定的に違ってしまっても、やはりそのことに変わりはありません。

　それに、私にとっても。

　鏡かがみは──この世界での母親に等しいものでした。

「辛つらいのなら……辛いと言ってください。せめて私には」

「そう……だな」

　私のその言葉を聞き、マスターは微かすかに笑えみ。

　それから表情を消し、ゆっくりと口を開きました。

「辛くないと言えば嘘うそになる。あの時、僕の存在そのものを否定されたことも含めて。考えてみれば当たり前だな。ずっと助けようと思ってた母かあさんがあんなふうになったんだから」

　声は淡たん々たんとしています。まるで、独白のように。

「正直、元に戻る方法があるんなら探してみたいと思ってる。……この状況でそんなことを言うのはただの我わが儘ままだってのは承知してるけどな」

　感情を込めない、もしくは込めることのできない、そんな顔でした。

「それに……どっちみち、仮に元に戻ったところで昔と同じにはなれない」

　でも、私には理解できます。

　理性や理屈では解かい析せきできない、感情というものの存在。

　どんなに頭ではわかっていても『いやだ』と思う気持ち。

　たとえば──かつて、ひめひめの存在の一部を残した鴛おし野の在あり亜あを私が消せなかったように。

「そうかもしれません」

　だから私は、マスターの目を見み詰つめ、ゆっくりと、

「でも、いやなことをいやだというのは大事なことです。そうしないと……いやなことがどこにも行けなくなります。詰まってしまいます」

　マスターも、私の目をじっと見ていました。

　無言の時間が、十数秒。

　やがて──彼は立ち上がり、私の背後に回り込み。

　ぽん、と。

「お前に説教されるなんて思わなかったな」

　私の頭に手を置きながら、呟つぶやきました。

　声からは、感情が読み取れません。後ろにいるので顔を見ることもできません。

　卑ひ怯きようです。

　でも、マスターの掌てのひらからは、ちゃんと体温が伝わってきていて。

「……私はちゃんと、ずっとマスターの傍そばにいますからね」

「ああ。大丈夫だよ」

　本当にずっと一いつ緒しよにいられるのかどうかはわからないけれど。

　それでも私は、今はこれでいいと、そう思いました。

「さて……そろそろ寝るか」

「はい」手が離はなれたので、立ち上がります。居間の電気を消し、ふたりで階段を上ります。

　明日あしたは計画実行の日、正しよう念ねん場ばです。

　しっかり寝て、きっちりと備えておかなければ。

「ところで今日きよう、月げつ曜よう日びですけど……一いつ緒しよに寝ますか？」

「……いや、いい」

「照れているのですか？」

「照れてないっ！」

　会話は淀よどみなく、マスターはもう、笑っていました。
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　もう日も変わろうかという頃ころになって、城き島じま鏡かがみがようやくやって来た。

　最近はいつもこの時間になっている。いい加減慣なれたとはいえ、やはり来るまでは落ち着かない。そういう意味では向こうの思う壺つぼかもしれないと自じ嘲ちようしながら、敷しき戸ど良りよう司じは部へ屋やに入ってきた彼女を、敵意を込めた視し線せんで鋭するどく一いち瞥べつした。

「今晩は、敷戸くん。今日は芹せり菜なちゃんの調ちよう子しはどうだった？」

「……いつもと変わらねえよ」

　食材の入ったビニール袋を提げた鏡の姿はまるで所しよ帯たい染じみた主婦のようだった。そんな姿を見せられると、やはり良司には彼女を同年代の少女として扱っていいのか、それとも晶あきらの母親として扱っていいのか判断できない。転校生の津つ久く見み逆さか絵えとして接すればいいのかもしれないが、ここ数日は奏かなでが姿を見せないのでそう割り切ることもできずにいた。

　姿を見せなくなったのは水曜日以降だったから、恐らくは晶にやられたのだろう。その日を境に場所を移動させられもしたから、良司は何となく確かく信しんしていた。今いるのは、水曜日までいた３ＬＤＫのマンションではない。安っぽいワンルームのアパートだ。

　ただ、そんなことはどうでもいい。

　津久見奏の顛てん末まつよりも、今の住まいよりも、良司には大事なことがある。

　キッチンに立ち、料理を始めた鏡の後ろ姿に、尋きいた。

「なあ……いつ、森もり町まちは目を覚ます？」

「あら、眠らせているのはあなたじゃないの」

「ふざけるなよ。こっちは真ま面じ目めな話をしてんだ」

　確たしかに鏡の言うことは正しい。芹菜が一日中眠っているのは、良司の『深淵に罹る熱ドリームシアター』の力によるものだ。だけどそういうことを言っているのではない。

　わかっているのにとぼける鏡かがみに苛いら立だちを覚えた。

「もう半月近くになる。……いい加減こっちだって限界だ」

「そうね。元気になった時に少しリハビリが必要かしら。若いからすぐ筋肉は元に戻ると思うけど……その時は手て伝つだってあげてね？」

「俺おれはそんなこと尋きいてんじゃねえよ！」

　思わず激げつ高こうし、怒ど鳴なった。壁かべが震ふるえる。隣となりの部へ屋やに声が漏れたかもしれないが、そもそも人が住んでいるかどうかすら疑わしいアパートだ。どうだっていい。

「いいか、あれから半月だぞ!?　それなのに森もり町まちはよくなる気け配はいがねえ！　……徐じよ々じよによくなってきてるってお前は言っただろうが！」

「そうねえ」威圧に臆おくすでもなく、調ちよう子しを変えずに、鏡は振り返り、笑う。

「正直なところ、いつよくなるのかは私にもちょっとわからないわ。でも、大丈夫。芹せり菜なちゃんはいずれちゃんと元に戻るわ。……それは間違いない」

「適当なこと言って誤ご魔ま化かしてんじゃ……」

「間違いない、と言ったのよ」

　再び叫びかけた良りよう司じを、鏡の声が制した。

　身体からだごと詰め寄ろうとさえしていた良司の動作が、思わず止まる。

　鏡の気配や表情が変わった訳わけではない。語気が強くなったという訳でもない。

　ただ、何な故ぜか──身体が、固まった。

「私が『間違いない』と言っているのだから、それは事実よ。信じなさい」

　そこには論ろん理りもなければ感情もない。ただ事実を指摘しただけのような、そんな言葉。

　不可解さと同時に背筋に怖おぞ気けが走る。

　それは、圧倒的に理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくにも似た、意味のわからなさによるものだった。

　──何だ？　こいつは。

「あ、そうそう」と。

　動けずにいる良司にまったく気を配ることなく、不意に鏡が思い出したように言った。

「会わせたい人がいるんだったわ」

「な、に？」

「入ってきていいわよ」

　良司の疑問には答えず、玄関に向かってそう呼び掛ける。

　直後、ドアが開いた。呆あつ気けに取られていると、ふたりの人間が部屋へと入ってくる。

　姿を認めた瞬しゆん間かん、なんだ生きてたのか、と、反射的に思った。

　津つ久く見み奏かなでと、鴛おし野の在あり亜あの姿をした無限回廊エターナル・アイドルだった。

「ふん……今までどこに行ってやがった？」

　気が抜けて落ち着きを取り戻せた良司は、再び壁を背に座り込むと、ふたりの姿を睨にらむ。

　どうせまたよからぬことを企たくらんででもいたのだろう。

「ちょっとね。いろいろと忙しかったんだ」

　津つ久く見みは、いつものように大袈裟に肩を竦めて気障ったらしく笑った。

「でも、それももう終わったからね。……悪いね、敷しき戸どくん。不便な想おもいをさせて」

「心にもねえことを口にするなよ」

「はは、そうだった。きみはそういうのが嫌いだったね。……どうにもよくないな、日ひ頃ごろから諧かい謔ぎやくだらけの人間関係にどっぷりひたってると。ね、逆さか絵え？」

「人間関係に原因はない。奏かなで兄にいさんが単に、諧謔を好んでいるというだけ」

　鏡かがみは人格を切り替えたように無む機き質しつな言こと葉ば遣づかいになった。

「厳きびしいね、どうにも」津久見は苦笑する。

「まあいいさ。で、今日きようはちょっと敷戸くんにお願ねがいがあるんだ」

「……何だ？」聞いてやる義理はない。が、それでも良りよう司じは一応問うた。

「近日中に、僕らはもう一回仕掛けることにする。前回は顔合わせだけだったから、今回は手合わせって奴やつさ。……そこでなんだけど、きみの方で何か変わったことがあったら教えて欲しいんだよ。何せ向こうの方が人数が多いからね。用心しておくに越こしたことはない」

「……狭い部へ屋やに閉じ込めておいて何を言ってやがる？　『変わったこと』だと？　ある訳わけねえだろうが。ふざけてんのか」理り不ふ尽じんな物言いに怒りが湧わいた。

「いやいや、あるかもしれないじゃないか」

　しかし良司は直後、津久見の言葉によって──自分の安直さに気付かされる。

「たとえばきみの携けい帯たいとかさ。城き島じま晶あきらからの着信やメールが、入ってないとは言わせない」

「……な」驚きよう愕がくした。

　確たしかに、晶からの着信やメールは少なからずあった。

　だけど良司はそのすべてを拒絶し、中身もろくに見ていない。返信も同どう様ようだ。それと言うのも、先週に津久見から言われたことが気になっていたからだった。

　──きみは、下へ手たを打ったとも気付かないまま、負ける。

　晶は会話さえできれば、芹せり菜なの居場所を自分から聞き出す、と。それは秘ひ密みつ裏りに達成され、仮に自分が口を割ったと思っていなくとも、喋しやべったのと何の違いもない、と。

　そう聞かされたからこそ、良司は晶からの連絡をシャットアウトしてきたのだ。

「見せてもらえるかな？」

　こいつらはつまり、それすらも──利用するつもりなのだ。

　晶が自分に仕掛けようとしている罠わながあるのなら、それを見抜こうとしている。

　単純な良司には思いもよらなかった策だ。そんなうじうじとした腹の探り合いが性しように合わないというのもあるが、そこまでやるのか、と、純粋に気持ち悪さを覚えた。

　呆ぼう然ぜんとする良司に構わず、津久見はこっちへ歩いてくると、床ゆかに置いてあった携帯を勝手に手に取る。待て、と言う間もなく、ふたつ折りのそれが開かれる。

　切っていた電源の入る音。

　そして、すぐにボタンを操そう作さし始めた津つ久く見みが、

「……ん？」怪け訝げんな声を、あげた。

「これ、何だい？」

　言って、良りよう司じに画面を見せた。メールの受信ボックスだった。

　新着メールが一件。今日きようの午後十一時半。

　発信者の名前は『緒お方がた』──クラスメイトの緒方美み弦つるだった。

「おい、それは晶あきらからのじゃ……」

「だからきみは甘いっていうんだよ」

　手を伸ばして携けい帯たいを取り戻そうとした良司を躱かわし、津久見が眉まゆをひそめる。

「見てごらん。変だとは思わないのかい？」

　再びこちらに向けられた画面に、本文はこうあった。




『大丈夫？　身体からだの調ちよう子しどう？

　城き島じまの奴やつが明日あしたの午後から芹せり菜なのお見み舞まい行くってさ。

　治ってるんならあんたも一いつ緒しよに、って言ってた。

　ってかさ、芹菜、転校することになるかも、って・・・。

　まだわからないけど、あんたも早く会っといた方がいいよ。』




「それ……は」

「文面がとてつもなく不自然だね」

　そのくらいは良司にもわかる。

　晶が、本来なら居場所も知らない『芹菜のお見舞いに行く』ということ。

　それに加えて『あんたも一緒に』と良司を誘っているということ。

　更さらには『芹菜が転校することになるかも』という、意味のわからないもの──。

　単に晶が、美弦に対しての言いい訳わけとして嘘うそを吐ついただけというのとは違う。直接には連絡の取れない自分に対して、晶が美弦を介して、もしくは何らかの手段で彼女のメールアドレスからメッセージを送ってきたとしか考えられなかった。

「なるほど。……これは考えたね」

　津久見はくつくつと、楽しそうに含み笑いを洩もらした。

「どういう……ことだ？」

「これはつまりさ、きみにじゃなく、僕らへのメッセージだよ。わからないかな？　……このメールはどう見たって怪しい。きみがこれを見たって間違いなくそう思う。そして怪しいと感じたきみはどうする？　僕らにこれを見せざるを得ないだろう」

　それは確たしかにそうだろう。たまたま津つ久く見みが直接見た形になったが、仮に良りよう司じがひとりで見ていたとしても、このメールには違和感を覚える。そして裏の意味を考え、考えあぐねて津久見たちにこのことを話していたかもしれない。

　だが、本当に晶あきらはそこまで考えていたのだろうか？

　考えていたのかもしれない。わざわざ美み弦つるを介したのも良司の目へ確かく実じつに届かせるためだ。

「仮に見せないとしても、きみはこれに返信しただろうね。どういうことだ、って。城き島じま晶はそれでも構わなかっただろう。そこからも手掛かりを得ることはできる」

「でもこれ、更さらに裏の意味があるわね」

　いつの間にか料理の手を休めて、鏡かがみがこっちへ来ていた。画面を覗のぞき込み、言う。

「そうだね、逆さか絵え。『芹せり菜な、転校することになるかも』って奴やつだ」

　そこは良司も気になっていた。最も意味がわからなかった部分だ。

「たぶん、人質は無む駄だだ、って意味だろうね。見捨てる、って」

「な……っ」良司は思わず声をあげた。

　そんな莫ば迦かな、と叫びかける。

「本当に見捨てるかどうかは別の話だよ、敷しき戸どくん」津久見がそんな良司を制する。

「ただ、森もり町まちさんを最さい優ゆう先せんにはしないっていう宣言とも取れる。だとしたらちょっと厄やつ介かいだね。こっちのアドバンテージが消失することになるから。……仮にそうでなくても効果はあるよ。きみはこの一文で間違いなく城島くんに接触を試みようと思うだろうし。

　あとは『会いに行く』かな。これは僕らの居場所を突き止めた、って暗に言ってるんじゃないかな？　……敷戸くんの居場所はともかくとして、さ。そうじゃなきゃ、わざわざ敷戸くんには送ってこない。黙だまって来て、黙って森町さんを連れて帰る」

「更にその裏、かもしれないわよ？　自分は敷戸くんの居場所をわかっていない、ってこっちに思わせる作戦という可能性ね。……どちらにしても、彼が動いた以上はこっちも動かざるを得ないわね。少なくとも、向こうは『芹菜ちゃんを見捨てることも辞さない』なんて言ってきちゃってる訳わけだし。無視するにはリスクが高過ぎるわ」

　その遣やり取とりに、良司は心底から寒気がした。

　これは、狡こう猾かつとか打算とか論ろん理りとか、そんなものではない。

　そんな生なま易やさしいものではない。

　もっと恐ろしく、おぞましいものだ。

　偶ぐう然ぜんと必然を操あやつり、人間の善意と悪意を掌てのひらの上で弄もてあそび、敵である相手の思考を自分自身のことのように理解し、信用すらした上で挑ちよう発はつする──最低最悪の、人間ゲームだ。

　美弦を使い、良司の反応を読み、芹菜のことさえも利用し、友人であるはずの自分たちを完全に駒こまとした上で、敵に対してはある種の信頼で以もつて、裏の意味を悟らせる。

　真の意味が通じようが通じまいが、津つ久く見みは乗るしかない。何な故ぜなら津久見たちもまた、晶あきらのことを敵として、理解し信頼しているからだ。

　そんなことのできる人間とこの間まで親したしくしていたという事実に、恐怖した。

　と。

「……くく」不意に、津久見たちの背後。

　それまでずっと黙だまっていた、鴛おし野の在あり亜あの姿──無限回廊エターナル・アイドルが、笑えんだ。

「くだらない」

　ただ、一言。

　普ふ段だん饒じよう舌ぜつな彼にしてはあまりに短く、良りよう司じは微かすかに違和感を覚える。が、晶の手口と津久見たちの会話に対する畏おそれと相まって、普段と違う口く調ちよう故ゆえの不気味さだろうと思った。

「さて。じゃあこっちは仕掛けられた勝負を受けざるを得なくなった。僕と無限回廊エターナル・アイドルで行くことにするよ。……逆さか絵えは、良司くんの方を見ててくれるかな？」

「ええ、いいわよ」

　鏡かがみが何でもないように頷うなずく。

「あなたたちがオフェンスで、私がディフェンスね。敷しき戸どくんにはもうしばらくここにいてもらうわ。餌えさになってもらう形になってしまって悪いけれど、ね」

　断るとか断らないとか、そんな権利はもう自分にはないのだ。良司はそう確かく信しんする。

　もはや、わからなくなっていた。

　晶と無限回廊エターナル・アイドルたちの、どちらがより危険な存在なのか。

　芹せり菜なに危害をより加える可能性があるのは、どちらの方なのか。

　それを判断して上う手まく立ち回らなければ、芹菜を助けることができない。それなのに今の良司は、この両者に対してあまりにも無力だ。

「いい？　敷戸くん」

　鏡がそう尋きいてくるのにも、力なく頷うなずくしかなかった。

　少なくとも今の段階では気き丈じように振ふる舞まうこともできそうにない。落ち着いて、とにかく考えなければと、そう思うのが精一杯だった。

「じゃ、敷戸くん。……僕らはこれで」

　津久見がこちらに背を向けて手を振っている。

　睨にらみ返す余裕はない。

　ドアが開き、在亜の姿をした無限回廊エターナル・アイドルが、無表情でこっちを見た。

　その視し線せんにも恐怖を感じ、良司は目を逸そらす。




　　　　‡




　ドアを閉め、良りよう司じに最後の別れを告げた鴛おし野の在あり亜あは、薄うすい微笑ほほえみを浮かべた。

　──彼は最後まで、何も気付かなかった。

　何な故ぜだろう。

　結局彼は、自分のことに興きよう味みなどなかったからなのか。

　それとも、自分がもう鴛野在亜ではないからなのか。

　わからないし、どちらでもいいな。そう思う。

　ただ。

　あれほどまでに愛いとしく恋しかった彼が、ただ無ぶ様ざまでくだらない存在だとわかったせいか、これからの自分に対しての勇気が、果てしなく湧わいてくる。

「さて、欠落の始まりだ」

　津つ久く見み奏かなでの振りをしていた無限回廊エターナル・アイドルが、在亜の横に立つ。

「お前はお前のやるべきことを為なせ。俺おれは俺のやるべきことを為す」

「はい」在亜は頷うなずく。

　その手には、業務用の大きなカッターナイフが握られていた。
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　カモフラージュという意味も含め三限目まで授業に出てから、僕と硝しよう子こは学校を早退した。

　そのまま、同じく学校を抜け出した佐さ伯えき先生の車に乗り込み、二十分。

　目的地は、以前来たことのある挟はさ間ま港こう。貸し倉庫の並ぶ、埠ふ頭とうだった。

「ここまででいいですよ」

　国道から脇わき道みちに入り、目的地の倉庫まで歩いて三分ほどの距きよ離りになった頃ころ、僕は佐伯先生に言って車を停とめてもらう。フェリーの発着場まで距離があり、車の通り道でしかないその場所は閑かん散さんとしていた。元々賑にぎわっている場所でもないし、貸し倉庫だって借りている人間がどれほどいるのか定かでないほど繁はん盛じようしていない。正直なところ、ここを父とうさんたちが拠きよ点てんにしているとは考えにくかったから、今日きよう出くわす確かく率りつは低いだろう。

　無限回廊エターナル・アイドル──津つ久く見み奏かなでと思おぼしき少年がここの貸し倉庫に入っていくのを見た、という情報がコミュニティに入ってきたのは、昨日きのうの夕方のことだった。

　情報源は挟間学園の生徒。すぐに身元を確たしかめた上で里り緒おに顔もチェックしてもらったが、虚軸キヤストでも固定剤リターダでもない一般人だった。日にち曜よう日び、週末を利用して関かん西さいにある親しん戚せきの家に家族で行ってきた帰りの夕方、フェリーを降りて車に乗り込む際に見かけたらしい。

　親切に顔写真も撮とってくれていた。携けい帯たいのカメラでだったが間違いはなかった。

　その日のうちに情報を書き込んでくれていればとは思ったが、まあ仕方ないだろう。第三者の善意に対して過度に期待するのは危険でもある。

　しかし、それにしても──一度使った場所をまた堂々と使うなんて、たいした度胸だ。

　僕と硝子が車から降りると、佐伯先生は助手席の窓を開けて言った。

「……じゃあ、私は帰ってもいいのね？」

「はい。できるだけ早くお願ねがいします」佐伯先生がいるのといないのとでは、学校の安全度がまったく違う。ただでさえこちらの手て駒ごまはそう多くない。

「うふふ……でも、知ってる？　晶あきらさん。二正面作戦って成功した試しがないのよ」

「この期ごに及んでわざわざ不ふ吉きつなことを言わないでくださいよ」

　こんな時でも相変わらずの彼女の口く調ちように、僕は苦笑する。

　ただ、事実だ。

　結局のところこれは愚ぐ策さくでしかない。僕らは学校という基き盤ばんがある以上、敵からは包囲されているも同然だ。二正面作戦だなんてどう見たって負けの王道パターンでしかない。

　本来なら──勝つためにまず、包囲されないように敵を牽けん制せいした上で各個撃げき破はしなければならなかった。できなかったのは僕の無能か、或あるいは敵の有能か。両方だろう。

「まあ、個別戦力の気合いと根性でなんとかしましょう」

「……マスター、精せい神しん論ろんはますます敗北パターンです。大戦末期の日本軍ですか」

　僕らの唯一の手荷物、大きなボストンバッグを抱えた硝子が呆あきれたようにつっこんだ。

「冗じよう談だんだよ」

「わかっています、そのくらい。……まあ、気合いと根性は大事です。要するに気合いとは集中力であり、根性とは体力のことですから。切れれば体勢が崩ほう壊かいします」

「という訳わけで佐さ伯えき先生、気合いと根性で学校のことよろしくお願ねがいします」

「……くすくす、それで上う手まくまとめたつもりなの？　晶あきらさん」

「余よ計けいなお世話ですよ」

「でも、文句はないわ」佐伯先生はハンドブレーキを下ろし、車のギアをバックに入れた。

「じゃあ私は気合いを入れて帰ることにするわ。……何かあったら里り緒おさんが報告してくれると思うから、その時はあまり気合いを入れずにかっ飛んで来てあげる。うふふふふふ」

　心強いんだか頼りないんだか。

　それでも、彼女がいてくれなければ、僕らはもっと早くやられていたことには違いない。

「くすくす……気を付けてね」

　窓が閉まる。車がバックして方向転換する。ついでに車外にも洩もれ出すほどの大音量で、重低音の悲鳴が聞こえてきた。……って、ひとりになった途と端たんこれかよこの人。

　そうして、交こう響きよう曲きよく何番だかさっぱりな悲鳴音楽をカーステレオで流しながら、佐伯先生は来た時と段違いのハンドル捌さばきで埠ふ頭とうを後にしていく。スタート時にタイヤが空転していた気がするけど放っておこう。つっこむ相手はあっという間にいなくなったし。

「さて、行くか、硝しよう子こ」

「そうですね。……ここ、あまりいい思い出はありませんが」

「一度死んでるしな。ここで」

「今回は死なないですよね？」

「さあな。今回ばかりはなんとも言えない。……まあ、お前が死ぬ時は僕も死ぬさ」

「無責任な人ですね、マスターは」口を尖とがらせながらも顔は笑っている。

「責任は殊こと子こに預けてきたんだよ」

「ええ、理解しています」

　頷うなずき、ボストンバッグをもう一度抱え直した硝子を見て、




「さて。……準備はいいか？Are you ready,　僕の恋人 my lady ?」

「ええ。……万全です、私の恋人I'm steady, my steady」




　僕たちは、貸し倉庫群へと歩き始める。

　進みながら、隣となりにいる硝子の首筋に手を這はわせた。そこから不定量子回路を摘つまみ、武器を簡かん易い構築して引ひき摺ずり出す。刃渡り五十センチ程度の、短い刀だ。

　その刀で、片っ端から貸し倉庫の鍵かぎを壊こわし、ひとつひとつ確かく認にんしていく。当たりがあればよし、すべて外はずれていたならすぐに学校へ引き返す。できるなら昼休みまでには学校に帰っておきたかったから、僕らは手早くその作業をこなしていく。

　けれど、五つ目の倉庫の扉を押し開けた時。

　僕らは、がらんどうのその中に、人ひと影かげをふたつ──見付けてしまった。

「ああ、失敗作。……ここに来たのか？」

　そしてまるで、待っていたと言わんばかりの余裕で以もつて。

「いらっしゃい、ふたりとも。待ってたわよ」

　無限回廊エターナル・アイドルと母かあさんが、入ってきた僕らを、薄うす笑わらいで出迎えた。

「……当たり、か」呟つぶやいた僕に、

「くくく、本当に当たりなのか？　外はずれではないのか？　運がいいのか悪いのか、それともお前が無能なだけか」無限回廊エターナル・アイドルが仰ぎよう々ぎようしく両手を広げる。

「どっちだっていいだろう？　ふたりともいるとは思わなかったけどな」

　母さんは良りよう司じのところだろうと考えていた。

「あら、あなたたちを単体で相手にするのは『消滅させてください』って言っているようなものでしょう？　もっとも、ここしか見付けられなかったくらいなら単体でもよかったかもしれないわね。……もう少し頭を使った方がいいわよ」

「悪いな、出で来き損そこないで」吐き捨てた。

　愚ぐ策さくであることは確たしかだ。

　実際、僕はここが本当に彼らの拠きよ点てんなのかどうかすらわかっていないのだ。ただ見掛けたという情報を頼りに来てみたに過ぎない。緒お方がたのアドレスを通して良司に挑ちよう発はつのメールを入れていたとはいえ、すべてが裏目に出た可能性は高かったのだから。

　良司とりなちゃんだけがここにいれば一番よかった。

　その次に、無限回廊エターナル・アイドルが単体でいるのが望ましかった。

　父とうさんと母さんに無限回廊エターナル・アイドルという三者の組み合わせなら応援を呼ぶところだったし、誰だれもいないのならすぐに引き返すつもりだった。最悪なのはすべてが罠わなで、僕らの留守中にこいつらが仕掛けてくること。だからこの状況は、よくも悪くもない、といったところだ。

「で、なんでお前たちはここにいる？」

　ともあれ、こうなったからには、まず前ぜん哨しよう戦せんだ。相手の意図と行動の理由を知る。

「なあに、簡かん単たんなことだ」お喋しやべりな無限回廊エターナル・アイドルは、得意げに嗤わらう。

「まず、お前たちが森もり町まち芹せり菜なの居場所を見付けることなどできはしないというのがひとつ」

「過小評価されたもんだ」

「いいや、適正評価だよ。事実お前はここに来た。大方、あのコミュニティサイトでも使って俺おれを有う象ぞう無む象ぞうに捜そう索さくさせたのだろう？　まあそれに関しては上出来だ」

　やはり気付いていたようだ。

　だが、あれに干かん渉しようできてまではいないらしい。それとも興きよう味みがないのか。

　りなちゃんたちを放置しているのは何な故ぜなのか。これはどうでもいいからだ。僕らにとっては著しく不利な要素でも、向こうはアドバンテージとすら思っていない。人質としては一番厄やつ介かいなパターンだが、そのことが確かく信しんできただけでも今はいいかもしれない。

　無限回廊エターナル・アイドルは続けた。

「仮に俺おれが監かん視しされているとして、誰だれかに見られるのはここか本当の隠れ家かしかない。加えて昨日きのうお前が『深淵に罹る熱ドリームシアター』に送ったメールだ。行くから待っていろ、という意味だろう？　だったら待っておくのは当然のことだ。何せお前は曲りなりにも家族だからな」

　家族、という言葉に吐き気がした。が、平静を装よそおう。

「なるほどな。……父とうさんの発案じゃないだろう？」

「当たり前よ。樹いつきさんはこんなくだらないことに関与しないわ」

　答えたのは母かあさんだった。

「私だってそう。晶あきらが遊びたいっていうから、親としては見守ろうかなって思っただけ」

　彼女の言う『晶』というのは無限回廊エターナル・アイドルのことで、僕はそれに昏くらいものを覚える。

　吹っ切ったつもりだけど、感情レベルではまだ納得できていないらしい。

　情けない、と思いながら、僕はそれでも不敵に笑ってみせた。

「過か保ほ護ごだな、あんたも。まあいいさ。せっかく再会できた実の息子だ」

「ええ。それはもう、嬉うれしくてたまらないわ」

　感情など喪うしなったはずの母さんの笑え顔がおは、作成された計けい算さん尽ずくのものなのか、それともかつての硝しよう子このような、奥底に眠る本心の発はつ露ろなのか。わからない。

「しかし、失敗作。俺がこの隙すきに学校を攻めるとは考えなかったのか？」

「失敗作は失敗作らしく……穴だらけの作戦で行くことにしたんだよ」

「そうか」

「ああ、そうだ」

　会話を交わしながら、両者の間に緊きん張ちようが満ちていった。

　腹の探り合いはそろそろ終わりだ。

　僕は硝子とのダイレクトリンクを繋つなぐ。

　──準備はできたか？

　──イエス、マスター。

　硝子は答えた。ならば時間稼かせぎは要いらないだろう。

　邪じや魔まする者はいない。学校が気になるが、気にすることは殊こと子こたちへの裏切りだ。

「……気合いと根性、か」

　気合い。つまり、的てき確かくに物事を判断し最善の結果を導みちびき出すために必要な集中力。

　根性。つまり、結果を導き出すために必要な手順を完かん璧ぺきに踏むために必要な体力。

　それだけでどうにかなるものではない。でも、それがなければ負ける。

「あら、何を言ってるの？」母かあさんが、僅わずかに首を傾かしげた。

「ついに精せい神しん論ろんを持ち出してきたのかしら。……まったく、莫ば迦かな子」

　それを合図とするかのように。

　目の前から、彼女の姿が消失する。

「……っ！」僕は咄とつ嗟さに見当を付け、手に持っていた簡かん易い構築の刀を前に出した。

　再度現れた母さんは既すでに僕の目の前。

「あら、反応できたのね」素手で刀を掴つかみ、

「……まあ、いいわ」

　力を込められた感触はなかった。だが、物理的な破は壊かいのみを目的として形成された刃やいばは、母さんに触れられた途と端たんに、ぼろり、と──まるで錆さび付いたように色を失い、崩れる。

「ち！」僕は不定量子の反発力場を形成。目の前の相手の腹部に思い切り叩たたき付ける。

　母さんは弾はじかれたように背後へ飛ばされた。

　約二メートル。しかし、揺るがない。

「いきなり仕掛けられたからって、そんな無ぶ様ざまな手を使うもんじゃないわよ？」

　鳩みぞ尾おちに喰くらわせたはずなのに顔色ひとつ変えず、再び姿を消失させた。

　今度は──後ろ。

　身体からだを回転させて裏うら拳けんを振り抜く。

「へえ」現れた母さんはそれを難なんなく片手で受け止め、感心したように目を見開いた。

「ちゃんと付いて来れてるじゃない」

「一度見たからな。あの時は不意を突かれたけど……意い識しきすれば何とかなるさ」

　先週はわからなかったが、彼女のしているのは別に空間移動の類たぐいではない。

　ただ人間の常じよう軌きを逸いつした速度で動く、それだけだ。ただし機き械かいのように、予備動作の一切がなくオフからオンにタイムラグなく移行しているから、極端に反応し辛づらい。

「あれは出さないのか？」

　拳こぶしを受け止められた膠こう着ちやく状態のまま、僕は問うた。

「……『全なる終わりオール・イン・ワン』のこと？　出したいのはやまやまだけど、樹いつきさんに許可されていないもの。それに先週ふたつも虚軸キヤストを食べちゃったばかりだし……難むずかしいわね」

　はったりか、それとも事実か。

「硝しよう子こっ！」

「……イエス、マスター」

　呼び掛けと同時。僕はもう片方の掌しよう中ちゆうに顕けん現げんさせた小さなスイッチで、硝子の引金を引く。

　僕の隣となりで、指鉄砲のように右手を構えた硝子の人差し指、その先から──弾丸が発射。

　母さんが消えた。弾は虚こ空くうを貫通させ遠くの壁かべに乾いた音をたてて着弾する。

　振り返ると彼女はもう、無限回廊エターナル・アイドルの傍そばに戻っている。

「あらあら、母親に銃を向けるなんて、悪い子」

「私はあなたを母親にした覚えはありません、鏡かがみ」

　冷静に言い放つ硝しよう子こに、母かあさんが肩を竦すくめた。

「どうするの？　晶あきら。ふたりで一いつ緒しよに戦う？」

「いいや」晶、と呼ばれた無限回廊エターナル・アイドルが首を振る。

「最初から全力の潰つぶし合いという訳わけにはいかんだろうさ。なあ、失敗作？」

「さあな」僕はとぼけてみせた。

「僕らはどっちだっていい。何なら今からお前を完全に終わらせてやろうか？」

　虚界渦アンダーゲートを開く覚悟は、もうとうにしてきている。母さんにその隙すきを突かれるかもしれないが、無限回廊エターナル・アイドルを消した後、閉へい塞そくの限界時間が来るまでに逃げればいい。

　もちろん危険が大き過ぎるから、なるべくならしたくない、というのが本ほん音ねだったが。

「ふん……そんなことをしたら、お前が隠し球を持ってきた意味がないのではないか？」

　そんな僕を一笑し、無限回廊エターナル・アイドルは硝子を指差した。

　示しているのは硝子が傍かたわらに置いている、ボストンバッグ。

「これが何なのかわかってるってのか？」

「いや、わからんな。だからこそ楽しみでもある。失敗作たるお前が……どんな愚ぐ策さくを弄ろうしているのか、俺おれはそれにとても興きよう味みがあるんだよ」

「そういうところ、晶の悪い癖くせね」母さんが無限回廊エターナル・アイドルに向けて困った顔をした。

「効率が悪いわ。わざわざ切きり札ふだを出させるなんて……それで負けちゃったらどうするの？」

「ふん。そんなもので負ける程度の俺なら、お前たちは要いらんのだろう？」

「そうね」

「だったら俺は受けて立つさ。この失敗作が本当に失敗作だということを確たしかめるために」

　それは、僕を侮あなどっているのか。それとも僕のすべてを否定しないと気が済まないのか。

　偽にせ物ものの城き島じま晶が、城島晶として生きてきたことを赦ゆるせないのか。

「まあ、好奇心は決して悪いことではないわ」

　母さんが頷うなずいた。そして僕らを促うながす。

「さ、出してみなさい？　結果によっては褒ほめてあげてもいいわよ」

「そうか」

　だったら──褒めてもらおうじゃないか。

　僕は硝子に頷いた。

「わかりました」硝子は笑い、

「とっちめてやりましょう……マスター」

　余裕たっぷりにしゃがみ込んで、ボストンバッグのファスナーを、開く。




　やっと出られる、と言いたげに、にゃあ、と、鳴き声がした。




「……ほう」無限回廊エターナル・アイドルが意外そうな顔をした。

「閉じ込めてしまってすみません」硝しよう子こがそれを、労いたわるように抱き上げる。

　白い身体からだ。真まっ赤かな瞳ひとみ。眠そうに欠伸あくびをした口から覗のぞく牙きば。

　小こ町まち、だ。

「その子一匹なの？」

「そうだな」僕は素直に首しゆ肯こうする。

　里り緒おは学校にいる。そして二十メートルごとに基点を置かなければ小町は里緒の傍そばを離はなれられない。だから連れてきた小町は一匹。それでも学校からここまで二十メートルごとに基点を配置させているのだから里緒にとってはかなりの労力だ。恐らく、学校に敵が襲おそってきたとしても里緒だけは満足に動けないだろう。だがそれでも、僕らと学校とを結ぶ連絡手段にもなるが故ゆえに、殊こと子こや蜜みつ、佐さ伯えきネアを一いつ緒しよに連れてくるよりは有効だった。

「『全一オール・イン・ワン』と『有識分体分裂病』との二重攻こう撃げきという訳わけか？　考えたな。だが、浅い。……固定剤リターダの柿かき原はる里緒がいない中で、こいつが充分な戦力になるとでも思っているのか？」

「そうじゃないさ」

　やはりこいつは、僕らを侮あなどっている。策の練り方や相手の裏の掻かき方かたといった戦略的なことに関してもそうだが、何よりも僕ら自身の──『全一オール・イン・ワン』の力を侮っている。

「思い知らせてやろうか、硝子」

「ええ、マスター」

　虚界渦アンダーゲートが開放できるようになってから、約半月。

「僕らはこれでも、努力を怠おこたらない質たちなんだよ。……硝子！」

「イエス！　不定量子回路をstart:system 起動します"all in one"！」

　瞬しゆん間かん。

　小町を胸に抱だき締しめた硝子の腕から、制服の袖を突き破って細いケーブルが生える。

「……へえ」母かあさんが感心したように目を見開いた。

　ケーブルはそのまま、小町の身体へと、まるで殊子の『不発爆弾ARYTHMIE』のように突き刺さる。小町は動じない。痛みは与えていない。ただ、小さく首を傾かしげ、舌した舐なめずりをした。

「起動率七十二％……『世界系インスト』への限定ハッキングを開始します」硝子は微かすかに笑えみ、

「小町、少し我が慢まんしてくださいね」

　にゃあ、と返事。僕は硝子を守るように彼女の前に立つ。

「『有識分体』にSet:virtual link虚界接続 to〝有識分体〟。解析並びにanalysis and 吸い上げを行いますpump-up are started」

「……何をする気だ？」

　無限回廊エターナル・アイドルが身構えた。訝いぶかしげな表情で僕らを睨にらむ。

　が、もう遅い。

「仮想観測確認set:virtual observation。形状、槍衾form:lances。回路よりinstall start:D-link構築開始／"semi-scratch"……終了O.K.！」

「……行けGo ahead！」

「了Y解a！」

　硝しよう子この背から、制服を突き破り、機き械かい仕掛けの羽が生はえる。
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　その数、十。

「な……っ」無限回廊エターナル・アイドルの驚きよう愕がくの声。

　その羽根は長く伸び、硝子の身体からだを離はなれ、翼つばさから槍やりと化して壁かべ際ぎわの床ゆかに──僕らと無限回廊エターナル・アイドルたちを、まるで囲むように次々と突き立った。

　これは、言わば檻おりだ。相手の自由を奪うばい、閉じ込めるための武器。

　そして、更に。

「僕と硝子の不定量子回路は、仮想観かん測そくによって任意の武器を構築できる」

　周囲を見渡す無限回廊エターナル・アイドルと、すべてを理解しているのか微笑ほほえみを絶やさない母かあさんに、

「だけど、本来──ある程度以上に起動した『全一オール・イン・ワン』は、世界系インストに直接干かん渉しようすることを本分とする。つまり理り論ろん上じよう、対象を完全に消滅させてしまう『世界の終わりカーテンフオール』には劣るにせよ、虚界渦を開放しなくても干渉自体は可能なんだ」

　僕は、敵意の視し線せんを向けた。

「でも、それをやるには大変だったでしょう？」

「ああ、苦労したさ。でもな……虚界渦アンダーゲートを開放できるようになってから十日、あんたたちと再会してから六日も経たつ。ただでさえ僕らは負けが込んでる。だったら安あん穏のんとしている訳わけにはいかないだろう？　……不断の努力、って奴やつだ」

「認めてあげるわ。確たしかにこれは、並大抵ではないわね」

「どういうことだ？　失敗作、何をしようとしている？」

　驚きよう愕がくと興きよう味みの中間のような表情で、無限回廊エターナル・アイドルが僕に問う。

　僕は、不敵な笑えみで以もつて、答えた。

「慌てるなよ。……今から、見せてやる」
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　正午になる、少し前だった。

　残暑はもう去っていて、前夜から気温が一気に下がったこともあり、曇くもり空ぞらに季き節せつ外はずれの肌寒さがある日だった。挟はさ間ま学園の生徒たちはだから、殆ほとんどが冬服を着て授業を受けている。

　夏服を身に纏まとった生徒はごく少数の、極端な暑がりや習しゆう慣かんでうっかりしていた者だけで──だからそんな中、灰はい色いろの半はん袖そで姿すがたのその少女は、妙に目立っていた。

　長い髪をふたつに括くくり、緩ゆるやかなお下げにして身体からだの前に垂らしながらその少女は、授業中だというのに楽しげな表情で、廊下をてくてくと歩く。

　開いた窓から廊下をぼんやりと眺めていた生徒は、その姿に思わず首を傾かしげた。どこかのクラスが自習にでもなったのかと思ったが、廊下にいるのはその娘ひとりきり。しかも、早引けや午後出勤にしては荷物も持っておらず体たい調ちようも悪くなさそうだ。

　妙だと思った。だけど、珍しいとは言え、決して異常な光景ではない。あくまでも日常の範はん囲い内ないにある『ちょっと変わった』程度のものだ。生徒はそう判断し、少女から視し線せんを背そむける。教師がこちらに解かせていた問題の解説をし始めたのだ。

　その生徒だけでなく、クラスメイトを含めた生徒たち全員が。

　廊下を歩く少女を置き去りに、日常の風景にただ漫まん然ぜんと身を任せていた。




　そして、彼ら彼女らを横目に見ながら、少女──鴛おし野の在あり亜あは、とても清すが々すがしい気分だった。

　こんな感情、つい昨日きのうまでは味わえなかったと思う。

　事実、昨日ここに来た時には、姿が隠れているにも拘かかわらず周囲が気になって、おどおどと情けなく、おっかなびっくり廊下を歩いていた。

　それが今ではどうだろう。窓からこっちを見てくる知らない視線が心地ここちよくさえある。

　当たり前だ。

　引ひっ込こみ思じ案あんで、臆おく病びようで、他人と接するのが恐こわくて、友人たちとさえ満足に会話もできなかった鴛おし野の在あり亜あはもう、どこにもいないのだから。

「……ふふ」可お笑かしくなって、思わず声をあげた。

「どうした？　何組だ？」それを聞きき咎とがめられたのか、扉が開きっ放しになっていたクラスのひとつから、教師が出てきて鴛野に注意する。見ると中の生徒たちは全員、ノートに向かって問題を解いていた。手て持もち無ぶ沙さ汰たのところに在亜が目に入ったのだろう。

「三組です」だから鴛野は答えた。

　言って、ああそう言えば、と気付く。この人、数学の由ゆ布ふ先生だったっけ。

「三組……？」由布先生は怪け訝げんな表情で視し線せんを泳がせた。

　自分の担当しているクラスにこんな生徒がいたかな、と記き憶おくを辿たどっているのだろう。

「私、目立たない生徒でしたから覚えてないかもしれませんけど」

　だから在亜は教えてあげた。教師にものを教えてあげるって楽しいな、と思いながら。

「ああ、そうか。すまん。……で、お前、何をしてるんだ？」

「教室に向かっているところです」

「だったら早く戻れ。それからな、もう衣ころも替がえは終わっているぞ」

　夏服を着た在亜の姿を見て、先生はそう言った。

「はい、わかりました」

　どうしようかな、と少し考えた。

　結果、やめておこうと思った。まだいいし、初めてがこんなおじさんじゃ何かイヤだ。

　最初に殺す人は──選ぼう。

　なので笑え顔がおを作ると、軽く会え釈しやくしてその場を通り過ぎる。

　それにしても、今日きようはいい日だ。涼しくて過すごし易やすい。

　──これから運動することになるから、尚なお更さら。

　今まででは考えられないほどの陽気で、在亜は廊下を進み続ける。

　やがて、目的の教室が見えてくる。壁かべに取り付けられた『２─３』の文字。

　クラスメイトはどんな顔をするだろう。

　自分のことを覚えているだろうか。無限回廊エターナル・アイドルに尋きいていなかったから、少し気になった。

　でも、どっちでもいいや。

　そんなことを考えながら、在亜は。

　閉まっていた二年三組の教室のドアを、ゆっくりと開けた。




　　　　‡




　そして僕は、こっちを窺うかがう無限回廊エターナル・アイドルを見据えながら、硝しよう子こへと問い掛けた。

「……硝しよう子こ、どうだ？」

　硝子は応こたえる。

「良好です。『有識分体分裂病』の解かい析せき並びに吸い上げ、ほぼ終了」

「そうか」

「イエス。……不定量子回路へのフィードバックを開始します」

　故ゆえに。

　僕らは、切きり札ふだを出すことにする。

　不定量子回路から構築できる任意の武器。

　そこに付加できる属性に、つまり──、

「『有識分体分裂病』を使う……か！」

「その通りだよ、出で来き損そこないの兄あに貴き」僕は、嗤わらった。

　硝子が叫ぶ。




「形状、弓矢、並びに闘剣form:archery and gladius。回路よりinstall start:複合構築開始D-link／ "scratch build"……終了O.K.！」




　刹せつ那な。

　僕は硝子の背に手を当てる。

　そこから引ひき摺ずり出したのは、片手で扱える長さをした、幅広の、機き械かい仕掛けの剣。それと共に小こ町まちがケーブルを身体からだに埋め込んだまま硝子の肩に乗り、硝子の腕から弓ゆみが跳ね生はえる。双方ともに、小町の──『有識分体分裂病』の性質を付加し、僕らが言わば錬成した武器だ。

「……パッチワークの極きわみ、ね」

　感心したのか、或あるいは呆あきれたのか。ふたつの武器を目の前に、母かあさんが失笑した。

「パッチワークがどうかしたか？」

　僕は剣を片手に、一歩前へ出る。

「偽物フエイク？　虚構フイクシヨン？　紛い物イミテーシヨン？　どうだっていい」

　母さんに。無限回廊エターナル・アイドルに。

「僕は確たしかにあんたたちにとって、代用品で失敗作かもしれない。くだらない、ただのパッチワークでしかない、箱庭に捨てた模も型けいのようなものかもしれない。……でもな」

　それから、ここにはいない、父とうさんに。

「粗そ悪あくな代用品を舐なめるな。出来損ないの失敗作を侮あなどるな。繋つなぎ合わせの畸き形けいを嘲あざけるな」

　歪いびつに組み合わせ、偽にせ物ものだけを組み上げたこの武器は、あんたたちを殺すためのものだ。

　まるで病やまいが世界を覆おおうように、奇病が人を滅ぼすように。

「箱庭の出来損ないが、歪で醜みにくい樹脂象りレジンキヤストの僕らが……現実の本物を駆く逐ちくしてやるよ！」

　硝子が、僕からの命令で矢を放った。

　ひゅん、と直ちよく線せんではない軌き道どうで敵に飛来するそれは相手の目の前で、

　分裂する。

　その数、一から十二へ。

「……ち！」無限回廊エターナル・アイドルが母かあさんの前へ出て、腕を振った。

　見えない力で弾はじき飛とばされ、矢は一斉にあらぬ方向へと散ちり墜おちる。

「さあ、遊ぼうか……無限回廊エターナル・アイドル！」

　僕は身を屈かがめ、飛び出した。

「くく、それは俺おれの科白せりふだ、失敗作！」

　余裕か、或あるいはポーズか。無限回廊エターナル・アイドルが哄こう笑しようで僕を迎むかえ撃うつ。

　その両手に湾わん曲きよくしたナイフが現出した。以前戦った時に見せたものだ。里り緒おにも聞いている。斬きり付けたものを破裂させる虚軸キヤスト──『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』。

　即座にその属性情報を剣へと付加した。

　きいん、と、剣けん戟げきの音。

　僕が振り下ろした剣は二本の『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』によって受け止められた。が、

「……む!?」その短剣がノイズを混じらせながら、色素を薄うすめて消えていった。

「ひとつめ」

　僕は短く宣言する。付加した属性情報により、この剣は『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』の接続を実軸ランナから切きり離はなすためのものへと変化していた。無限回廊エターナル・アイドルという固定剤リターダから、優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフという虚軸キヤストが消失したのだ。

「ちい！」背後へ飛び、離れた無限回廊エターナル・アイドルが、今度は中ちゆう空くうへ淡あわい赤色の球体。

　それは、かつて舞まい鶴づると戦った挟はさ間ま学園教師、別べつ保ぽ透とおるの──劣化世界ジヤンクパーツ。

　僕は剣を構成する不定量子回路の属性情報を分裂させる。

　分かたれた属性情報スペースは空白。そこに新たに書きこむ。

　これでこの剣は、赤い球体と無限回廊エターナル・アイドルとを分かつための武器となる。

　横に薙ないだ。

　見えない接続線が切れる、聞こえない音がした。

　シャボン玉が割れるように、球体は弾はじけ、消える。

「ふたつめ」

「……く、く」無限回廊エターナル・アイドルの笑えみは、引ひき攣つっていた。

「なるほど考えたな。……確たしかにこれは『有識分体分裂病』の世界だ」

「無む駄だ口ぐちを利いている暇ひまがあるのか？」

　剣にリアルタイムで命令を出しながら、僕は無限回廊エターナル・アイドルの進路を塞ふさぐ。

　こいつがいったい幾つの虚軸キヤストを身の裡うちに抱えているかは知らない。

　その種類も、量も、僕らには分析できない。

　だが、剣の内部で分裂し続ける不定量子回路は、生まれたまっさらの状態から次々と解かい析せきを繰くり返すことができる。こちらが見てから別個に、こいつの持っている虚軸キヤストそれ単体を理解し、それ専用の武器へと形質を変えることが可能だ。

　つまり、本来ならば属性情報を付加して新たに作成することしかできないはずの武器を──里り緒おの『分裂』という性質を追加することで、単体のまま運営する。

　無限回廊エターナル・アイドルの全身から両手へと光が集まってきた。

　皆みな春はる八や重えの胎たい児じに寄生していた虚軸キヤスト、その本体。

「さっきから！　僕にも里り緒おにも見せたものを今いま更さら使うのか？」

　発射される前に踏み込み、腹部を刺した。

　無限回廊エターナル・アイドルが身体からだを捩ねじり、避ける。貫つらぬくまでには至らない。が、切っ先が掠かすめた。それで充分だ。光が力を失い、僕に襲おそいかかることなく消えていく。

　里緒を苦しめた『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』。

　別べつ保ぽ透とおるの持っていたものの劣化世界ジヤンクパーツ『限定領域アクイーズ』。

　それに、皆春八重の胎児の元になった蒼あおい光。

　まるで過去を清算するように、もう一度繰くり返すように。

　それらが今度こそ完全に実軸ランナから切きり離はなされ、虚数域の海を漂流し遭そう難なんする。

「三つめ、だ」

「……ふん」僕から距きよ離りを取った無限回廊エターナル・アイドルが、面おも白しろくない、という顔をした。

「愛いとしの息子を手て伝つだわなくていいのか？　城き島じま鏡かがみ」

　僕は向こうに立つ母かあさんに、牽けん制せいの意味を込めて言う。

「そうね。確たしかに危ないわね」母さんは動かない。

「でも、私は手伝わないわ」

「……何な故ぜだ？」動かないまま──、

「だってこれ、分別だもの」

　最悪なことを、言う。

「分別、だって？」

「ええ。だって、これで負けちゃうんなら晶あきらもそれまでっていうことだと思うし、それはつまりあなたの方が優ゆう秀しゆうだってことでしょう？　だったらあなたを晶にすればそれで済むと思うの。そっちの方が効率的だし、だからあなたたちが戦ってくれるのは、母さん大だい歓かん迎げいよ」

「……機き械かいの論ろん理りですね」

　背後で硝しよう子こが、声だけでそれとわかるほど嫌けん悪おの表情を浮かべた。

「倫りん理りや執着をまるで無視しています」

「あら、だって私は機械だもの。スペックが優すぐれた方のアプリケーションをインストールするのは当然じゃない。そうしない理由なんてどこにもないわ」

　機き械かいとしては確たしかにそうだろう。

　だけど、人間としてそれは明らかに、

「鏡かがみ。……あなたは狂っています」

「違うわよ硝しよう子こ、倫りん理りを捨て去っているのよ」

「それを狂気というのですよ」

「残念ねえ。樹いつきさんがいて、私が『全なる終わりオール・イン・ワン』を起動できれば、あなたのその故障をすぐに修理してあげるのに。今日きようの私にはできないわ」

「させるか」本当か嘘うそかはわからない。

　それでも僕は僅わずかに身を引いて、無限回廊エターナル・アイドルと母かあさんの双方を見据えた。

「あんたの言う『修理』ってのは、殊こと子こにしたあれだろう？」

「そうよ。『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』は今や、実軸たる私の中で、私の一部として眠っているわ」

「……実軸ランナたる私、か」

　虚軸キヤストではなく、実軸ランナ。つまり、この世界最後の観かん測そく者しやということ。

「まだ疑ってるの？　だったら試しに私を滅ぼしてみなさい？　……『世界の終わりカーテンフオール』で」

「そうするとどうなる？」

「当然、この世界は滅びるわ。完全な無よ」

　母さんを滅ぼせば世界が滅ぶ。そして僕らは、母さんの敵。

「本当に世界の敵だな、僕らは」思わず、失笑が洩もれるほどに。

「そうね。でも……晶あきらに勝ったら、あなたを世界にしてあげるわよ」

「ふざけろ」

　吐き捨て、注意を払いながらも再び無限回廊エターナル・アイドルだけに集中する。

　ことの真しん偽ぎを考えるのは今じゃなくていい。

「さあ、無限回廊エターナル・アイドル……手はまだ残ってるんだろう？」

「くく、当たり前だ、愚ぐ弟てい」

　再び無限回廊エターナル・アイドルは身構えた。

「この程度で終わりと思うなよ。……俺おれは生うまれ損そこなったことで、欠片かけらを拾い集めなければ何も得られなかった。それはつまり、お前たちの言う非日常だ」

「なるほどな」

　こいつの気持ちも、わからないではない。

　何も持たずに、生まれることさえできずに、虚軸キヤストとしての不ふ確かく定ていな存在確率しか与えられなかった僕の兄は、逆にその不確定な存在たちを片端から蒐しゆう集しゆうすることで生きてきたのだろう。

　つまり、僕とは逆に、

「お前が日常を守り非日常を排除してきたように、俺は非日常を集め日常を侵しん蝕しよくしてきた。そういう意味ではお前は俺の陰であり、俺はお前の陰でもある」

　すべてを欠落させることで、欠落で欠落を埋め、

「……兄弟だからな」

「そうだよ失敗作。俺おれたちは兄弟だ」

　空白として生まれてしまったからこそ、空白の中に自らの存在価値を見み出いだした存在──。

「だったら派は手でに兄弟喧げん嘩かと行こうか、無限回廊エターナル・アイドル」

「そうだな、失敗作」

　僕はもう一度、剣を構え直す。

　無限回廊エターナル・アイドルは、右腕に煙のような白い靄もやを纏まとわせる。

　どんな虚軸キヤストかはわからない。すぐには解かい析せきできないだろう。

　だけど、躊ちゆう躇ちよしてはいられない。せめてこいつを追い詰めなければ話にならない。

「……さあ、行くぞ！」

「来い！」無限回廊エターナル・アイドルの短い叫びとともに。

　僕は床ゆかを踏み、兄へと斬きり掛かかった。




　──それから、十分ほどの後。

「……さあ、これで……幾つだっけな？」

　飽あきるほどの繰くり返しを経へて、打ち合った数は十三。

　無限回廊エターナル・アイドルの出してきた虚軸キヤストをまたひとつ実軸ランナから切きり離はなし、僕は微かすかに息を弾ませていた。

　相手の手はともすれば無限とも思えるほどに多彩で、いつ終わるのかと途方に暮れそうになる。静せい観かんしている母かあさんのことも気になるから尚なお更さらだ。母さんは硝しよう子こが弓ゆみ矢やで牽けん制せいしてくれていた。今のところ動きはないが、この先はわからない。

「そろそろ尽きてきたか？」僕は荒れた呼吸を整ととのえながら、無限回廊エターナル・アイドルを挑ちよう発はつする。

「さあ、どうだろうな。……しかし、今までのお前の気分はこんな感じだったのだろうな。俺おれが積つみ重ねてきた非日常が次々と破は壊かいされていく。悲しい、とても悲しいぞ」

「生あい憎にく、僕には自じ虐ぎやく癖へきがあってな。……悲しさよりも、無力感の方が大きかったよ」

「くく、そうか。まあそうだろうな。俺のこの非日常たちは、自分で勝ち取ってきたものだ。対してお前はただ漫まん然ぜんと与えられていたに過ぎない。……この違いは大きいよ」

　まるで僕が悪役であるかのような無限回廊エターナル・アイドルの言葉だった。──もっとも、間違ったことは言われていない。どう考えても悪役は、世界の敵である僕の方だ。

　剣を握る手に力を込めた。

　油断はできない。実際、無限回廊エターナル・アイドルと僕の力は拮きつ抗こうしている。

　僕はずっと、隙すきがあれば無限回廊エターナル・アイドル自身を実軸ランナから切り離そうとしている。この剣に最初に与えた属性は、最後に起動されるべきこいつ専用のプログラムだ。

　だが、なかなか使わせてくれない。言ってみれば僕はこいつの攻こう撃げきを払い続けているだけだ。致命の一いち撃げきとなる決め手を喰くらわせられずに足あ掻がいている状態だ。

「そう言えば失敗作。……学校は気にならないのか？」

　と、充分に距きよ離りを取り身構えつつ、無限回廊エターナル・アイドルが問うた。

「俺おれがお前を待っている間、何もしていないとでも思っているのか？」

「思っちゃいないさ」

　僕を動揺させる作戦なのだろう。──乗る必要はない。

「あっちは、任せてある」

「任せる、だと？」

「ああ」僕は頷うなずいた。

「殊こと子こに、里り緒おに、舞まい鶴づるに、佐さ伯えき先生に。……僕は信頼して任せた。だったら不安に思う理由がどこにある？　どこにもないよ。あいつらは僕の友達だからな」

「くく、友達、か」

「硝しよう子こはどうなのかしら？」

　向こうで事態を見守っていた母かあさんは、楽しそうに口を出す。

「結局、あっちにあるのは硝子の日常なんでしょう？」僕に視し線せんを向け、指差し、

「だって、あの子の日常はもう壊こわれてしまっているもの。言ってみればあの子は、学校がどうなろうと今いま更さら被害なんてない。だから無関心でいられるのね。……でも、あなたは？　あなたのお友達が殺されても平静でいられる？　壊れてしまった機き械かいはそれを事実以上のものとして、必要以上に大きく受け止めてしまうんじゃない？」

「いいえ、鏡かがみ」だけど、硝子もまた、揺るがない。

「殊子さんや里緒さんや蜜みつや、それに佐伯先生は……私の友達でもあります。だから私もマスターと同じように、彼女たちにすべて任せています。不安などありません」

「たいした自信ね」

「自信？　何を言ってる？」母かあさんの言葉に、僕は笑った。

「そんなくだらないものじゃない。僕はあいつらに『任せる』って言ったんだ。だったらそれは、僕が学校を守ってるのと同じことだ。……だからもしあいつらが、万が一、失敗した時は……それは、僕が失敗したってことに等しい。それだけだよ」

「面おも白しろくないな、失敗作」

「……何がだ？」

　問うと、無限回廊エターナル・アイドルは──いつも見せている余裕の笑えみとはまったく違う、苛いら立だたしげな、まるで子供が大人おとなに向けるような敵意で、僕を睨にらみ付ける。

「俺は非日常を集め、お前は日常を与えられた。そのはずだ。それなのに……お前は何な故ぜ、非日常たちをもその手に掴つかんでいる？　『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』の残ざん骸がいや『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』や『有識分体分裂病』や『アンノウンゆらゆら』……あれらもまた非日常だ。俺が奪うばうべきものだ」

　生うまれ損そこなった僕の兄は、叫んだ。

「それなのに、何な故ぜだ!?　今もこうして、俺おれから非日常を奪っている！　気に入らん。ふざけているよ。俺は……まったくもって面おも白しろくない！」

「ふん」だから僕は、

「くだらないな、無限回廊エターナル・アイドル」まるで、目の前のこいつのように、嗤わらってやる。

「そんなことにこだわってたのか？　この失敗作」

「何……だと？」

　それは怒りか、或あるいは屈くつ辱じよくか、それとも嫉しつ妬とか、もっと別のものか。

　顔を歪ゆがませる無限回廊エターナル・アイドルに、僕は剣先を向け、吐き捨てた。

「だったら本気で来いよ。お前の非日常を……僕が否定してやる」

「……ふざけるなあっ！」

　激げつ高こう。

　無限回廊エターナル・アイドルが突進してきた。

　それと同時に僕の周囲から、細い蔦のような何かが生はえて襲おそいかかってくる。

『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』の──殊こと子この、劣化世界ジヤンクパーツ。

「射うてっ！」短く叫ぶ。

　無言で、構えていた弓ゆみ矢やを硝しよう子こが放った。無限回廊エターナル・アイドルに向けられたそれは目前で分裂し、僕への進路を塞ふさぐ。僕は僕を貫つらぬこうとしていた殊子の出で来き損そこないを、身体からだを回転させて一いつ閃せん。

　あの偉大な『不発爆弾ARYTHMIE』とは似ても似つかない貧相な雑草は、この世界との接続ごと断ち切られ、枯れていく。そして無限回廊エターナル・アイドルもまた、雨のように降り注ぐ弓矢の数本に、

「……ちぃ！」激高していたせいで、射い抜ぬかれる。

　この矢に無限回廊エターナル・アイドルを殺す力はない。が、それでも足を止めた。

「詰み、か!?　本物の城き島じま晶あきらっ！」

　対無限回廊エターナル・アイドル用の世界切断プログラムを剣に起動させる。

　真上から叩たたき潰つぶすように剣を振り下ろす。

「おのれがあっ！」怒りに身体を震ふるわせながら、無限回廊エターナル・アイドルが罵ば声せいを放った。

　頭部が破は壊かいされるまで残り三センチの距きよ離り。躱かわせない。

　躱す手段はひとつしかない。

「……く！」そして──。

　無限回廊エターナル・アイドルの姿が、空間ごと、その場所から消失するのと同時。

「硝子！」

「イエス！　……槍衾、起動っ！」




　倉庫の周囲に突き立てていた武器を、解き放つ。




「そう……そういうこと」母かあさんの、感心するような声が聞こえたかどうか。

　追尾機き能のうを持たせた、十本の槍やりたちが一斉に。

　空間の断絶を破は壊かいしながら、再び僕の後方二メートルへと現れた無限回廊エターナル・アイドルへ、殺到する。

「な……」さしもの無限回廊エターナル・アイドルも、驚きよう愕がくと恐怖に目を見開いた。
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　ざん、と。柔らかさと硬さの中間を呈ていした音の連なり。

　その身体からだから──細い槍が三本、生はえていた。

　外はずれた数は七。が、一本でも突き刺さればそれで充分だ。

「まさか、これ、は」痛みを感じていない故ゆえだろう。無限回廊エターナル・アイドルが目を見開く。

「ああ、そうだ」僕は頷うなずいた。

「……これを、狙ねらっていた」

　槍に付加させた属性。

　それは『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の劣化世界ジヤンクパーツを破壊するプログラム。

　つまり、

　りなちゃんと良司を閉じ込めている虚軸を消滅させるプログラム。

　金属の風船が破裂するかのような音をたて、槍のすべてが粉々になる。

　役目を終えたのだ。

　津つ久く見み奏かなでの顔をした津久見奏の偽にせ物ものが『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の偽物を喪うしない、唖あ然ぜんとする。

「これでお前たちのアドバンテージは消えた」

　僕はポケットに手を入れ、あらかじめ仕込んでおいた携けい帯たい電話の送信ボタンを押した。

　送信先は、良りよう司じのメールアドレス。

　本文はもちろん『空間の断絶が消えた。そこから出ろ』。

　既すでにコミュニティサイトには、良司とりなちゃんの顔写真を含めて捜そう索さく願ねがいを出している。ふたりの知り合いでメンバーになっている人間には見られないように、掲示板のアクセス権も調ちよう整せい済ずみだ。あとは善意の第三者が、ふたりを見付けてくれるだろう。

　ただ、これでよしとはできない。無限回廊エターナル・アイドルと母かあさんに先に発見される恐れもある。

「さあ……こっちが一歩有利となったところで、続きといこうか、無限回廊エターナル・アイドル。まだ手は残ってるんだろう？　それを僕に見せてくれ。僕はそれを、ひとつずつ潰つぶしてやる」

　無限回廊エターナル・アイドルは何も言わない。

　ただ黙だまって、僕をじっと見み詰つめている。

「どうした？」僕は剣を手に、吐き捨てる。

「その程度か？　無限回廊エターナル・アイドル。いや……城島晶！」

「く……く」やがて、数秒が経過して。

　無限回廊エターナル・アイドルは僕から視し線せんを外はずし、少しだけ俯うつむき、悔かい恨こんと歓かん喜きを混じらせた表情で、

「ふふ……くく、ははははは！」

　乾いた笑いを堂々と放った後のち、ゆっくりと言った。

「……俺おれの、負けだ。失敗作」

　僕は頷うなずきもせず、それでも目の前の敵を殺そうと、一歩を踏み出した。




　　　　‡




「おはよう！」扉を開けた鴛おし野の在あり亜あは、心底からの元気な声で、高らかに挨あい拶さつをした。

「みんな、元気だった？」

　教室はその声と同時、一斉にこっちを見る。教師も授業の手を止め、唖然としていた。

　──自分を見てくれている。

　そう思うと嬉うれしくなり、とびきりの笑え顔がおで微笑ほほえむ。

「……ちょっと、あなた？」

　ややあって、授業をしていた女教師が、眉まゆをひそめた。

「何の用事ですか？　今は授業中ですよ」誰だれだっけ。

　ああ、そうだ。現代文の佐さ野の先生だ。三十六歳未婚のオールドミス。口くち煩うるさくて、女子生徒には特に厳きびしい。自分は地味だったから特に何も言われなかったけど、いつもクラスメイトが、スカートが短いだの化粧は校則違反だのと注意を受けていた。

　みんなから嫌われている存在だ。だから、放っておく。

　自分の席を見たが、そこには別の人間が座っていた。

　あれ、と思う。どうして私の席がないんだろう、と。

「ま、いいか」どのみち、このクラスに自分の席はもう必要ない。

　全員がぽかんとする中、衆しゆう人じん環かん視しを全身に浴び、在あり亜あは教室の真ん中へと歩いていった。

「久しぶり、美み弦つる」

　その中にいた、眼鏡めがねの少女に声をかける。

「……え？」名前を呼ばれた──緒お方がた美弦が、怪け訝げんな声をあげた。

「緒方さん？　あなたのお友達ですか？」

「え、いえ、違いますけど」佐さ野の先生に咎とがめられ、美弦が慌てる。

「酷ひどいなあ、美弦。違わないじゃない」

　拗すねた口く調ちようで言いながら、あ、覚えてないんだ、と理解した。

　たぶんあの時だ。無限回廊エターナル・アイドルが、自分の身体からだを捨てて、津つ久く見み奏かなでに移動した時。

　鴛おし野の在亜という存在は、修正力リペイントマーカーによってなかったことにされたのだろう。

　だけど、特に寂しさも悲しさも感じなかった。今までの鴛野在亜なんてその程度の存在だ。消えようが忘れられようがどうでもいい。世の中に必要とされていないんだから。

「おいデス委員長、知り合いか？」

「随ずい分ぶんファンキーな知り合いだな、しかし」

「でもさ……何か変じゃない？」

　口々に生徒たちから疑問のざわめきが起きる。美弦はその声に、語気を強くした。

「だから違うって！　あんた、誰だれさ？」

　怒ったような顔。いつも笑っていたデス委員長とは違うけれど、まあいいや、と思う。

「ふふ」在亜は、代わりに笑ってあげた。

　この娘なら、最初にうってつけだ。

「ぴんぽんぱんぽーん」笑い、冗じよう談だんめかして、

「挟はさ間ま市、私立挟間学園二年三組の天気をお知らせしまーす」

「……はあ？」教室が再び困惑に包まれたのを肌で感じながら、

「天候、昼までは曇くもり。ところによって……」

　そして。

　ポケットから取り出した、業務用の大型カッターナイフの刃を。

　走らせる。

　──首筋。

「雨が、降るでしょう！」

　一いつ瞬しゆんの後のち、

　噴水。

　美み弦つるが、よくわからない、という顔のまま、頸けい動どう脈みやくから血を噴ふき出した。

「き、い、やあああああああああああああああ！」

　その飛沫しぶきをもろに浴びた前の席の女子学生が意味をなさない声帯振動を起こす。すぐにその絶叫は教室中に伝でん播ぱし、悲鳴の大合唱が谺こだました。

　それをまるで伴ばん奏そうのようにして、在あり亜あは歌った。

「あーめあーめふーれふーれ、かーあさんがぁ」

　続いて、一いつ閃せん。

　今度は隣となりの席の男子生徒。

「じゃーのめーでおーむかえ、うーれしいなー」

　名前は──ああ、確たしか、塚つか原はらくんだ。

　知っている人もいる。思い出せない人もいる。

「ぴっちぴっちちゃっぷちゃっぷ、」

　親したしかった人も、親しくなかった人もいる。

　それらすべて、平等に。

　みんなみんな、

「らんらんらんっ！」………………死んでしまえ。

　絶叫の中、教室の端にいた人たちはもう逃げ出していた。クラスメイトを見捨てるなんて酷ひどいな。でも、血ち塗まみれになった人を抱えて必死で止血しようとしている人もいる。莫ば迦かだな、もう助からないのに。腰を抜かして震ふるえている人もいた。あーあ、逃げればいいのに。

　在亜はそう思いながら、目に付いた手の届く範はん囲いの人間たちに片端からカッターナイフを振るう。脆もろいステンレスの刃物も、人体の柔らかい部分よりは硬い。固定剤リターダである自分の腕力も加われば無敵だ。何人殺したのかは数えなかった。ただ楽しかった。面おも白しろかった。

　そうこうしている内、周りに誰だれもいなくなったので、足あし許もとを見る。

　虚ろな表情で──血に染まった美弦がひゅうひゅうと喉のどを鳴らしびくびく痙けい攣れんしていた。

「まだ死んでなかったんだ。……傷が浅かったのかな？　美弦。でも、大丈夫だよ」

　座り込み、何も見ていない瞳ひとみに向かって語りかけた。

「……もうすぐ、生まれ変われるから」

　在亜が言った、直後。

　美弦の呼吸が止まる。

　止まると、その身体からだが、死体が、まるで溶けるようにして──。

「ほら」消え、代わりに、数匹の真っ赤な蛇になる。

「……『エデンの恍惚マニツク・エデン』っていうの」

　血の海の中、蛇へびたちは同色の身体からだをくねらせ、泳いでいく。

　そして一番近くにいた手て頃ごろな獲え物ものに、その牙きばを突き立てた。

　腰を抜かして震ふるえていた彼女は、可哀かわい想そうに咬かまれたことに気付かない。ただ、何がなんだかわからないといった顔で、ゆっくりと床ゆかへ、横向きに倒れた。

「動けないでしょ？」

　屈かがんだまま向きを変えて、在あり亜あはその娘に笑う。

「蛇には毒があるんだよ。生物の授業じゃ……教わんなかったか、そんな初歩的なこと」

　カッターナイフで少女の喉のどを掻かいた。

　ごぶぇ、と、溢あふれる血で悲鳴が塞せき止とめられる音とともに、噴ふき出る赤。

　返り血を浴び、在亜は「きゃ！」と小さく悲鳴をあげて目を閉じる。

「もう、汚いなあ」ごしごしと両腕で血を拭ぬぐい、再び瞼まぶたを開いた時にはもう、その娘の姿はなかった。代わりに蛇が三匹、うねうねと教室の外へ向かっていた。

　殺せば殺すほど、蛇の数は増える。

　新たな蛇は獲物に咬み付く。

　咬み付かれた獲物は動けなくなる。

　それは、死の連れん鎖さであり、再生の軛くびき──。

　いつの間にか教室は静かになっていた。

　在亜の周囲は血の海だ。でも死体はひとつもない。

　倒れているのはみんな、蛇に咬まれて再生を待つ、哀れな人間だけ。

　──ちょっとはしゃぎ過ぎたかな。

　さっきの悲鳴で人が来たらまずいかも。立ち上がり、窓から外を見る。

　窺うかがうように周囲を見渡し、それから歩いて扉の方へ。

　顔だけを出し、廊下を覗のぞき込んで、在亜は笑った。

「なんだ。けっこういけてるじゃない、私」思わずひとりごちる。

　さっき自分が歩いてきた、見み慣なれた廊下。

　そこでは既すでに、動けなくなった生徒たちがところ狭しと倒れていた。

「さ、ここはこのくらいでいいか」

　毒で動けなくなった人は放っておこう。どのみちこのまましばらくすれば呼吸が止まり死に至る。死にさえすれば、カッターナイフで死んだ人と同じ。

　蛇に生まれ変わり、在亜の仲間になるのだ。

　急ごう。階下に騒さわぎが伝わってしまったかもしれない。

　この倒れた人間だらけの廊下を見る限りそんなにすぐはわからないかもしれないが、あまりのんびりしていると、当初の目的を果たせなくなってしまう。

「……行こうっと」

　うめき声すら洩もらせない生徒たちを踏み付けながら、在あり亜あは上じよう機き嫌げんだった。

　血ち塗まみれの顔をポケットから取り出したハンカチでもう一度拭ぬぐいながら、手に持っているカッターナイフをしっかりと握にぎり締しめながら──歩き始める。

　内気で、暗くて、人見知りの激はげしい鴛おし野の在亜がいた二年三組の教室ではなく、明るくて快活で、周囲の注目を浴びても物もの怖おじしない自分のいるべき場所へと。

「ばいばい、鴛野在亜」

　在亜は、首だけで振り返り、自分に別れを告げた。

　そうだ。

　これからは、鴛野在亜ではない。

　もうすぐ自分は、あの娘に取って代わるのだ。




　階段を軽かろやかに降りる。

　二年生の教室がある二階から、一年生の教室がある一階へと。

　そこでももう、騒さわぎが起きていた。蛇へびたちが片端から獲え物ものに食い付いているのだ。まずいかな、と思ったが、目的地は一階の一番端。自分が辿たどり着つくまでにはまだ間がある。

「きゃああああ！」そんなことを考えながら歩いていると、慌てて教室を出てきた生徒が自分の顔を見て立ちすくみ悲鳴をあげた。それも当然だろう。在亜の顔と服は返り血を浴びて真まっ赤かに染まっていたのだから。でも、煩うるさいので殺す。

　カッターナイフで目玉を抉えぐった。

「ぎいいいいいいいいいい！」あらあら、さっきまでは可愛かわいい悲鳴だったのに。

　それにしても、このままだと逃げられてしまうかもしれない。もっともっと蛇が増えればいいのだけどと思案する。どうすればいいだろう。やはり片端から殺した方がいいのか。

　考えている間にも、身体からだは勝手に動いていた。

　座り込んで震ふるえている男子生徒の喉のどを裂く。倒れている女子生徒の首を踏み折る。非力だった頃ころとは違い、固定剤リターダになった自分にその程度の力があることへ感かん謝しや。逃げようとしている人間をすれ違いざまに斬ざん殺さつ。カッターナイフの刃が欠けてしまった。ちきちきと出す。

　プレートを見ると、一年八組とあった。

　もう、隣となりだ。

　蛇は何匹くらいになっただろうか。半分には獲物を咬かみつつ一年九組へ行けという命令を出している。もう半分は仲間を増やしてから自分のところに来いという命令を出している。その双方が合流すればけっこうな数になるのだけど、どうだろうか。

「……ちょっと不安かなあ」でも、まあいいや。

　在亜は上気した気分のまま、一年九組の前へ立った。

　ここはどんなふうになっているだろう。そんな期待を込め、扉を開く。

　すると──。




「……そう。あんただったって訳わけ」




　声が、あった。

「……あら」その声の方を見つつ、教室を見渡した。

　在あり亜あの蛇へびは間に合ったらしく、かなりの人間が倒れている。その数は十五人ほどか。

　教室の机や椅い子すは散乱し、滅め茶ちや苦く茶ちやだ。パニックになったのだろう。

　残りの人間は逃げてしまったのか、それとも蛇に生まれ変わったのか。

　まだまともに生きているのは、四人。教室の隅すみにいる。

　その内の三人──君きみ子こと八や重えと姫ひめを守るようにして、自分の前に立っているのは、

「ええと、確たしか……」長い黒髪の、敵意と殺意を束たばねたような視し線せんでこっちを睨にらむ、少女。
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「舞まい鶴づる蜜みつさんね」

「鴛おし野の在亜。まさかあんた、生きてたとはね」

「あら。私のこと、知ってるの？」

「黙だまりなさいよ」舞鶴さんは、在亜を短く一いつ喝かつした。

「イヤだよ」けれど在亜は動じない。

　昔の自分だったら、こんな視し線せんには耐えられなかっただろう。きっと恐怖で背筋が凍って何も言えず、目を逸そらしてしまったに違いない。でも、今は違う。

「あなたに別に怨うらみとかはないもの。だから、そこからどいてくれたら見逃してあげるよ」

　こんな恐こわい視線にも、こうして笑え顔がおで、朗ほがらかに接することができる。

「……あんた、何か目的でもあるの？」舞まい鶴づるさんが眉まゆをひそめる。

「無限回廊エターナル・アイドルの差し金で、ただ無差別殺人をしに来たんじゃないの？　まったく……それに関してはたいしたもんだわ。津つ久く見み奏かなででさえこうも大だい胆たんにはやらなかった」

　身構えながら、それでも動かない。動けないのだ。

　彼女たちは既すでに、在あり亜あの赤い蛇へびたちによって包囲されているのだから。

「ま、いづるさん……」君きみ子この声には狼ろう狽ばいと恐怖。

「黙だまってなさい。……訳わけわかんないだろうけど、目でも瞑つむってて」

「そうだね。もう、誤ご魔ま化かせるような状況じゃないもんね」

　在亜は、怯おびえる君子に笑ってみせてあげた。

「でも、これからもっと大変なことになるよ。『エデンの恍惚マニツク・エデン』はどんどん増えてるもの。そのうち学校中が真まっ赤かな紐へびで括くくれるようになるわ。ううん、学校だけじゃない。この街も、この国も、この世界も……私と同じように、生まれ変わるの」

「……あんた、完全に狂ってるわね」舞鶴さんは、そんな在亜に舌打ちする。

「狂ってるって？　私が？」

「自覚がないの？」

「目的、って言ったよね、舞鶴さん？」

　悪口を言われて面おも白しろくなかったので、話を戻すことにした。

「あるよ、目的。だからこの教室に来たの」

「……何よ」

　在亜は、こっちを睨にらむ舞鶴さんの背後で震ふるえる、三人の女の子たちを指差す。

「あなたの後ろにいる人たちだよ」

　その内のひとり、在亜の求める最重要人物と、視線が合った。

「な、んで……」

「何で、って。わからないの？　姫島姫さん」

　怯おびえた声をあげた姫ひめに、在亜はとびきりの笑顔を向ける。

「一いつ緒しよに心しん中じゆうした仲じゃない」

「そんな、違う、私……」

「私はね、あなたになるんだよ。明るくて、友達がいて、世界に必要とされる人間に。……できるよね？　だって、私の中にはあなたの存在の一部が既にあるんだから」

　無限回廊エターナル・アイドルの劣化世界ジヤンクパーツ──『有限円環アカイイト』。生命と存在を同化させながら生まれ変わり続ける、ひっそりとうつろい逝ゆく世界。それに取り込まれた姫ひめ島しま姫ひめの生命は、即すなわち自分でもある。

「あなたにできるんだから、私にもできるよね？　だって、あなたは私なんだもん」

「うそ、そん、な」姫の声は、掠かすれて弱々しかった。

　たぶんこの娘こは、ちゃんとわかっているのだろう。

　本物の姫島姫はここにいて、今の自分はただの生命の抜ぬけ殻がら、偽にせ物ものだということを。

　そんな自分がのうのうと姫島姫でいるのは、おかしいということを。

　認めなければいけないのだ。

　偽物が本物に取って代わるのは、とても悪いことなのだと──。

　本物が現れたのだから、偽物は廃はい棄きされなければならない。そうでなければおかしい。

「そういう訳わけだから、どいてくれる？　舞まい鶴づるさん。私はただ、姫島さんになりたいだけなの。姫島姫に戻って、みんなから必要とされたいだけなの。あ……そうだ。私が姫になったら、来週辺あたりまた……久しぶりにどっか遊びに行きたいな。ね、八重、きみちゃん？」

「……ひ」君きみ子こが喉のどを詰まらせた。君子を抱だき締しめる八や重えも、守っているのか縋すがっているのかわからないほど震ふるえていた。姫は呆ぼう然ぜんと、放心したように動かない。

　だから、どんどん集まっている赤い蛇へびたちを、姫に食らいつかせようとすると。

「……ふざけんじゃないわよ、狂人」

　立ちはだかっていた蜜みつが、低い、唸うなり声ごえをあげた。

　左腕の義手を引き抜き、中に仕込んだ短刀で自らの右腕を、迷いなく傷付ける。途と端たん。

　風を切る音がして、在あり亜あの目の前に細い何かが映る。

　反射的に、背後へと飛び跳ねた。

　直後一斉に、ざざざざざざざざざ、と、何かが裂ける音がして。

　姫たちを包囲させていた赤い蛇の群れが一斉に、首を刎はね飛とばされる。

「『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』……」在亜は思わず、呟つぶやいた。

「寝ね惚ぼけてんじゃないの？　鴛おし野の在亜」

　首を失なくしてなおのたうち回る蛇たちを忌いま々いましそうに一いち瞥べつした後のち、蜜が失笑した。

「それとも盛大な勘違いかしら。……誰だれが姫島ですって？」

「あーあ……せっかく生まれ変わったのに」蛇が死んでしまった。

「黙だまりなさいよ！」蜜の語気が荒くなった。

「確たしかにこの娘は偽にせ物ものかもしれないわ。生命をあんたに移して一度死んでるんだから、考えようによっちゃあ、あんたの方が本物の『姫島姫』かもしれない」

「なんだ、舞鶴さんもわかってるんじゃない、だったら……」

「でもね」在亜の言葉を遮さえぎって、蜜は、

「この子たちの友達は、この偽物の姫島の方なのよ」

　そう──断言する。

「直なお川かわたちが選んだのは、直川たちを選んだのはあんたじゃない。この娘こよ。

　偽にせ物もの？　上等ね。安物の紛まがい物もの？　いいじゃない高価じゃなくて。コピー？　だったら本物との差なんてない。模も型けい？　模型の方が一いつ緒しよに気安く遊べるわ」

　まるで嘲あざけるように。そして同時に、自らに言い聞かせているかのように。

「私たちはことごとく偽物の世界で、だからこそ本物に取って代われる図ずう々ずうしさを持ってるの。だからね、鴛おし野の在あり亜あ。その贋がん作さくに負けた程度のくだらない真しん作さくなんて、どっかの博はく物ぶつ館かんの倉庫で大事に埃ほこりでもかぶってればいいのよ」

　不敵な笑えみを浮かべながら、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が、怒ど鳴なる。

「それがわかったら……すっこんでなさい！」

「同感だね」合わせるように、背後からも声がした。

「え？」どこか聞き覚えのあるそれに、在亜は思わず振り返る。

　そこには。

「だいたい私、あんたのことタイプじゃないしにゃー。そっちの姫ひめの方がいいよ」

　懐なつかしく、同時に忌いま々いましい、よく見知った姿があった。

「殊こと子こ……先せん輩ぱい……！」姫が感かん極きわまった声で、その人の名を呼んだ。

「……ああ」在亜もまた思わず、感かん激げきに喉のどを震ふるわせる。

　速はや見み殊子。

　かつて姫ひめ島しま姫だった頃ころ、付き合っていた人。

　そして、鴛野在亜だった頃、一度拒絶された人──。

　呆ぼう然ぜんとした在亜を他よ所そに、蜜みつが殊子に言う。

「遅いってのよまったく。……あんたが指し揮き執るはずでしょう？」

「ごめん、みっちゃん。正直、予想外だった」

「まあいいわ。これはさすがにどうこうなる規き模ぼじゃないし。……里り緒おと佐さ伯えきは？」

「学校中に湧わいた蛇へびの駆く逐ちく係がかり。里緒ちんがちょっと心配だけど」

「……保もつ？」

「わかんない。今でももうかなりぎりぎりだ」

「そう……じゃ、さっさと片付けないとね」

　何だろう、と在亜は思った。

　彼女たちが話している内容には興きよう味みがない。たぶん、無限回廊エターナル・アイドルと城き島じま晶あきらのことを踏まえているのだろうけれど、そんなことはどうでもいい。ただ私は本物の姫島姫で、偽物に取って代わりたいだけだ。なのにどうして邪じや魔まをするのだろう。邪魔をしないで欲しいのに。

「……酷ひどいや」ぽつりと呟つぶやく。

　たぶん──舞まい鶴づるさんも言っていたことが、そもそもの原因なんだろう。

　彼女たちは偽物なのだ。だから、本物の気持ちなんてわかる訳わけがない。

　偽にせ物ものが素す晴ばらしい？　間違っている。

　だって、偽物はどこまで行っても偽物なのに。偽物が本物に取って代われるなんて考えを持っているからこそ、彼女たちは自分のことを否定するのだ。

「そうか。そうだよね」

　偽物がはびこっている世の中がいけない。

　本物が必要とされなくなる世の中がいけない。

　だったら、偽物は全部、殺してしまおう。なくしてしまおう。

「……全部、殺さなきゃ」

　言葉に反応したのか、気け配はいの変化に気付いたのか。舞まい鶴づる蜜みつと速はや見み殊こと子こがこっちを睨にらんでくる。偽物の視し線せんだ。気持ち悪い。これ以上見てもらいたくはない。

「みっちゃん」

「わかってる。……姫ひめ島しま、あんたたち、悪いけど」

「え？」姫ひめが、その言葉を尋きき返す。ひゅん、とまた微かすかな風切り音。

　蜜の背後にいた三人が、数秒の後のちにゆっくりと崩れ落ちる。

　彼女の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が、彼女たちを絞め落として気絶させたのだ。

「下へ手たに動かれても困るのよ。それに……ここからは私たちの時間」

「凄すごいね」在あり亜あは素直に感心した。

「そんなこともできるんだ。無限回廊エターナル・アイドルの話じゃ、あなたが一番弱いってことだったけど」

「舐なめてもらっちゃ困るよ」応こたえたのは殊子。

「うちの妹はね、こう見えて恐こわいんだから」

「……誰だれが妹よ、この莫ば迦か女おんな」

　悪態を吐つきながらも視し線せんは在亜へと固定されている。

　状況は二対一。

　けれど在亜は、どうすれば勝てるかとも考えなかったし、戦力の分析もしなかった。

　ただ、どっちから殺そうかな、と。

　そんなことを思案しながら、再び朗ほがらかに、頬ほおを緩ゆるめた。




　　　　‡




「負け、か」

「ああ、そうだ。完全にしてやられた。まさかこれほどまでとは思わなかったぞ」

　僕が歩み寄っているのにも拘かかわらず、無限回廊エターナル・アイドルは逃げようとしなかった。

「……僕は勝った気なんかしないけどな」

「そうだろうさ」

　その視し線せんからは、悔しさや怒りは窺うかがえない。

　ただ、喜びを表現していない薄うす笑わらいにも似た、中途半端な顔をしていた。

「くくく……さて、続きを始めようか」

　それは──つまり、まだ諦あきらめてなどいないという意志表示だった。

　当たり前だ。

　まだ僕のすべきことは終わってなんかいない。それどころか、ようやく一歩前に進めたというだけだ。問題は山やま積づみで、こんなところで立ち止まっている暇ひまなどないのだ。

「そうだな。……さあ無限回廊エターナル・アイドル、お前の手持ちはあと幾つだ？」

「ふん、教えるものかよ。お前は俺おれの敵だ、失敗作。敵に手の内を見せてどうする？」

「ようやく僕を敵と認めたって訳わけだ」

「ああ、認める。お前は俺の敵だよ。遊び相手などでは断じてない。俺の非日常を脅おびやかし、俺のすべてを奪うばおうとする、俺の滅ぼすべき……敵、だ」

「そうか。でもな……僕はお前を敵だなんて思っちゃいないさ」

　だから僕は、無限回廊エターナル・アイドルを更さらに、挑ちよう発はつする。

「何だと？」

「僕の敵は城き島じま樹いつき、ただひとりだ。お前なんかどうだっていい。ただの遊び相手だよ」

　ずっと、僕にちょっかいをかけ続けてきたこいつを、嘲あざ笑わらうように。

「今やお前は……僕の敵ですらない」

　紛れもない僕の敵に向かって。

　こいつが逆上し、冷静さを失うように。

「あらあら、形勢逆転ね」どういう意図か、母かあさんが無限回廊エターナル・アイドルを揶や揄ゆするような顔をした。

「樹さんが見たら何と言うかしら？」

「ふん、決まっている。樹が見たなら……くだらない、と一笑に付すだろうな。俺も、この失敗作も。俺たちがやっているのはその程度のことだ」

「同感だな、無限回廊エターナル・アイドル」その言葉に僕は思わず笑った。

「だけど、くだらないと言われようと、僕は引き下がる訳にはいかない。ここでお前を殺して……そして父とうさんと母さんのやろうとしていることも打うち砕くだく」

「あら、それは無理よ」

「関係ないね」これ以上の会話は無意味か。

　無限回廊エターナル・アイドルが狼ろう狽ばいしているかどうか、冷静さを失っているかどうか、それはまだわからない。

　ただ、もう一度仕掛けてみればはっきりするだろう。逆に言えば、こいつをこれ以上挑ちよう発はつしたところで大きな効果は見込めそうにない。

　剣を構える。

「さあ、もう一度だ、無限回廊エターナル・アイドル。……幾つお前の世界を砕いたっけな？　まだこれからだ。お前をもう一度、生まれた時のように……たったひとりにしてやる」

「……そうか」無限回廊エターナル・アイドルが、こっちを睨にらむ。

「ではやるか、失敗作。今度は俺おれとお前の、真しん贋がんを問う戦いだ」

　それを聞き、僕は足に力を入れ、僕の敵を突き刺そうとして身体からだを沈めた。その時。

　背後で、硝しよう子この気け配はいが変化した。

「……っ!?」小さな驚きよう愕がくの声。

　突然だった。

　僕は思わず、殺気はそのままに視し線せんだけを硝子へ移す。

「な……」それを見て、僕の喉のどからも思わず、音が漏れた。

「く、くく」無限回廊エターナル・アイドルが、嗤わらった。

「……そうかなるほど。時間は俺に味方をしたか」

　硝子の、肩。




　さっきまでそこに座って、僕らに力を与えてくれていた小こ町まちが。

　手足の力を失い、そのまま床ゆかへとずり落ちた。




　硝子が思わず、その身体からだを受け止めようとする。けれど小町はその腕に抱きとめられる前に身体を透すけさせ、ケーブルを引ひき千ち切ぎりながら──幽ゆう霊れいのように消失する。

「小……町？」硝子が呆ぼう然ぜんとしている。

「まさか」僕は愕がく然ぜんとした。

　小町の消失。これはどういうことなのか。

　学校からここまで存在を繋つなげていた『基点』のどこかが絶たれたのか。

　いや、あり得ない。殺されたところで分裂してそれを逃れることができるのが小町だ。父とうさんが関与でもしていない限り、小町は力が続く限りここにいるはずだ。

　だったら、或あるいは。いや、まさか。

　小町ではなく、里緒自身に何かあった？

「ふたりとも策とも呼べない賭かけだったが、どうやら俺にも分ぶがあったようだな」

　無限回廊エターナル・アイドルの得意げな嘲ちよう笑しよう。

「お前は学校を手て薄うすにして俺を追ってきた。そして俺はそれに乗じて学校を攻めた。まあ……今のところは勝ったとも負けたとも言えんが、それでも俺の一歩有利、というところか」

　言葉通り、学校では何かが起きているのだろう。

　でもそれが何なのか、今の僕にはわからない。

　僕が手に持っていた剣に、外見の変化はない。

　だけど──。

　小こ町まちがいなくなったことで、特性が完全に失われている。無限回廊エターナル・アイドルの攻こう撃げきに合わせて不定量子回路を分裂させ、性質を変えることができない。

「……どうするの？　晶あきら」

　母かあさんが面おも白しろそうに、無限回廊エターナル・アイドルへ言った。

「ここで一気に攻めに転じる？　それともこれを機きにして逃げる？」

「そうだな。……逆上して『世界の終わりカーテンフオール』でも使われたらことだ」

　彼らの会話が耳に入らない。

　それよりも、とてつもない不安が胸に充みちる。

　里り緒おはどうなってしまったのか。まさか、何かあったのか。

　仮に里緒自体は無事だとしても、力を使い果たした結果というのなら──消耗せざるを得ない状況が学校で起きているのは間違いない。

　殊こと子こたちに任せてきたから大丈夫だ、と思うが、それでも、と心の中で反はん論ろんがある。

　たとえば、殊子や舞まい鶴づる、佐さ伯えき先生に里緒、それに僕と硝しよう子こを含めても対処しきれないようなことが学校で起きているんなら──取り返しのつかないことが起きているのなら。

　これまで僕らの前に現れた虚軸キヤストたちよりも数段質たちの悪い敵が、学校を襲おそっているなら。

　虚軸キヤスト同士の戦いに数は問題じゃない。

　崩れる時は、たとえ何人がかりだろうと、あっさり崩ほう壊かいする。

「……硝子っ！」僕は叫んだ。

「戻るぞ！」

「はい！」

　僕は叫びざま、無限回廊エターナル・アイドルに剣を投げ付ける。躱かわした隙すきを見て踵きびすを返し、硝子の手を取る。

「心配するな、失敗作。俺おれは追わないよ」

　背後に聞こえる無限回廊エターナル・アイドルの声は、再び余裕に満ちていた。

　言葉通り追ってくる気け配はいはない。僕が間に合うかどうかを試したいのだ。

「さあ、急げ。……今回は俺の負けだ。完全無欠に俺の負けだ。だが、お前が勝つかどうかは、勝った気になるかどうかは……ここからにかかっているぞ？」

「ふふ……気を付けてね？」母かあさんは人好きのする笑えみで僕を苛さいなんだ。

「あなたたちがくだらないことに必死になっても、私にとってはどうだっていいわ。だからこれはただのお遊び。遊びに必死になってる子供に付き合うのが、親の役目よ」

　それを最後まで聞かず、僕は扉を蹴け飛とばして開け、走り出した。

　途中で硝子を抱え上げる。手を引いたよりこっちの方が速い。

　埠ふ頭とうを出て、フェリー待ちのタクシーを見付け、乗り込んだ。

「挟はさ間ま学園まで！　急いでくださいっ！」

　のんびりした調ちよう子しの運転手に叫びながら佐伯先生の携けい帯たいに電話をかけた。数コールのあと、『もしもし』という返事を待たずに僕は叫ぶ。

「先生！　そっちはどうなってるんですか！」

『晶あきらさん？　……ごめんなさい、急いで来て』

　声は、佐さ伯えき先生には珍しいほどの焦しよう燥そうに満ちていた。

「マスター……」

「大丈夫だ、硝しよう子こ」自分にも言い聞かせながら僕はようやくそれだけを呟つぶやく。

　もっとスピードを上げてくれと急せかしたタクシーはそれなりの速度で走っていたが、それでも周りを流れる景色けしきはやたらのんびりしているように見えた。

　僕はそれを苛いら立だたしく見ながら、間に合ってくれ、と、唇を咬かむ。




　タクシーが学校に到着したのは、それから七分の後のちだった。

　結局、僕は──寸前のところで、間に合わなかった。
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　守るべき存在を背に、舞まい鶴づる蜜みつは敵と向かい合っていた。

　相手はひとりで、ここは『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の得意とする、四方天てん井じように平面を持った空間。

　そういう意味ではこれ以上の舞ぶ台たいはない。

　けれど蜜は、自分の置かれた状況を考え、舌打ちをする。

「……まったく、冗じよう談だんじゃないわね」

　何よりの問題は、相手の出方がまったく読めないことだった。

　鴛おし野の在あり亜あ。かつて無限回廊エターナル・アイドルの画策で城き島じま晶あきらに戦いを挑み、敗れた敵。そして無限回廊エターナル・アイドルの固定剤リターダとなり、そのまま消えてしまったと思われた女。

　今の彼女は、話に聞いていた人格とはまったく違う。はっきり言えば頭のネジが完全に飛んでしまっていて、何をしでかすかわかったものじゃない。

「直なお川かわといい別べつ保ぽといいこいつといい……何で私はこう、狂人を相手にする羽は目めになんのよ」

　愚ぐ痴ちをこぼすが、逃げ出す訳わけにもいかない。

「ま、運命だと思って諦あきらめたら？」鴛野を挟んだ反対側で、殊こと子こが軽口を叩たたく。

「煩うるさいわね」言い返しながらも、こっちも懸けん案あん事項だ、と密ひそかに眉まゆをひそめる。

　殊子にはもう『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』がない。相手の心を操あやつり、虚界渦アンダーゲートを開放すれば物理法則さえも我わがものにする万能の力は既すでに失われてしまっている。

　このしぶとい女のことだから大丈夫だと思うが、それでも万が一がないとも限らない。

　──まあ、考えても仕方ない。

　それに、自じ傷しようがなければ力を使えない自分も似たようなものだ。

「さて……じゃあ、殺し合いましょうか？　鴛野在亜」

「殺し合う？　そんなことしないよ」威い嚇かくするも、鴛野には通じない。

「だって、私は死なないもの。私があなたを殺すの」

「……やってみなさいよっ！」叫び、仕掛けた。

　さっき斬きり付けた腕による解放時間は、あと十秒といったところだ。

　だけど十秒もあれば事足りる。なます切りにしてやる。

　頭髪を壁かべ、床ゆか、天井に突き立てる。平面を跳ちよう躍やくさせ、鴛野の身体からだへと殺到させる。

「ふうん……無む駄だなのに」鴛野が動いた。

　横に飛び、身を伏せながら『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の刃やいばを躱かわす。それまでの緩かん慢まんな、場の空気を読めていないかのような態度からは想像できない動きだった。

　床に転がり、更さらに蜜の攻こう撃げきを避けながら、目が合った瞬しゆん間かんににこりと笑う。

「足あし許もとが、お留守だよ」

　打算も嘲ちよう笑しようもなく、ただ善意で忠告しただけのような、底の知れない破は顔がんだった。

「みっちゃん！」殊子が叫んだ。わかっている。

　鴛野の虚軸キヤスト──真まっ赤かな蛇へびの群れが再び、大量に這はい寄よってきていた。

「ち！」そちらに意い識しきを向け、蜜みつのみならず君きみ子こたちにも牙きばを突き立てようとしていた蛇へびすべてをさっきと同じように斬きり殺ころす。これで全部か、と周囲に視し線せんを巡らせたのも束つかの間ま、

「蜜、上っ！」再び、殊こと子この声。

　今度は天てん井じようから──ばらばらと落ちてくる。

　危うく首筋に取り付かれそうになったそれらを一斉に両断した。

「あ、すごい。全部片付けちゃった」

　悔しさなどまったく見せず、鴛おし野のがぱちぱちと手を叩たたく。

　思わず怒りに顔を歪ゆがめたが、罵ば声せいは押おし止とどめた。……狂人に何を言っても無む駄だだ。

　代わりに牽けん制せいを込め、睨にらみ付けながら言う。

「あんた、蛇をけしかけるだけなの？」さっきの攻防で、約五秒。

　あと五秒の猶ゆう予よはあるが、今のうちにもう少し残り時間を増やしておこうと思った。

「それだけじゃ、じき詰むわよ」吐き捨てて、義手に仕込んだ刃やいばで右腕をもう一度、切る。

　今度はさっきよりも深く。痛みが走るが、この程度、治れば痕あとも残らないだろう。

　傷に伴って、蜜の頭の中を走り回る電流が勢いを増す感覚があった。

　──今度は二十秒、ってところか。

　暗示さえ解ければこんな厄やつ介かいな手順を踏む必要はなかったのだが、仕方ない。殊子は力を奪うばわれてしまったし、最後に残った一回は森もり町まち芹せり菜なに使うためにとっておく必要がある。直接本人から聞いてはいないが、殊子ならそうするだろう。まあ、仮にこっちに使うなどと言い出したところで、くだらない気き遣づかいをするなと怒ど鳴なりつけてやるけれど。

「手首切ったりして痛くないの？　舞まい鶴づるさん」

　こっちの思案にもまるで構わず、鴛野は自じ傷しようする蜜を見て首を傾かしげた。

「あんたにもっと痛い思いをさせるためよ」

　皮肉たっぷりにそう応こたえてやったが、恐らくは通じていないだろう。

　だが、そんな予想をしていた蜜を、驚きよう愕がくが襲おそった。

「痛い思い？」無む邪じや気きともとれる顔で、鴛野は、直後。

「それって……こういうの？」

　ごりっ──、と。

　自らの手首にカッターナイフの刃を当て、力を込め、鋸のこぎりのように往復したのだ。

　肉に埋まった白いステンレスが赤く染まった。滲にじみ出た血が腕を伝って流れ出ていく。

「ねえ、こんな感じかな？」

　こっちが顔をしかめるほどに深い、肉の見える傷口を見せつけながら、鴛野は笑う。

「知ってる？　私、もっともっと深く手首を切ったことがあるんだよ？　姫ひめ島しまさんと心しん中じゆうした時。その時は、もっと痛かったしもっと血が出たし、傷口からは骨が見えたの」

　だからどうした。そう言いたくなる。

　が、どうも本人は面おも白しろいことを教えてあげているつもりのようだ。

　気味が悪くなる。どうしてこの女はここまで壊こわれてしまったのだろう？

「……わざわざ意味もないのに自じ傷しようするなんて趣しゆ味みが悪いわね」

　不可解さを押し殺してわざと笑えみながら、蜜みつは身構える。

「ううん。意味がない訳わけじゃないよ……ほら」

「……な……っ！」目を見開く羽は目めになった。

　鴛おし野のの腕から滴したたり落おちた血が──さっきまで蜜がさんざん斬きり殺ころしたのと同じ、赤い蛇へびへと貌かたちを変えていく。液体がうねり、立体的になり、鱗うろこが浮かび、頭に眼めと牙きばを生はやす。

「これが私の……『エデンの恍惚マニツク・エデン』」

「異常な楽園マニツクエデン？　よく言ったもんね」

「そう？」

　生まれた蛇は鎌かま首くびをもたげ、蜜を威い嚇かくしている。

　見れば教室の外からも更さらに数十匹、続々と集まってきている。

　どの程度の規き模ぼなのか判然としない以上、かなりまずい。

「なんか数が少ないなあ。どうしたんだろ？」

「それで少ない、って。あんたいったい何を仕出かしたのよ」

「ひょっとして、ここに来る前に誰だれかにやられちゃったのかな？　……せっかく生まれ変われたのに、悲しいね。残念だね。でも、仕方ないね」

　こっちの言うことを無視してひとりごちている。会話にならない。

「……ち」まあいい。今はこれをどうやって乗り切るかだ。

　と。鴛野と対たい峙じしたその向こうで、殊こと子こがそっと、転がっている椅い子すに手を伸ばしていた。

　──そうね。

　少し安心する。状況は悪いが、こちらはふたり。

　確たしかに殊子にはもう超常的な力などない。だが──そんなものなくたって、あの女がどれほど厄やつ介かいで敵に回すと恐ろしいかというのは、自分が厭いやというほど知っている。

「さて、じゃあ鴛野在あり亜あ、もう一回やりましょうか」

「え、何を？」本当にわかっていないという顔で、それでも鴛野は視し線せんをこちらに向けた。

　蛇が一斉に──壁かべと床ゆかと、それから天てん井じようを這はいながらこっちへ向かってくる。

「莫ば迦かのひとつ覚えみたいにっ！」

　蜜は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』でそれらを迎むかえ撃うちながら、同時に殊子へアイコンタクトを送る。

　さっきと同じようにこちらを茫ぼうと見ている鴛野は、殊子の存在など気にもかけていないようだ。虚軸キヤストを殆ほとんど失ったと無限回廊エターナル・アイドルに聞かされでもしているのだろう。

　それが、仇あだだ。

「……ところで、鴛野在亜さん。私のこと忘れてないかにゃー？」

　恐らく彼女にとってはいつの間にか──背後に来ていた殊こと子こが、冷笑で声をかけた。

「え？」

「あんまスマートじゃないけど……ま、仕方ないか」

　容よう赦しやなど微み塵じんもなかった。

　殊子は両手に持った椅い子す、その背で、勢いよく鴛おし野のの頭部を殴りつける。

　常じよう軌きを逸いつした力。虚軸キヤストを失ったと言ってもまだ固定剤リターダには変わりない。

　ぎゃん、という悲鳴と一いつ緒しよに、鴛野はそのまま数メートルも吹っ飛んだ。

　そして更さらに。

　床ゆかに転がった鴛野の身体からだに殊子は追い討ちをかける。

　椅子でもう一度、再び頭部を横殴りにする。

　鴛野が転がって避けた。だからもう一度。

　今度は机を蹴けり、起きあがろうとする彼女を止め、また頭部。

　打だ撃げき音おんはしなかった。殊子が振り下ろした椅子は、まるでゴム鞠まりを殴ったように中途で跳ね返る。鴛野がたまらず不定量子の反発力場で対抗したのだ。

　蛇へびたちを洩もらさず切り裂きながら、蜜みつはその様よう子すを見る。怒ど濤とうのように椅子を振り回す殊子と、それを避けながら床を転がり回る鴛野。正直なところ、どっちが狂人なんだかわかりはしない。みっともなく情けない戦いだが、それ故ゆえに恐ろしいと思った。何な故ぜならこんな──人間を容赦なく椅子で殴りつけるなんてこと、常人にできはしない。

　圧倒的な冷れい徹てつさと、原始的に人を殺す野や蛮ばんさ。そのふたつを平然と併あわせ持もち、無表情で実行に移す。これができるのは蜜の知る者の中では、まさしく殊子だけだ。

「さあ、どうしたの？　こんな……何の力もない女にやられる気かな？」

　挑ちよう発はつではなくただ事実のみを指摘しているような、殊子の声。

「うわ、あ、あ、あ！」頭部を──徹底的に頭部のみを狙ねらわれ続ける鴛野は、それでも上う手まく逃げ回っている。が、時間の問題だ。こうしている内は蛇も操あやつれはしない。

　少し忌いま々いましいが、手て伝つだってやることにしよう。

「さあ、行きなさい……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』！」

　数百本を束たばにして、近くの壁かべへと突き立てる。

　二次元を跳ちよう躍やくした黒い縄なわは、転がり回る鴛野の足に絡み付き、動きを奪うばった。血から蛇が生まれると面めん倒どうだから切り裂きはしない。ただ、縛しばる。

「ナイスアシスト、みっちゃん」

「……ふん」

　──人間の頭部を椅子で滅めつ多た打うちにしている女の言う科白せりふじゃないわね。

　殊子は無言で、動きを奪われた鴛野に向かって椅子を振り上げる。

　詰みだ。

　がしん、と、転がった机の向こうで、椅い子すの壊こわれる破は砕さい音おんがした。

　──殺した。

　そう思った蜜みつは、しかしすぐに、おかしいと気付く。

　椅子が壊れる音がするのは不自然ではないか？　……本当なら、頭部の潰つぶれる音が聞こえるはずなのに。違和感に呼応するかのように、殊こと子こが舌打ちして大きく背後へ跳ねた。

　それと同時に、仰あお向むけに倒れた鴛おし野のの腕がカッターナイフを振り抜く。直前まで殊こと子こが立っていた場所の空気が裂けた。

「……何？」思わず声をあげた蜜の目に、鴛野の立ち上がる姿が映った。

　足を縛しばっていたはずなのに、その──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を引ひき千ち切ぎりながら。

「あーあ」鴛野が、残念そうに呟つぶやいた。

「使いたくなかったなあ」

　どういうことだ、と問うよりも早く、殊子が低い声で言う。

「……『悲ラしグきド玩ー具ル』……」

「そうですよ、殊子先せん輩ぱい。これ『悲ラしグきド玩ー具ル』の、劣化世界ジヤンクパーツです」

　頭部を殴られた挙げ句に地面を転げ回ったばかりだというのに、ふらつきもせずにこにこと笑う鴛野は、僅わずかに口を尖とがらせた。

　椅子を破は壊かいし、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を引き千切った力。それはつまり、

「……上うえ野の恭きよう一いち、の？」

「うん、そう」蜜の言葉に鴛野は頷うなずく。

「でも、私、これ嫌いなの。だってこれ、全部を偽にせ物ものにする力だもの。本物の私がそんな力を持ってるなんておかしいよね？　偽物なんていらないのに」

　考こう慮りよしておくべきだった。仮にもこの女は無限回廊エターナル・アイドルの差し金だ。それもたったひとりで学校に来た。だったら『エデンの恍惚マニツク・エデン』とやらひとつだけしか持っていないはずがない。

　まるで亡ぼう霊れいだ。そう思った。以前敵だった相手が、以前敵だった別の虚軸キヤストを身に纏まとわせて、ここに立っている。悪あく趣しゆ味み極きわまりない。

「……冗じよう談だんじゃないわね、あんた」

　しかし、悪態を吐ついていても仕方なかった。

　厄やつ介かいではあるが、どうしたってこの女を殺さなければ、学校どころか街が危ない。

　そうこうしている間にも、教室の扉から蛇へびたちが再び入ってくる。まるで無限とも思えるように、その数はまた殖ふえつつある。冗談じゃない。

「まったく……無限回廊エターナル・アイドルも、とんだ爆ばく弾だんを落としてきたもんだわ」

　自分の双そう肩けんにかかった重圧を感じながら、蜜の唇は固く引き結ばれていった。




　　　　‡




　一方、鴛おし野の在あり亜あの背後で、殊こと子こは軽い緊きん張ちようとともに思案を巡らせる。

　よりにもよって厄やつ介かいな相手が来たものだ。

　たとえば直なお川かわ浩こう輔すけのようなただの俗物であれば、簡かん単たんに挑ちよう発はつできた。上うえ野の恭きよう一いちのような半端な策さく士しなら、それ以上の策で翻ほん弄ろうできた。津つ久く見み奏かなでのような難なん物ぶつでも、思考を読んでどうにか対応できた。かつて殊子の前に立ちはだかった鴛野在亜であれば、心の弱さを突くことで突破口が開けた。けれど今ここにいるのは、そのどれでもない。

　狂人だ。

　挑発にも乗らず、策に意味はなく、壊こわれた心に強さも弱さもない。

　不合理な思考を合理的に読むことなど、できはしないのだ。

　恐らく『悲ラしグきド玩ー具ル』の劣化世界ジヤンクパーツをすぐに使わなかったのは出し惜しみなどではないだろう。本当に使いたくなかっただけだ。そういう意味でこの娘は勝ち負けとか駆け引きなど微み塵じんも考えていない。目の前の相手を殺そうとしている、それだけ。

　ひょっとしたらまだ他ほかの虚軸キヤストを隠し持っているかもしれない。この調ちよう子しだと『あるの忘れてた』などという冗じよう談だんみたいな理由で妙な手をいきなり使ってきそうだ。

　──さて、どうするかな。

　懸けん案あん事項はまだある。まずは蜜みつだ。

　話の通じない、会話にもならない相手を前にして、彼女が逆上してしまわない保証はない。そうなると一気にこちらが不利になる可能性もある。──まあ、これはこっちが制せい御ぎよできるという意味では、それほど心配してはいないけれど。

　それよりも、里り緒おとネアの方が気になる。学校に増殖している蛇へびを退治し、まだ無事な生徒を保ほ護ごするためにふたりには動いてもらっているが、ネアはともかくとして里緒は、ただでさえ晶あきらに小こ町まちを持って行かせるために力を使い続けているのだ。ここ半月ほどは連日無理をし通しなこともあり、晶たちが戦っている間に里緒の体力が尽きてしまうかもしれない。

　とにかく、どうにかして一刻も早く突破口を見付けなければいけなかった。

　まずは『エデンの恍惚マニツク・エデン』。

　異変に気付いてからここに来るまでに殊子は、この赤い蛇たちに関してある程度の性質を見抜いていた。これは鴛野在亜の血のみならず、死体が変化して発生する。そして毒を持つ。蛇に咬かまれた人間はやがて死に、新たな蛇となって生まれ変わる。

　まるでゾンビか、ドラキュラみたいな鼠ねずみ算ざん。

　映画とか小説ではこういう時どうしてただろうか。

　確たしか末端は無視して親玉を叩たたくのが一番の解決作だとか、そんな感じだった気がする。……というか、今やってることじゃないか。意味ない。

　せめて流れる水を越えられないとか火に弱いとか、蛇へびに何か固有の性質や弱点があればいいのだけど──たぶん、そういうのはないだろう。

　と、そこで閃ひらめいた。

　バカバカしいかもしれないとかなり思うが、何せ相手は精神が壊こわれている。まともな人間には通じない手でも、ひょっとしたらあっさり通じるかもしれない。

「ねえ、鴛おし野のさん」ものは試し。

　殊こと子こはまるで、世せ間けん話ばなしでも始めるかのような口く調ちようで、話し掛けた。

「ん、なんですか？　殊子先せん輩ぱい」無防備に振り返り、まるで姫ひめのように自分の名を呼ぶ在あり亜あに僅わずかな嫌けん悪お感かんを覚えつつ、殊子は適当な笑え顔がおを浮かべる。

「その……『エデンの恍惚マニツク・エデン』だっけ。凄すごいね。鴛野さんの言うことなら何でも聞くの？」

「はい、そうですよ」

　褒ほめられたことを喜ぶように──いや、本気で、心底からただ喜んでいるのだろう──在亜は朗ほがらかに笑い、足あし許もとにいた数匹の蛇を愛いとおしげに一いち瞥べつする。

「生まれ変わったこの子たちは、本物なんです。本物の歯車なんです。だからちゃんと役割をしっかりこなすの。私の言うことにはちゃんと従うの」

「……本当？」

「もう、疑ってるんですか？」在亜は剥むくれる。

　いいかもしれない。乗ってきている。ならば、

「じゃあさ、鴛野さん。……その蛇たち、一箇所に集めてみせてよ。そうだな……あそこの、教きよう壇だんのとこらへんとかどうかな？」殊子はできるだけ穏おだやかに、それでいて悪戯いたずらっぽく、蜜みつたちが陣取っている場所とは反対側、教室の上かみ手てを指差す。

「いいですよ」在亜が、笑った。

　そして、普通に考えれば致命的な行為を始める。

「さ、行きなさい！」

　右手に持っていたカッターナイフをまるで指し示じ棒ぼうのように、教壇へ向かって振ったのだ。

　蛇の群れは在亜の命令に呼応し、一斉に向きを変えた。蜜たちに対する包ほう囲い網もうを解き、指示された方向へと這はっていく。──あっけなく、上う手まくいった。

「……嘘うそ」蜜が呆ぼう然ぜんとしてそう洩もらした。

　が、すぐにその表情を、不敵な笑顔で塗ぬり潰つぶす。

　何せ、在亜は蛇に指示を出すため蜜に背を向けているのだ。

　更さらに蛇も同どう様ように。これ以上の好こう機きは、ない。

　蜜は身構えた。頭髪の数本がざわざわと、こちらは黒い蛇のように鎌かま首くびをもたげる。

「……死ねえっ！」そして。

　壊れた万華鏡デイレイドカレイドは、その先端を床ゆかへと突き立てると、平面を媒ばい介かいにワープ。在あり亜あの背後、足あし許もとへと出現し、そのまま一いつ直ちよく線せんに、鞭むちさながらに空気を引き裂きながら、

　在亜の身体からだを逆ぎやく袈げ裟さに、バターのように切断した。

　声が洩もれる暇いとまもなかった。

　相手は気付いてさえいない。

　ずる、と。斜めに入った切断面を摺すり合わせながら。

　──ふたつに分かたれた身体が、床へと無ぶ様ざまに、崩れ落ちた。

「……成功」殊こと子こはそれを見てにやりと笑えんだ。

「成功、って……何よこれ。気の抜けた策さくね」

　敵を殺した蜜みつが、呆あきれたように肩を竦すくめる。

「ま、いいわ。いかにもあんたらしい」

「それって褒ほめてんの？　貶けなしてんの？」

「一応褒めてんのよ。少なくとも城き島じま晶あきらには考え付かないでしょうね。いつも人をおちょくってからかってるあんたにしか、こんなくだらない真ま似ねできやしない」

「はは、貶してるようにしか聞こえないんだけど」

「煩うるさいわね。……これでも珍しく、感心してんのよ」

「へえ、そりゃホントに珍しい」

　殊子は少し嬉うれしくなった。珍しいというか、むしろ初めてかもしれない。

「じゃあ珍しいついでに、ちゅーとかしてくれると嬉しいにゃー」

「……誰だれがするか莫ば迦かっ！」

　とは言え、調ちよう子しに乗って追い討ちをかけ怒らせてしまうのが自分の悪い癖くせではある。でも仕方ない。無む意い識しきにやってしまうから癖というのだ。

「それにしても……狂人の虚軸キヤストらしいわね。主あるじを失ってもまだ命令を実行してる」

　蜜がそんなことを言いながら、教室の床を眺めた。

　見れば蛇へびたちはまだ、のろのろと教きよう壇だんの方へ向かって行進している。

「ホントだ」殊子は苦笑し、一いち抹まつの憐れん憫びんを覚え──「……って」

　直後、憐憫など覚えた自分の間抜けさに、気付く。

「……『ホントだ』じゃない」

「何がよ？」蜜が腕組みをしてこっちを怪け訝げんな顔で見た。

　が、やはりすぐに、その表情を硬直させる。蜜も理解したのだ。

「な……っ」呆ぼう然ぜんとしたままに、驚きよう愕がく。

　蛇たちがまだ、行進している、だって？

　あり得ない。そんなはずはない。

　何な故ぜなら鴛おし野の在亜の身体は両断されてしまっているのだから。

　だったら蛇へびたちがすべきは、行進などではない。

　固定剤を喪い、この世界との接続を断たれ、消えてしまうことなのに──。

「う……ん」声が、あがった。

　それはさっき、鴛おし野の在あり亜あが倒れた場所からのもの。

「……っ！」殊こと子こと蜜みつは、身体からだを硬直させてそちらへ身体ごと視し線せんを向ける。

　動く気け配はいがあった。

　ごそ、と音がした。

　そして。

　さっきふたつになって死んだはずの在亜が。




　何ごともなかったかのように、むくりと、起きあがる。




「嘘うそよ！」蜜が叫んだ。

　殊子もそう思った。斜めに切り裂かれるのを確たしかに見たはずだ。

　だけど彼女の身体はそうなっていない。

　悪い夢のようだ。ただ制服だけが、さっきの蜜の攻こう撃げきが現実だったことを示している。綺き麗れいに裁さい断だんされたまま下半分が下着ごと落下し、片方の乳房を覗のぞかせた。

「やだ」恥ずかしそうに在亜が、露ろ出しゆつした胸を押さえる。

　その仕し草ぐさはさっき死んだとはとても思えず、その場の異様さを物語っていた。

「もう……これ、どうしよう」呟つぶやいて、周囲を見渡し、

「あ」床ゆかにしゃがんで何かを拾い上げた。

　カーディガンだった。死んで蛇になってしまった誰だれかが着ていたものだろう。在亜は、吸った血を滴したたらせるそれを着込むと、ラッキー、と頷うなずいた。

　それを見ながら殊子は、今日きようは肌寒いくらいだったからカーディガンを着てた娘がいたんだろうなと、この訳わけのわからなさとは関係のないことを現実逃とう避ひのように考える。

「なん、で」蜜の恐怖に、在亜がこっちを向いた。

「もう、酷ひどいなあ舞まい鶴づるさん。私を殺すなんて」

「なんで、よ」

「私、もうすぐクラスメイトになるんだよ？　仲良くしてよ」

「なんで、あんた……質問に答えなさいっ！」

「私は本物だもの」在亜は、無む邪じや気きに笑う。

「でも、これもできれば使いたくなかったな。偽にせ物ものなんだ、これも」

　虚軸キヤスト、か。でも、どんな──。

「『アンノウンゆらゆら』の劣化世界ジヤンクパーツ、だって」

　在あり亜あは楽しげで、けれど少し拗すねているようだった。

「元になった『アンノウンゆらゆら』に人を生き返らせる力はないけど、これにはあるんだ。……って言うより、えっと……『運命を一度だけ覆くつがえす』だっけ？　死んだ時にしか出てこないし、覆したあとは消えちゃうんだって。だからやっぱり不完全な偽にせ物ものだよね」

「は……っ」思わず失笑が洩もれた。

　冗じよう談だんじゃない。

　確たしかに他ほかの虚軸キヤストを植え付けられている可能性を考えないではなかったが、それにしたって、殺した後に生き返るだなんて想像すらしていなかった。いったい無限回廊エターナル・アイドルは、どれだけの虚軸キヤストを、欠落を、この哀れな娘に与えたのだろう。

　この前の事件の時もそうだった。里り緒おの劣化世界ジヤンクパーツだの、毒どく霧ぎりだの、人を操あやつる力だの、まるで粘ねん土ど細工のようにほいほいと、ひとりの人間に幾つも世界を繋つなぎ合わせて。

「ふざけてるわね」

　蜜みつが呟つぶやいた。声は怒りに震ふるえている。いや、恐怖か。

「でも……もう一度殺してやればいい話よ」

「そうだね。……もう一回、か」

　さっき、一度覆したら消える、そう言っていた。だったら次はないはずだ。

「ううん」しかし、そんな殊こと子こたちの希望を打ち砕くように。

　在亜は首を振り、屈託なく破は顔がんする。

「確かにこれ、一度使ったら消えちゃうけど……大丈夫。だって私、これ、沢山持ってるもん。無限回廊エターナル・アイドルは『アンノウンゆらゆら』からこれをいっぱい枝分かれさせたのよ。そしてそれを殆ほとんど私にくれたの。いざとなったら使え、って。私はこんな偽物欲しくないなあって思ったけど、でも使い捨てだからまあいっか。偽物は使い捨てられるのがお似合いだものね」

「な……」殊子は信じられない気分になった。

「たくさん、って……幾つ」

「ええと、十一、だっけ？　あれ、それって作った数だったかな？　忘れちゃった」

　劣化世界ジヤンクパーツとは言え、一度で消えてしまう弱い者とは言え、曲りなりにも虚軸キヤストを──十一？

「なるほど、気が狂う訳わけだわ」蜜からはとうに余裕が消えている。

「『エデンの恍惚マニツク・エデン』に、上うえ野のの劣化世界ジヤンクパーツと合わせて……十三？　そんな莫ば迦かげた数の世界を抱え込んで、まともでいられるはずがない。立って喋しやべってるのさえ驚おどろきよ」

　ひょっとしたら、さっき椅い子すでぶん殴った時にもこの娘こは一度死んだのかもしれない。あれは全力でやった。考えてみたらぴんぴんしている方がおかしい。

「……ヤバいなあ」殊子は呟いた。

　文句なく、これまでで最悪の相手だ。効率よく倒す手段が見付からず、しかも打ってくる手は後出しジャンケン。地道に殺し続けるしか方法が思い浮かばない。

　里り緒おならば強引な力押しでどうにかなっただろう。ネアならそんなこと関係なく無力化できた。晶あきらと硝しよう子こなら的てき確かくに『エデンの恍惚マニツク・エデン』だけを消滅させられる。

　けれど前者ふたりは学校全体の処理と晶への加勢に追われていてこっちに力を割さく余裕などなく、後者は今ここにいない。いるのは──力押ししかできない、ふたり。

「まあ、どっちにしたって……弱音を吐いちゃいられない、か」

　自分は、任されたのだ。

　あの城き島じま晶に、頼む、と。

　言われたからにはやり遂げなくてはならない。何より、そう言わせたのは殊こと子こ自身だ。

「責任重大だ。みっちゃん、取とり敢あえずは地道に行ってみよっか」

「あんたに言われなくたってこっちはそのつもりよ」
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　蜜みつが身構える。義手に仕込んだ短刀を、今度は右の太ふと腿ももに──深く突き立てた。

　太い血管を避けたのか血は噴ふき出ない。だが痛みに蜜の顔が歪ゆがむ。

　それは彼女の意志表示だ。無む駄だにはできない。

「じゃあ、鴛おし野のさん。……仕方ない。あと十回か九回、死んでもらおうか」

「あはは、イヤだよ、そんなの」

　こっちの殺気などに頓とん着ちやくしない笑え顔がおが合図。

　殊子は身近にあった椅い子すを掴つかみ、在あり亜あに向かって突進した。

「まず……」相手に戦っているつもりがないのが、唯一のアドバンテージ。

「一回っ！」反応もできずに殴り飛ばされた在あり亜あの身体からだが宙に浮く。

「……二回めよ！」即座に蜜みつが反応。

『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を迅はしらせ、無防備に倒れかかった在亜の首を刎はねた。

　どさ、と身体が崩れ、ごと、と首が落ちる。

　しかし追つい撃げきの手は緩ゆるめない。

　在亜の頭部がごろごろと転がり、床ゆかに仰あお向むけで横たわった身体に近付く。切断面同士が触れ合い、溶けるように傷口が消える。蘇そ生せい。それを待って殊こと子こは更さらに一撃、

「……三回めだよ」椅い子すを振り下ろし、脚で目玉を入り口に、脳を抉えぐった。

　背後に飛び、蜜の方を一いち瞥べつし、

「みっちゃん、上！」叫ぶ。

「わかってるわよっ！」蛇へびがばらばらと落ちてきていた。

　それらを的確に、鋼こう線せんで切り裂いた蜜は間かん髪はつ入いれずに、

「生き返った！」殊子に叫ぶ。

「はいな」起きあがった在亜に向けて、今度は徒と手しゆ。

　跳ちよう躍やくし、落下に任せ掌しよう底ていで頭を叩たたき付けて床にぶち当て、その勢いで喉のどに膝ひざを入れる。

「四、だ」起きあがり、

「あ、みっちゃん……今、私のぱんつ見えた？」

「こんな時にくだらないこと言ってんじゃないわよアホ！」

　軽口を叩たたきながらも数歩下がり、体勢を整ととのえた。

　厄やつ介かいなのは立て続けに殺せないことだ。再生を待たなければならない。

「う……ん」蠢うごめく気け配はいがした。

　起きあがる暇いとまは、与えない。

「五つめ！」次は蜜の番。

　床から『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を出現させ、さっきと同じように首に巻き付け、

「……痛いなあ」そこまで簡かん単たんには、やらせてくれなかった。

「ち！」蜜が舌打ちする。

　恐らくは、巻き付けた髪が劣化させられたのだろう。在亜がゆっくりと上半身を起こし、

「もう、何回死んじゃったのかな？」呟つぶやいた。

　が、殊子も、それに付き合う理由はない。

『悲ラしグきド玩ー具ル』の劣化世界ジヤンクパーツがあるのは既すでに想定済みだ。

　椅子を持ち、思い切り在亜に向かって投げる。

「無む駄だですよ、殊子先せん輩ぱい」微笑ほほえんだ在亜が、腕を突き出してその椅子を受け止め、劣化させ、衝しよう撃げきでばらばらに砕くだけるのを待たずに、

　その軌き道どうに隠れて、突進していた。

　虚きよを突いて打ち据えれば、向こうも力を使う暇はない。

「……今度こそ、五つめだ」口から出たカウントは、冷静だった。

　膝ひざに不定量子の反発力場を乗せ、頭部を壁かべとサンドイッチ。

　ずる、と血の跡を引きながら、在あり亜あがまた崩れ落ちた。

　飛とび退のき、次の再生に備えて身構え、微かすかに息を荒げながら殊こと子こは思う。

　──いける、か？

　在亜の手持ちが他ほかにあるかどうかはわからないが、それを出さないのであればどうにかなるかもしれない。『悲ラしグきド玩ー具ル』の劣化世界ジヤンクパーツが面めん倒どうだが、対処のしようはある。

　十もしくは九マイナス五。あと、最高でも五。

　今のペースを考えれば少なくとも十分、いや五分あれば完全に潰つぶしてしまえる。いささかスマートではないやり方だが好き嫌いを言ってはいられない。

「みっちゃん、次の用意」

「ええ、わかってるわ」在亜を注視しながら、殊子は蜜みつの方をちらりと一いち瞥べつする。

　しかし、そこで。

　殊子の心拍数が、一気に上昇した。

「みっちゃん……後ろっ！」

「……え？」驚おどろいた蜜が振り返る。

　どこから入ってきたのか。

『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の包ほう囲い網もうの中、真まっ赤かな、血のような色をした蛇へびが──。

　たった一匹、鎌かま首くびをもたげて、牙きばを剥むいて。

　気絶して倒れている直なお川かわ君きみ子こへと、飛びかかった。

「……っ!!」蜜が血相を変える。頭髪の数本が蛇に向かって伸びる。

　けれど。




　神じん速そくの刃やいばが蛇の首を切断するのと、蛇の牙が君子に食らいつくのは、同時だった。




「あ、やった！」蘇そ生せいした在亜が癇かんに障さわる声をあげた。

「きみちゃんが生まれ変われる！」

　蜜は、倒れたままの君子と、自分が殺した蛇を前に、愕がく然ぜんとする。

　まずい、と殊子は思った。

「みっちゃん……落ち着いて」

　君子の身体からだがいつまで保もつのかはわからない。ひょっとしたら在亜が完全に死ぬ前に、君子の命が尽きてしまうかもしれない。だが──在亜が死にさえすれば、修正力リペイントマーカーは世界から在亜の存在をなかったことにするだろう。彼女に殺された人間たちも『死んだ事実そのもの』をなかったことにされるはずだ。ひとりやふたりだけなら可能性としての賭かけになるが、こうまで大人数を殺害したのだ。世界は確かく実じつにそれを見過ごさない。

　大事なのは、ここで冷静さを失い、焦あせること。

　だから殊こと子こは、ゆっくりと、表情をなくした蜜みつへと語りかける。

「落ち着いて。大丈夫。きみちゃんは死なない」

「……鴛おし野の……」蜜の喉のどから声が洩もれた。

　怒りとか、焦りとか、自己嫌けん悪おとか、そういったものをごっちゃにした、複雑な声こわ音ねで。

「みっちゃん……蜜っ！」

　怒ど鳴なった。が、それでも。

「鴛野、在あり亜ああああああっ！」

　無表情が激げき情じようへと変化する。激情が計算を塗ぬり潰つぶす。

　友達への想おもいが、それ以外のすべてを失わせる。

　蜜は、動いた。

　まるで『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』たる自身の習性すら忘れてしまったかのように、走りだす。

「ふふ」在亜が笑う。

　カッターナイフを手に、身構える。

　足あし許もとには血で創つくられた蛇へび。

　さっき殊子自身が在亜に流させた血によって生まれた、蛇──。

「……く！」考える暇ひまはなかった。

　殊子の足は勝手に動いていた。

　──間に合う、か？

　間に合わないかもしれないと一いつ瞬しゆんで絶望的な計算をしながらも、その思考を振り切って。

　蜜は在亜へと一いつ直ちよく線せんに向かっている。それを迎げい撃げきするかのように、蛇の数匹が蜜へと飛びかかる。『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で反射的にそれを斬きり裂さくも、すべてではない。

　見過ごしている。気付いていない。

　足許、死角から飛びかかった蛇が蜜のアキレス腱けんへと、遂ついに牙きばを突き立てる。

「……っ!?」がくん、と。

　蜜の足から力が失われ、疾しつ走そうは勢いを殺された。

　その場にもんどりうって倒れる蜜へと、在亜がカッターナイフを振り上げる。

「舞まい鶴づるさんも、生まれ変わるといいよ」

　悪意のない在亜の笑え顔がおに、見上げた蜜の顔が後悔に歪ゆがんだ。

　でも、そんなくだらない科白せりふを喋しやべる時間が、殊子に僅わずかな猶ゆう予よを与えてくれる。

　幸運だ、そう思った。

　カッターナイフが振り下ろされ、

　殊こと子こは偶ぐう然ぜんに感かん謝しやしながら、ぎりぎりのところで──間に合った。




　　　　‡




　柿かき原はる里り緒おの体力が尽きたのは、それと同じ頃ころだった。

　佐さ伯えきネアとふたりで、学校中に徘はい徊かいしていた真まっ赤かな蛇へびを殺していた。数は異様に多く、それにきりがない。里緒の『有識分体分裂病』と同じ質の虚軸キヤストだということはすぐにわかった。ただ決定的に違うのは、向こうは誰だれかの生命を媒ばい介かいにして、増殖するということ。

　このままではまずい、と里緒は判断した。

　殊子は、この虚軸キヤストの固定剤リターダと戦いに行っている。蜜みつも友達を守るために動けない。だったら頑張って殊子と蜜の手て伝つだいをしなきゃ、そう思った。

　最初のうちは順じゆん調ちようだった。

　小こ町まちに比べて、蛇は弱い。咬かまれると動けなくなる性質を持っているが、それさえ気をつければ一秒もかからずに済んだ。そもそも──本来、獲え物ものである蛇が、猫に勝てるはずはない。

　里緒と一いつ緒しよに、ネアもついてくれていた。

　こちらは倒れてまだ息のある生徒の救出だった。『アンノウンゆらゆら』で復活させても制限時間を過ぎれば元に戻ってしまうが、蛇の増殖を止めるにはそれで充分。行く先で次々と蛇を駆く逐ちくしていく。学校が平へい穏おんを取り戻すのは時間の問題のように思えた。

　ただし、その考えが甘い、と気付いたのは、すぐだった。

　原因は幾つかある。

　まずは蛇の増殖が考えていたよりも遙はるかに早かったこと。そして学校の敷しき地ちは広く、すべてを網もう羅らするためには小町をたくさん分裂させなければならないこと。

　そして何よりも、里緒が虚軸キヤスト以外の個体を識しき別べつできなかったこと。

　里緒には、わからなかったのだ。

　全校生徒九百人以上という、その数の重さが。

　代名詞を嫌う里緒は、それぞれの個体を集計し、数として扱うことができない。一の次は『その他大勢』であり、数字はただの概がい念ねんでしかなく、その量を実感する術が欠けていた。

　里緒は数日前からずっと、晶あきらと一いつ緒しよに敷しき戸ど良りよう司じを捜そう索さくしていた。更さらに夜には無理を押して晶の練習──不定量子回路に『有識分体分裂病』の個性を付加させる実じつ験けんにも付き合ってきた。加えて今日きようは、無限回廊エターナル・アイドルと戦う晶のために、挟はさ間ま港こうまで小町を出張させている。

　徐じよ々じよに蓄ちく積せきしていた疲労は、やがて学校中に小町を分裂させて蛇と戦うという無理で、一気に決けつ壊かいした。無限回廊エターナル・アイドルはこれを読んでいたのか。それはわからない。ひょっとしたらある程度は計算していたのかもしれない。しかし、崩壊は思ったよりも遙かに早かった。

　百二十六匹めの蛇へびを喰くい殺ころしたところで、里り緒おは限界を迎える。

　三階の廊下で意い識しきを失い、佐さ伯えきネアの胸に倒れ込んでしまった。




　ひとり残された佐伯ネアもまた、どうしようもなかった。

　こうなったからには、生徒のことは無視し殊こと子こたちのところへ向かった方がいい。

　自分さえ行ければ──『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』で、固定剤リターダ本体を潰つぶすことができるし、そうなれば後は殊子や蜜みつが処理をしてくれるだろう。

　だが、里緒を残しては行けない。

　蛇は小こ町まちという敵がいなくなったことで再び猛威を振るい始め、ネアと里緒にも牙きばを剥むいて迫ってくる。対象を直接傷付ける力もなく、同時に相手にできるのはせいぜい一匹か二匹。更さらには里緒を守りながらどうにかしなければならない。

　状況は、非力なネアにとってあまりにも分ぶが悪かった。

　だから里緒が倒れてから僅わずかに二分後。

　ネアは蛇によって足首を咬かまれ、床ゆかへと倒れ伏す。

『アンノウンゆらゆら』で毒を消し再び立ち上がり、咬んだ蛇を踏ふみ潰つぶすが、焼け石に水だった。

　待っている結果は同じ。

　それでも咬まれた先から毒が回るのを先延ばしにし、先を急ぐ。

　蛇たちがネアを特定し集中攻こう撃げきを仕掛けてこないからどうにか進めている状況。ただしそれは幸運でも不運でもなかった。結局ネアは、間に合わなかったのだから。

　倒れはしなかった。

　でも、間に合わなかった。




　その場にいた誰だれも、人員の配置ミスだとは思わなかった。

　殊こと子こはこれ以上ないほどに的てき確かくな指示を出した。結果はともかくとして、全員がそう確信していた。晶あきらの代わり──いや、晶以上の働きをした、と。

　だから、彼女たちはただ。

　自分さえもっとしっかりしていれば、と、ただひたすらに、自身を責めた。




　　　　‡




　速はや見み殊子が虚軸キヤストに取とり憑つかれたのは、今から一年と八カ月前、十六歳の冬のことだった。

　要するに自分が欠落してしまったのは、何のことはない、十八年の人生の中ではまだつい最近のことに過ぎない。けれど何な故ぜかそのことを考える度たび、殊子はこれまでずっと──それこそ生まれた時から──自分はこんなふうではなかったか、というような気分になったものだ。

　理由はよくわかっているけれど、あまり考えたくはない。

　要するに、そっちの方が気に入ってしまった、それだけだ。

　それまでの殊こと子こは、何もかもが気に入らなかった。

　仲のあまりよくない両親。滅めつ多たに家へ帰ってこない父。本当は不満で寂しいのに文句も言えず、ずっと我が慢まんすることしかできない箱入り娘の母。家は裕福で、欲しいものどころか欲しくないものさえも買い与えられてきた。物に溢あふれた、物しかない幼年時代。本当に欲しかったのは、仲のいい、ごくごく普通の温かい家庭だったのに、それは誰だれもくれなかった。

　ただの子供の我わが儘ままだ、と自分でも思う。

　そんな状況はどこにだってある。ありきたり過ぎて笑えるほどだ。

　でも、殊子は、授業参さん観かんにも運動会にも、入学式や卒業式にすら来てくれない父親が嫌いで、父の文句を言うと決まって『お父とうさんは私たちのために働いているのよ』と困ったように口にする母が嫌いで、自分の持っている高価な鞄かばんや小物を見ては殊子ちゃんのところお金持ちでいいよね、などとやっかみで言ってくるクラスメイトたちも嫌いで、くだらないお説教を偉そうにしてくる教師たちも嫌いだった。

　世の中のすべてに対して、滅びてしまえといつも思っていた。

　そうこうしているうちに両親は離り婚こんし、経済的な理由で父親と暮らすことになり、ひとりが多くなって気楽でいいやなどと吹っ切れていたら父と母がそれぞれ別の相手と再婚するなどと言い出した。それに対して強い怒りを覚え、それと同時に、やっぱり両親のことが好きだった自分に気付き、その思考自体が苛いら々いらして、どうしようもなくむかむかしていて。

　くだらなく身勝手な、反抗期の思考。

　それだってありきたり過ぎて、どこかのマンガみたいだった。

　そんな自分に変化が訪れたのは、偶ぐう然ぜんだったのか、それとも必然だったのか。

　たぶん偶然だろう。たまたま虚軸キヤストの集まるこの街で生まれ育ったというだけ。

　とにかく、そんなふうにすべてが厭いやだった一年八カ月前の、年が明ける直前の冬──。

　殊子は、欠落した。

　欠落した代わりに入ってきた世界は、とてつもなく大きく深い、万能のものだった。

　だからそれを得た瞬しゆん間かん、殊子はすべてがどうでもよくなった。

　世界に対して興きよう味みがなくなり、自分も、家族も、周囲も、まったく価値のない、執着する必要のないものだという感覚で染まった。

　しかし、それが逆に、殊子を明るくさせた。

　自分とは関係ない世界に生きている彼らを、適当に遊んでやればいいのだ、と。

　父や母、義理の父母に親したしく接するようになった。何な故ぜなら、愛そうが憎もうが、結局は自分とは別の生き物なのだから。自分の指先ひとつで消してしまえるような存在に憎しみを向けるなんてくだらない。執着すること自体が無む駄だだと思った。

　クラスメイトや、教師に対しても同どう様ようだ。わざわざトラブルを起こすことなどないし、そんなくだらないもののためにこの力を使うのは、力に対して失礼だと思った。

　同性と付き合うようになったのもそんな理由からだ。他人の心を操あやつる力を得たことで、誰だれかと恋人になるとか想おもいを通わせ合うとか、そういったことにまるで興きよう味みがなくなってしまった。だからより達成が困こん難なんな、同性との交際を望んだ。それは、周囲に有り触れていた高価なものをどうでもいいと考えていた子供時代とさして変わらない思考回路だということには気付いていたけれど、殊こと子こはもはやそんな自分の感情にさえ執着を失ってしまっていた。

　城き島じま晶あきらや硝しよう子こ、柿かき原はる里り緒お、佐さ伯えきネアと出会って少しは変わっただろうか、と考える。

　自分と同じような、或あるいはそれ以上の大きな『力』。

　それを目にし、速はや見み殊子という人間は決して万能なんかではないと気付いた。

　でも、本質的には変わっていないのだろう。

　結局のところ彼ら彼女らは、自分と同様に世界から切きり離はなされた存在で、どうしたって異物だ。だから仮に、殺し合いの中で誰かが死んだとしても、自分はそのことに対して本心から悲しんだりすることはないのだろうなという妙な確かく信しんがある。

　虚軸キヤストになって得た、君きみ子こという幸せな家庭や、姫ひめという可愛かわいい恋人すらも殊子の世界に対する興味と執着を完全に復活させるには足りなかった。一いつ緒しよにいて面おも白しろいし、楽しいし、それはかつて殊子が欲しくて仕方のなかったものだったけれど、やはり心のどこかでどうしても『自分はこの娘こたちとは違う』と、一歩引いてしまう。

　ただ。

　そんな中で、何な故ぜか──欠落する直前に会ったひとりの少女だけが、殊子の消えかかっていた執着心を、どうしようもなく刺し激げきした。

　自分が最後に出会った『気に入らない奴やつ』だったからか。

　或あるいは、ある種の運命を感じたからか。




　彼女は、まるで人形のような性格をした大人おとなしい少女だった。それがある時、世界の残ざん骸がいと出会い、感染し、侵しん蝕しよくされ、欠落して、敵意と殺意の塊かたまりへと変へん貌ぼうした。

　切っ掛けはインターネットだったらしい。ネット上に漂っていた世界の残骸が、脈絡もなく飛び込んできたのだそうだ。経けい緯いを聞いた時、殊子は驚おどろいた。

　何故ならそれは、かつての自分とまったく同じ感染のしかただったから。

　彼女の、世界すべてに対する苛いら立だちはまるで、かつての殊子のようなで。

　そして同時に、世界を得た切っ掛けさえも、自分と似通ったもので──。

　もしもあの時、自分に憑ひよう依いした世界の残骸が『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』でなく『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』だったなら。逆に彼女が『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』ではなく『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』を取り込んでいたら。

　自分とあの娘の関係は、逆転してしまっていたのだろうか。

　起きてしまったことに『もしも』なんて、少なくともこの実軸ランナには何の影えい響きようも与えないというのもわかっていたが、それでも考えずにはいられない。

　あの娘こと自分に起きた些さ細さいな偶ぐう然ぜんに、思いを馳はせずにいられない。

　感情を素直に表し、世界に対して真正面から向き合うあの娘は、眩まぶしかった。もう消えてしまった昔の自分がここにいると思った。くだらないガキだと自じ己こ嫌けん悪おに似たものを感じる反面、本当に欲しいものを手に入れて幸せになって欲しいなという憧しよう憬けいを見た。

　だから、いつしか。

　舞まい鶴づる蜜みつは、速はや見み殊こと子こにとって、ただの義妹いもうとなどではなく──、

　もっと大切な、大事な何かになっていた。




「……殊子！　この莫ば迦かっ！」

　そんなふうに大事な存在の愛いとしい声を耳にして、殊子は我われに返る。

　あれ、どうなったんだっけ、と、頭を働かせる。

　すぐにわかった。何な故ぜなら殊子の胸はとても熱あつくて、同時に呼吸が苦しかったから。

　それに、普ふ段だんなら絶対あり得ないようなことまで起きている。

　自分を何よりも嫌っているはずの義妹が、仰あお向むけに倒れた自分に半ば多いかぶさって顔を近付けているのだ。いつもはこっちが触れただけでぎゃあぎゃあ喚わめくのに、あり得ない。

　この隙すきをついてちゅーしてやろう、そう思った。

　でもおかしい。身体からだに力が、入らない。

「しっかりしなさいよあんたっ！」蜜が耳みみ許もとで叫ぶ。そんなに大きな声をあげなくたって聞こえるってのに。まあ、この怒ど鳴なり声ごえ、好きだからいいか。

　頬ほおに、何か温かい、濡ぬれたものが触れた。

　嗅きゆう覚かくを突く、錆さびに似た生なま臭ぐさいもの。自分の血で汚れた蜜の手だと、すぐに気付く。

「ま、しょうがない、か」やっとのことで喋しやべったけれど、途と切ぎれ途と切ぎれになってしまった。いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくの殊子さんにはあるまじき失態だ。

　でも、よかった。

　間に合った。

　在あり亜あが余計なことを喋っていたからこそ、自分が身体を割り込ませることができたのだ。

「しっかし、強い力、で、刺したもん、だ」

　胸に埋まったカッターナイフの刃は、身体の奥底まで入り込んでいた。

　業務用のでか物とはいえ、所しよ詮せんはただの薄うすいステンレスだ。それなのに──たぶん折れた先から刃を繰くり出し、力の限りに突いたのだろう。

　固定剤リターダの腕力って凄すごいな、と他ひ人と事ごとのように思う。

「喋るんじゃないわよっ！」

「そんなこと、言われても……にゃー」

　無む理り矢や理りに付けたふざけた語尾は今ひとつ締しまらない。

　見れば、蜜みつは青ざめた顔で、こっちを見下ろしている。

「あんたのせいじゃない」

「誰だれが！　そんなこと言って……！」

　射るような謝あやまるような視し線せんに対して、殊こと子こは無言で笑った。

　そういえば漢字も似てるな。謝る、って、言葉で射るってことか。そんな、くだらないことを考える。でもこの娘こに謝られるなんて、自分にとっては射られるようなもの。

　──謝っちゃいけないなあ。私に、あんたが。

「だいたいあんた、何やってんのよ！　そんなつまんない怪け我がで倒れてんじゃないわ！」

「そう、だね」

　折れながら捩ねじ込まれた刃は、幾つもの刺し傷を殊子の胸に与えていた。

　息が苦しい。

　肺はいに達しているのだろうか。

　よくわからない。よくわからないけれど──。

　これはたぶん、致命傷だ。

「そういやさ、」

「何よっ！」

「さっきは、ごめん」

　君きみ子このことは放っておいて、冷静になれと言った。

　どうせ生き返るからと、そのことは忘れて、敵に集中しろと言った。

　とても──冷たいことを。

　蜜に、そんな考え方をして欲しくなんかないのに。

　自分のように、世間から一歩引いたところでせせら笑っていて欲しくない。

　ムキになって、感情的になって、すぐに怒って、冷静さを失って突進していくような。

　そんな──今の殊子には決してできないようなことを、臆おく面めんもなくして欲しい。

「ねえ、みっちゃん」

　殊子は、荒れた呼吸の中で、義妹いもうとのあだ名を呼んだ。

　これは殊子のオリジナルだ。昔の君子だってそんなふうにはこの娘このことを呼んでいなかった。初めて呼んだ時には怒られたけれど、いつしか呼んでも返事してくれるようになった。

　そのことが妙に嬉うれしかったのを、覚えている。

　鴛おし野の在あり亜あが襲おそってこないな、と不安になる。

　何をしているのだろう。絶好の機き会かいなのに。まあ、狂ってしまった人間のすることなどいつだって不合理だ。だからただの、最後の幸運だと思っておこう。

「何よっ！　だからあんた……」

　怒ど鳴なり散ちらす蜜みつの顔を眺めながら、殊こと子こは力を振り絞る。

　にやりと笑い、腕を彼女の後頭部へ置き、そのまま引き寄せて、

「……喋しやべるんじゃない、って」

　唇を、重ねてやった。

「……!?　なっ、」離はなすと、驚おどろいた顔で、蜜は目を見開いている。

「ちゅー一回、だ」

「っ、ふざけんじゃ……！　あんた、私に何の貸しが……」

「あるよ」

　……これから、作るんだ。

　殊子は、目を閉じる。

　そして自分の中に、潜もぐっていく。

　心の奥。

　欠落した空白に残っていた、僅わずかな残ざん滓し。

　──速はや見み殊子という存在が『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』として使用できる、ラスト一回の精神操そう作さ。

　一年八カ月の間一いつ緒しよにいた、小さな世界の欠片かけら。

　それを引ひき摺ずり出して、消えていくのにも構わずに、




　懐かい中ちゆう時計の形をした世界が、

　かつて彼女に一度だけそうした時と同じように、

　蜜の頭上で、小さな音をたてて、

　ぽん、と、爆はぜる。




「あん、た……」

「貸し借りなし、だ」

　呪じゆ縛ばくが解けさえすれば、この娘こに恐こわいものなんかない。

　もうあの時とは違う。

　蜜は自身の世界を抑える術すべを持っているし、それをコントロールすることだってできる。

　何よりこの娘は、本当は、

　世界で誰だれよりも優やさしい、いい子なんだから。

　自分がいなくたって大丈夫だ。

　いいや、むしろいない方がいい。ちょっと暴ぼう走そうしてしまう時があるかもしれないけれど、里り緒おや佐さ伯えき先生や、晶あきらや硝しよう子こがそれを制してくれる。

　だから、大丈夫。

「……みっちゃん」殊こと子こは言った。

「きみちゃんと、仲良くね」

　あと何を言おうかな、と思った。

　晶あきらクンに、ごめん、と謝あやまっておいて。結局、森もり町まちさんに力を使うことができなかった。

　硝しよう子こに、幸せにねって伝えて。あんたはまだまだこれからだよ。これから幸せになるんだ。

　里り緒おちんに、泣かないでね、って。大丈夫だから。私がいなくてもみんながいるから。

　佐さ伯えき先生に、お世話になりました。変な人だけど、私にとっては頼れる先生でした。

　きみちゃん、ひとりにしちゃうけど、あれでうちの父とうさんと義か母あさん、いい人だから。

　姫ひめ、ごめん。何もしてあげられなかったね。あんたに素す敵てきな彼氏ができるの、見たかった。
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　それに、蜜みつ。

　好きだよ。大好き。

　あんたが一番好き。

　誰だれよりも、何よりも。

　あんたが妹になってくれて、本当に嬉うれしかった。楽しかった。

　ええと、それから──。

　何もかもが言葉にならない。

　言いたいことがあり過ぎた。

　言い残しておきたいことが、山ほどあった。

　──ああ、そっか。

　言いたいことが山ほどあるってのは、そういうことか。




　ようやく気付いた。

　何だ、私。

　この世界、好きだったんだ。




　　　　‡




「……うそ」

　毒で満足に動かない身体からだで、それでも殊こと子こを抱だき締しめていた蜜みつは、呆ぼう然ぜんと声をあげた。

　意味がわからなかった。

　理解できなかった。したくなかった。

「うそ、だ」ただ、そう口にする。

　その言葉は、静寂に消える。

　うん、嘘うそだよ、とか。騙だまされた？　とか。そんな返事を予想した。

　けれど希望は叶かなわない。

　腕の中のその人は、動かなかった。

　動かなかったのではなくて動かなくなったのだと、心の奥でそう思い、何を莫ば迦かなことをと即座に否定する。そんな訳わけがあるか。このしぶとい女に限って、そんな訳が。

　こんな怪け我がで、殊子が（──考えたくない言葉だ）はずがない。

　だって、かつて自分は腕を失い、脇わき腹ばらを抉えぐられ、片足を削そぎ取とられても生きていたのに。

　自分がまだ生きているのだ。

　殊子が（──想像したくない言葉）ものか。

「そうだ、……佐さ伯えき」呆ぼう然ぜんと思い出し、首をぎこちなく、無む理り矢や理りに動かす。

「佐伯に……この、怪我」

　空そら耳みみが、応こたえる。

『私の力は、（──言うな）しまった人間には効果がないの』

「ちょっと、起きなさいよ、あんた。……佐伯に看みてもらわなきゃ」

　もう（──黙だまれ、私！）いるのに、呼び掛ける。

　だけど。

　現実は、世界は、決して容よう赦しやをしなかった。

　ノイズが、殊子の身体に混じり始める。

「ちょっ、と？」

　色素ごと、殊こと子この身体からだが薄うすれていく。

「待って……よ」

　腕に抱いた身体が、体温ごと、掠かすれていく。

「ふざ、け……」

　そして。

　殊子が。




　この世界から、消えた。




　どさ、と。

　蜜みつの身体が重力に任せて、殊子の分だけ、床ゆかに落ちた。

　──何？

　思う。

　──これは……何？

　頭上から、声がした。

「あーあ」

　言うな。反射的に思った。

　その先を言うな。その言葉を言うな。

　口にしたら現実になる。

　だから、言うな。言うな。言うな。

「……死んじゃった」その言葉を、そんな悪い言葉を、

「口に……するな！」

　顔をあげて、鴛おし野の在あり亜あを睨にらみ付けた。

「ほら、準備できたよ？」

　しかし彼女は笑いながら、蜜の感情に頓とん着ちやくしない。

　見れば、いつの間にか、髪型が変わっていた。

　肩口で編あんで身体の前に垂らしたお下げを解ほどき、頭の横でふたつに括くくっている。

　長さも短くなっている。

　ただし、切り口はざんばらで歪いびつだ。カッターナイフで切ったのだろう。

　──殊子を刺したカッターナイフで。

「これで私、もうすぐ姫ひめ島しま姫ひめになれるんだ」

　無む邪じや気きな笑えみ。言われて初めて、姫島の髪型を模もしたのだと気付く。殊子が自分を庇かばって刺されてからずっと襲おそってこなかったのは、そんなくだらないことをしていたからか。

「あとは、あなたを殺して、偽にせ物ものの姫ひめ島しま姫ひめを殺して、それで終わりだよ。あ……君きみ子こはまだ生まれ変わってないから、先にそっちをしようかな。八や重えもいるし」

　怒りが、視界を赤く塗ぬり潰つぶした。

　代わりに鴛おし野の在あり亜あだけが鮮せん明めいに、大きく映る。

　こいつは何を言っている？　何でこれからのことを考えている？

　殊こと子こが（──まだ、認めたくない）というのに。

　止めないと。そう強く思う。

　こいつを止めなければ、無む駄だになる。

　自分を庇かばって（──やっぱり、そうなのか）しまった殊子の行為が、無駄になる。

　そうだ。

　立ち上がれ。そして、

（──認めよう）。




　──殊子は、死んだのだ。




　涙は、出なかった。

　自分のせいだからか。泣く資格などないからか。

　それとも、悲し過ぎるからなのか。

　違う。

　その、どれとも違う。

　涙が出ないんじゃない。

　欠落──したのだ。たった、今。

　その欠落を意い識しきした蜜みつは、

「……私の身体からだを蝕むしばむ毒物の一切はその効果を永遠に消失する」

　願ねがうように乞こうように、そう、口にした。

「え、どうしたの？」鴛野が尋きいてきたのを無視して。

　立ち上がる。

　奇跡が起こった訳わけではない。

　偶ぐう然ぜんが作用した訳でもない。

　もっと残ざん酷こくで、くだらない、最悪のものが生じただけだ。

「直なお川かわ君子の身体を蝕む毒物の一切もまた同どう様ように、その効果を永遠に消失する」

　そして君子の方を見て、同じことを口にしてから、

「知ってるかしら？　……鴛野在亜」

　蜜は、言った。

「私の頭の中に棲すむ世界は、文字情報たる一次元なの」

　返事は期待しない。

「世界すべてが文字情報としてしか存在しなくなった、言わば言語だけの世界」

　ただ、自分に言い聞かせるように。

「情報、って意味じゃたぶん、似てたんでしょうね。あいつの……『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』と」

　悼いたむように。

　悔いるように。

　苛さいなむように。

「だからかしら？　……姉妹になったのは」

　蜜みつは、一息に。

　言葉を、紡つむぐ。




「……願ねがわずとも恐れず、恐れずとも悔いず」




　それは、言葉。

「供く犠ぎを以もつて誓い、誓いを以て為なすかや」

　ただ、言葉だった。

「などかに廻めぐりしじまに惑まどい、これら間かん歇けつなる埒らち外がいに因よりて依よりて仍よりて寄よりて」

　意味などない。ただし、意図はある。

「宝ほう珠しゆは安く魂たましいにも遠く、妙たえなるは禊みそぎにこそ其それら純じゆん潔けつを悟らせ」

　言葉はいつだって、何らかの意図を孕んでいる。

「祈りなば願ねがいなば打たじ殺そがじとて」

　だから、これは、呼び水。

「終ついには終ついを問い楔くさびには楔を問い」

　そう、呼び水だ。

「……妙たえに、」

　欠落を贄に、言葉に力を与える、

「我われと我の敵たる汝なれと汝の敵たる其れと其れの敵なる地獄と地獄の夢たる煉れん獄ごくと煉獄の恋たる天に召して地に呼ばい両りよう翼よくに宿やどすべき陰を煌こう々こうとして舞まい降おりよ或あるいは堕だし落とせ！」

　異世界の、出入り口──。




「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。……『絶対言語バベルズバインド』」




　ざわ、と。

　蜜みつの黒髪──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が、まるで落ち着きを取り戻したように静かになった。

　それに反して、蜜の頭ず蓋がいの奥で、ばちばちと火花が散る。

　まるで初めてこの世界がやってきた時のように、ニューロンが爆ばく発はつする。

　充実感などない。高こう揚ようなどない。悲しみもない。

　そんな蜜の、全ぜん身しん全ぜん霊れいを染めるのは、

　ただ、敵意。

　かつて殊こと子こによって封印され、今再び殊子が解放してくれた──敵意。

「……何？」鴛おし野のが、恐らくは今日きよう初めて、こちらにまともな反応をした。

　狂人。

　くだらない願がん望ぼうに衝つき動かされて、くだらない欲望に身を任せ、くだらないことをしようとし、挙げ句、取り返しのつかないことをした。

「あんたは姫ひめ島しまなんかじゃないわ」

「ねえ、何、今の？　何をしたの？」

「姫島なんかじゃない。……姫島は、殊子を殺したりなんかしない」

　会話にはならない。

　でも、関係ない。

　蜜にはもう、この気違いと会話をする気など、微み塵じんもない。

「……皮肉なもんね。こんなことで目覚めるなんて」

　自じ嘲ちようした。

　ずっと、力が足りないと思っていた。

　殺す力。敵を打ちのめす力。ゼロサムゲームを勝ち抜くための力。

　でも、そんな力を──大事なものを失ったことで、手に入れるなんて。

「そんなものかもしれないわね」

　たとえば、日常を捨て去ったことで力を手にした、城き島じま晶あきらのように。

　手に入れるためには、何かを失い、捨て去らなければならないのかもしれない。

「……何を言ってるの？」鴛野がそう尋きいてきた。

「他ほかの奴やつらはどうだったのかしら」

　蜜はそれに応こたえず、虚こ空くうに向かって語りかける。

　さっきまでと立場が逆だ。ひょっとしたら、狂ってしまったのは自分かもしれない。

「里り緒おや、佐さ伯えきも……大事なものを、捨てたのかしら」

　そして──殊子も。

　あいつも、かつて持っていた、何か大事なものを失ったのだろうか。

　わからない。今となってはもう、何も。

「ねえ、何、言ってるの？」

　業ごうを煮やしたのか、それとも向こうも答えを聞く気はないのか。

　蛇へびの数匹が蜜みつの足に咬かみ付き、毒を流し込む。

「無意味よ」蜜は微わ笑らった。

「今の私に、それはもう、無意味」

　さあ。

　じゃあ、そろそろ行こうか。

　終わらせよう。この狂った敵を、終わらせてやろう。

　殊こと子この、あの大おお莫ば迦かの、仇あだ討うちを──。

　蜜は、言った。




「……定義、鴛おし野の在あり亜あ。虚軸キヤスト『エデンの恍惚マニツク・エデン』の固定剤リターダたる存在の全域」




　そして、その言葉通りになる。

「え、何？」鴛野がきょとんとしている。

　それはそうだろう。まだ彼女には何の変化もないのだから。

　変化が起きるのは、これから。変化を起こすのは、これからだ。

　口を、開いた。

「……対象の脊柱、第七頸椎と第一胸椎の接続が外れ、対象は死に至る」

　それと同時。

　ごき、と音がして──鴛野の首が、折れる。

　崩れ落ちる鴛野の姿を眺めながら、蜜は宣言した。

「これで、六」

「う……今、の、何？」蘇よみがえった鴛野がよろよろと立ち上がりながら、怪け訝げんな顔をする。

　答える必要など、ない。

「……対象の脊柱、第七頸椎と第一胸椎の接続が外れ、対象は死に至る」

　もう一度、同じ言葉を。

　まるで当然のように。

　さっきの光景を再生するかのように、鴛野が倒れた。

「……七」冷たい、まるで、そう。殊子がそうするような、宣言。

「さあ、あと幾つ？　三つ？　ふたつ？」

「……え、あ……？」

「答えなさい、これだけは」

　そうだ。知らなければならない。

　殊子の最初の一いち撃げきが、ちゃんと届いていたのか。

　そしてこの狂人の最後の生命は、あと何度殺せばやってくるのか。

「え、あと、……ふたつ、だけど」

「そう。素直に答えてくれてありがとう。ついでに、狂っていてくれてありがとう」

　ならば苦しませるのは、次の次。

　そして今度の八回目は、別の殺し方で。

「対象の心臓、左心室に繋がる大動脈の根元五センチが破裂し、対象は死に至る」

　びくん、と、鴛おし野のが大きく痙けい攣れんした。

　即死なのか、それとも苦しむのか。蜜みつはよく知らない。

　だが鴛野は胸を押さえ、倒れたあとも数度身体からだを引ひき攣つらせた後のち、動かなくなる。

「どう？　鴛野在あり亜あ」

　生きているのか生き返ろうとしているのかわからない身体に向かって、蜜みつは告げる。

「これが私の世界……『絶対言語バベルズバインド』よ」

　文字だけで構成された世界。

　そこにはただ、言語があり、言語のみがすべてを支配していた。

　つまり言語とは世界法則であり、言語で記された事象は世界の事実。

　これは、蜜が嘘うそを吐つけない理由でもあり、嘘を見抜けない所以ゆえんでもある。

　言葉として発せられ、記されたものをすべて事実だと認にん識しきしてしまう世界を抱え込んだからこそ、嘘という概がい念ねんは蜜の中から消失してしまったのだ。

　ただ、そのことは逆に取れば、この世界に嘘はないということだ。

『絶対言語バベルズバインド』の効果範はん囲い内ないで発せられ、記された言葉は、完全に事実となる。

　魚が飛ぶと言えば魚は飛ぶ。鳥が泳ぐと書けば鳥は泳ぐ。

　誰だれかを殺したいと思えば、その死の方法を言葉にすればいい。

　ただ──言葉とは所しよ詮せん、伝達の手段ではなく、表現の方法でしかない。

　できるだけ正せい確かくな言葉で表現すること。それがこの場所での、唯一無二のルールだ。

　知識は虚界渦アンダーゲートを開放した時に得た。

　今の蜜は、人体ならどこのどの部分であろうが破は壊かいできる自信がある。

「か、は、っ、……！」咳せき込みながら、鴛野がゆっくりと起きあがった。

「無ぶ様ざまね」それを見下ろし、蜜は吐き捨てる。

「でも、あんたは今から……もっと無様に死ぬのよ」

　さあ、最後のひとつだ。

　さあ、こいつの終しゆう焉えんだ。

　さあ、




　万まん華げ鏡きようのように崩くずれ逝ゆく塔の中で、悪意の聖書を詠よもう──。




「対象の右上腕三頭筋、肘上三センチ部分が横に断裂する！」

　鴛おし野のの右腕から厭いやな音がした。

　鴛野が苦痛に顔を歪ゆがめる。当然だ。右腕が重い肉にく離ばなれを起こしたのだから。

「対象の左鎖骨が中央部分を境に骨折する！」

　今度は左肩。

　ぼきん、と小気味よいメロディーを奏かなで、左腕から力が抜ける。

「対象の両肺、肺胞のすべてが機能を失い、酸素の供給が停止する！」

　よくわからない、という顔をして、鴛野が呼吸を荒げ始める。

　幾ら呼吸しても、もう酸素を全身に行き渡らせることはできないのに。

「対象の左右眼球、視神経の根元三ミリ部分が切断される！」

　ばちん。鴛野が周囲をきょろきょろと見渡し始めた。

　無む駄だだ。もう何も見えない。

「対象の右膝関節は、関節と逆の方向に曲がれ折れる！」

　今度は大きな悲鳴。膝ひざが折れる音。

　鴛野は無ぶ様ざまに、手足をばたばたとさせながら床ゆかへ転がった。

「ひぎいいい、いや、いや、いや、あ、……！」

「あら、どうしたの？　そんな悲鳴をあげて」

　自分の顔が残ざん虐ぎやくに歪んでいるのがわかる。それでも心の奥は落ち着いている。

　殺意の制せい御ぎよ。

　あいつのように、あいつみたいに、

　何なに喰くわぬ顔で──殺せ。

「痛い？　苦しい？」

「いや、いた、いたい」

「あまり喋しやべらない方がいいわよ。呼吸すればするほど、あんたは苦しくなるから」

「うそ、だ！　ほんもの、か、は……。わたし、ほんもの、に……、っ！」

「ふん……誰だれが本物ですって？」

　この期ごに及んでまだそんなことを言う鴛野に、蜜みつは冷笑を浴びせた。

「あんたは本物でも偽にせ物ものでもない」

「う、そ、うそ、よ……！」

「教えてあげるわ、鴛野在あり亜あ」

　こいつへ、この憎い敵に、仇かたきに、絶望という餞はなむけを。

「あんたはね……姫ひめ島しまや君きみ子こみたいな本物でもなければ、私たちみたいな偽物でもない。パッチワークで繕つくろわれもせず、鋳い型がたで嵌はめられた模も造ぞう品ひんでもない。何でもない。何にもなれない。あんたみたいな人間は、どこにも行けないし誰だれにもなれないし、どこからも必要とされない」

　冷れい徹てつに。ただ淡たん々たんと。




「あんたは、ただの……もう直らない、故障品よ」




　そして、

「対象の心臓、全心筋が収縮運動を停止する」

　告死。

　その言葉と同時、鴛おし野の在あり亜あは。

　動くのをやめ、ただの死体となって、何かを掴つかもうとした姿勢のまま、止まる。

　床ゆかを這はい回まわり、蜜みつに咬かみ付いていた数匹の蛇へびたちが、今度こそ一斉に消失した。

　鴛野在亜の身体からだもまた、ゆっくりとノイズを混じらせ始める。

　鴛野がこの世界から完全に、存在ごといなくなる。

　あとには、静寂。

　何も残らない。

　何も──残らなかった。




　やがて、教室の外、廊下から、微かすかなざわめきが聞こえてきた。

　修正力リペイントマーカーが働き始めたのだろう。鴛野在亜に殺された人間が、生き返っているのだ。

　蛇に咬まれて死んだ人間も。

　鴛野に直接殺された人間も。

　殺した人間と虚軸キヤストが始めから存在しなかったことになって、それ故ゆえに死という事象すらなかったことになる。それはたぶん、世界が持つ、唯一絶対の権利の行使。

　蜜は、突っ立ったまま、遠くの声たちをぼんやりと聞き、

「……定義、速はや見み殊こと子こ」

　ゆっくりと、喉のどを震ふるわせる。

「虚軸キヤスト『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』の固定剤リターダたる存在の全域」

　さっき、鴛野在亜を殺した時とは比べ物にならないほどの力を込めて。

　自分の中に存在する言こと霊だま、すべてを使い切るつもりで。




「……対象の死はなかったことになり、現時刻より十五分前と同じ状態で、復活する」




　わかっていた。

　蜜の世界は、この実軸ランナでは所しよ詮せん、存在を間借りしている紛まがい物ものでしかなくて。

　そして殊こと子こは、この世界にしてみれば、本来なら必要ない──腫しゆ瘍ようのようなもので。

　だから、たとえ言葉が現実になる力であっても。

　死をなかったことにする力が働いても。

　世界にとって都合のいい便利なものは、別の世界にとっては、意味がないのだ。

　それはまるで──いつか、他ほかならないあいつが、自分に言ったように。

　──あんたの持つ世界は、破は壊かいしかできない。

「……なんで、よ」

　意味もなく響ひびいた自分の言葉に、蜜みつは唇を咬かんだ。

「なんであんたが……ここにいないのよ？」

　声は、言葉は、誰だれにも届かない。

　世界には、届かなかった。




　　　　‡




　私たちが学校へ戻ってきた時にはもう、すべては終わってしまっていました。

　世界の修正力リペイントマーカーすらも作用し尽くし、学校は日常と変わらない風景を見せていました。

　だから。

　私とマスターは一度は安あん堵どし、けれどすぐに……その安堵を後悔する羽は目めになりました。

　教えてくれたのは、佐さ伯えき先生でした。

　彼女は、不気味に笑いもせず、冗じよう談だんも言わず、ただ淡たん々たんと、重い声で、その事実を私たちに告げました。私たちは最初は信じませんでした。いえ、信じたくなかった。

　信じたく──なかった。




　里り緒おさんは、昏こん睡すいしていました。疲労が限界を超えたせいです。目覚めるのに何日かかかると佐伯先生は言いました。目覚めた時、里緒さんは何を思うのでしょう。

　蜜はどこにもいませんでした。学校を捜しても、姿が見当たりませんでした。責任を感じているのか、それとももっと別の──いえ──こんなこと──分析したくもありません。

　僕のせいだ、と。マスターがぽつりと言いました。

　けれどそれはたぶん、私たち全員の心情だったのでしょう。

　佐伯先生も、里緒さんも、私も、マスターも、それからたぶん、蜜も。

　それぞれがもう少ししっかりしていれば。

　もう少しどうにかしていれば。

　マスターと私が外に出さえしなければ。もしも賭かけが成功していたら。

　里緒さんが倒れていなければ。力を使い果たしさえしなければ。

　佐さ伯えき先生がその場にいたら。或あるいは、間に合ってさえいたら。

　蜜みつが冷静さを失わなかったら。もっと強ければ。

　私が、もっと頑張れていたなら。

　もしも。もしも。もしも──。

　もしもという仮定と、こうだったらいいのにという願がん望ぼうによって生まれた、私たちなのに。

　それなのに、どんなに強く思っても、枝分かれするのは別の世界で。

　この世界で叶かなえて欲しいことなんて、何も叶わなくて。

　虚軸キヤスト？

　そんな──そんな世界に、何の意味があるのか、と。

　私は自じ己こ嫌けん悪おの中で、そればかりを思いました。




「ねーねー、それでねー、そのヒロインがさー、凄すごいんだよー」

「ってか君きみ子こ、その本って土ど曜ように買ったばっかじゃない？　もう読んだの？」

「当たり前だよー。一日一冊」

「んな一日一善みたいに言われても……あ、硝しよう子こ！」

　そして、放ほう課か後ごになって。

　私は一年九組に、顔を出しました。

　凄せい惨さんな殺人事件も、ここで起きた戦いも、痕こん跡せきすら残らない綺き麗れいな教室。

　恐こわい思いをしたはずのひめひめときみちゃんも、あっけらかんとお喋しやべりに興きようじています。

「八や重えさんは……部活ですか？」

「うん、そうだよー」きみちゃんが応こたえます。

　私は、そうですか、と頷うなずくと、ひめひめの方を見ました。

　私が昼間早退した理由を、彼女だけが知っていました。

　無限回廊エターナル・アイドルと戦いに行く──そう告げた私に、ひめひめは気を付けてね、と送り出してくれたのです。絶対に無事で帰ってくるんだよ、そうじゃなきゃ許さないから、と。

　ひめひめは私と目が合うと、きみちゃんに、

「あ、そうだ。君子、ちょっと待ってて？　硝子に秘密の用件があった」

「えー、なにー？　またひょっとしてエロエロでドロドロなの……？」

「それも秘密っ」

　悪戯いたずらっぽく告げ、席を立ちました。

　私たちは連れ立って教室を出、人のいない階段の踊り場へと向かいます。

「無事だったんだ」

　ひめひめは、誰だれも見ていないのを確かく認にんすると、そう安あん堵どの溜ため息いきを吐つき。

「よかった」私の頭を、ぽんぽん、と叩たたきました。

「もう、心配したぞ。でも帰ってきてくれて嬉うれしいよ、硝しよう子こ」

　彼女は、笑います。

　心底からの喜びと、何も憂うれうことのない、安あん堵どで。

「……ひめひめ」だから。

　だから、私は──、

「覚えて……ますか？」

「え？」

「覚えて、ます……か？」

「……硝子？」何かを、察したのでしょう。

　ひめひめは不意に顔を曇くもらせると、

「硝子……それって」唇を僅わずかに青ざめさせ、私の頭を撫なでる手を、止めました。

「ねえ……何か……あったの？　ひょっとして……」
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「ひめひめ」抑えきれませんでした。

　感情が。

　生まれたばかりの感情が、言葉でも表現できず、演算もできない何かが。

「ひめひめ……覚えて……ない……です、か？」

　覚えているはずがありません。

　彼女はただの、事情を知っているだけの、普通の人間です。

　固定剤リターダでもなんでもない、世界の修正力リペイントマーカーに影えい響きようされる、この世界の人間です。

「私の、知ってる人だったの？」

　言葉に詰まり、こくんと頷うなずいた私を、ひめひめは抱だき締しめました。

　わかりません。そんなこともわからないほど、私は震ふるえていました。

「そんな……」ひめひめが呟つぶやきました。

「ねえ……硝しよう子こは知ってるんでしょ？　覚えてるんでしょ？」

「は……い」

「どんな人だったの？　その人、私にとって……どんな人だったの？」

　声に混じっていたのは、原因のわからない悲しみと、わからないことに対する畏おそれ。

　私は彼女を抱き締め返します。

　まるで──縋すがり付くように。

「あの、ですね、ひめひめ」

　声に涙が混じりました。もう視界は滲にじんで見えません。

　胸が痛く、息が苦しく、それ以上に、身体からだの感覚が麻ま痺ひして。

「……その人、ひめひめを助けてくれたんです。いつも、助けてくれてたんです。私たちにとって、大事な人だったんです。私もひめひめも……その人のこと、大好きだったんです」

「……そん、な。私、忘れちゃってる……の？」

　私は、ひっく、と息を吸い。

　呼吸を止めながら、

「いいです。忘れててもいいです、ひめひめ」

　途と切ぎれ途と切ぎれに、言いました。

「これから、話しますから。だから……お願ねがいです。

　あの人のこと、これから覚えてください。どんな人か想像して、覚えて、くださ……」

　もう言葉にはなりませんでした。

　私はひめひめの胸に顔を埋めたまま唇を咬かみ、崩れ落ちるように床ゆかへと座り込みます。




　生きていてくれたらいいのに。

　無事でいてくれていればよかったのに。

　元気で、軽く、やあ、と、現れてくれたら。

　私はちゅー一回どころか、何百回だって、いいえ、何千回だって。

　背伸びして、あの人の頬ほおに。悪戯いたずらっぽく笑う、その頬に。

　愛と祝福と、それから感かん謝しやを──込めたのに。
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『じゃあね、晶あきらクン。また明日あした、学校で』

　そして、再生されていた声が、終わる。

　だから僕は、耳から携けい帯たい電話を少し離はなし。

　聞く相手がもはやどこにもいないのをいいことに、言った。

「ありがとうございます。……殊こと子こ先せん輩ぱい」

　返事は──ない。




　僕がこの録ろく音おんに気付いたのは、すべて終わってしまってからだった。

　着信は、昨日きのうの深夜。僕は眠っていた。

　長い着信の後で切り替わった留守番電話に吹き込まれた彼女の声は、虚こ空くうに向かっていたのにも拘かかわらず、後で聞くであろう僕のリズムを読んだ、いかにもあいつらしいものだった。

　けれど、それにどんなに返事をしたところで、もう彼女には届かない。

　どうしてだろう、と思う。

　どんなに悔やんでも悔やみきれない。

　どんなに願ねがっても叶かないはしない。

　一番死にそうにない奴やつがあっさりと、一番先に死んでしまったことの意味が、わからない。

「……マスター」

　ソファに座った僕の背後で、制服姿のままの硝しよう子こが、怖おず怖おずと声をあげる。

「私にも……聞かせてください」

「ああ」自分でも驚おどろくほどに低い声が出て、僕は硝子に携帯電話を渡す。

　受け取ったその手は震ふるえていて、目は赤く、瞼まぶたは腫はれていた。

　僕はそれに何も言えない。

　慰なぐさめの言葉なんて、欠片かけらも思い浮かばない。ただ自じ己こ嫌けん悪おと、怒りと、訳わけのわからない感情が渦うず巻まいて、絶叫しそうになるのを抑えるだけで精一杯だった。

　硝子が、再生ボタンを押して携帯電話を耳に当て、また泣き出し始めた。

　僕はその光景から目を逸そらし、考える。

　あいつは、後悔しなかったのだろうか。

　りなちゃんの記き憶おくのために使うと決めた力を、結局舞まい鶴づるに使ってしまって、僕との約束を果たせなかったことを。任せると言った僕に応こたえられなかったことを。

　後悔せずに、逝いけたのだろうか。

　──逝く。行く。

　あいつは、どこに行ったんだろう。どこに行ってしまったんだろう。

　死後の世界がもしあったとして、あいつは、この世界から外はずれてしまったあいつは──。

　そこに行くことが、できたのだろうか。

　僕も死んだらそこに行けるのか。あいつにまた会えるのか。

　それとももう、どんなに手を尽くしても二度と会えないのか。

「う、う……う、ええええ、え」聞き終えたのか、硝しよう子こが座り込み、嗚お咽えつする。

　僕は、僕にも、その涙を止めることができない。

　止めることができる奴やつはひとりしかいない。それなのに。

「……硝子」

　俯うつむいたまま、僕は言った。

「今後の対策を練るぞ。……りなちゃんと良りよう司じに、できれば今夜中にコンタクトを取る」

　そうだ。行かなくてはならない。

　どんなに悲しくても、どんなに後悔していても。それでも行かなくてはならない。

　そうしなければ──あいつらに先手を打たれる。間に合わなくなる。

「何を……言っているの、です、か」

　ひっきりなしにしゃくり上げながら、硝子が僕を見上げた。

「何を言ってるんですか!?　今はそんな、こと……！　マスター、マスターは！」

「うるさい！」思わず、怒ど鳴なる。

　硝子に対してこんな激げき情じようを向けたのは初めてだった。

　けれど、そうせずにはいられなかった。どうしても、そうせずには。

「ここで……ここでお前は、歩みを止める気か!?」

「マス、ター……？」

「わかってるんだろう！　あいつは僕のせいで死んだ、僕の落ち度のせいで死んだ。僕が巻き込んで死なせた、僕の個人的なことに巻き込まれて死んだ！　だから……だからもう、僕らは戻れない！　戻るのは許されない！　だって……戻ったら無む駄だになるだろう!?　意味のないことになるだろう!?　僕は……僕は厭いやだ。あいつをそんな、そんなつまらない奴にしたくない。こんな、こんな程度で歩みを止めてしまう莫ば迦かのせいで死んだ奴には！」

　そうだ。

　僕は、何度も言ってきた。

　お前を利用する、と。

　いいようにこきつかって、最終的には滅ぼしてやる、と。

　それは何な故ぜだ？

　そう言い続けてきたのは何故だ？

　こういう時に──こうなってしまった時に、すべてを背負うためじゃないのか？

　逃げ出せないように、言いい訳わけをできないようにするためじゃないのか？

「だから……僕は続ける。このチャンスを逃さない。今夜中にりなちゃんを連れ戻してやる。そしてそれを足がかりにして……父さんと母さんに反はん撃げきを開始する。

　戦って、戦って、親をこの手で殺して、そうして友達を見殺しにした罪に上塗りを重ねてやる！　僕らの名前は何だ？　硝しよう子こ……『全一オール・イン・ワン』！　そうだ、世界の終わりカーテンフオールだ！　世界の果てみたいな地獄の闇やみが、僕らの平へい穏おんの下した敷じきだ！」

　半ば、自分に言い聞かせるように。自分を叱しつ責せきするように。

「だから……だから僕は命令する！　お前に命令する！

　立て、そして歩け、前を向け！

　そして……僕らの未来と、幸せな世界の中で……あいつに胸を張れ！」

「……イエス」

　叫び終わり、息を荒げる僕の目の前で、硝子が立ち上がった。

「イエス……マスター」

　まだ目には涙が流れている。声は震ふるえている。

　それでも、立ち上がった。

「行きましょう。今夜が山です」

　毅き然ぜんと、僕を真まっ直すぐに見て、泣き顔に僅わずかな笑えみを浮かべ。

「……泣いていたって、あの人は怒るだけです」

　僕はだから、──僕も、笑った。




「準備はいいか？　硝子」

「万全ではありません、マスター。……でも、それでも……行きましょう」




　僕はそれを聞いて、大きく頷うなずく。

　悲しみを押し殺して、硝子の手を握り。

　玄関へと向かって、一歩を踏み出した。




　　　　‡




　どこをどう歩いていたのかよくわからないまま、気付けば足は速はや見みの家へ向かっていた。

　もう日も暮れた、夜九時。

　戦いが終わり、学校を出たまま、それきり。家にもまだ帰っていない。

　虚界渦アンダーゲートを開放した反動で身体からだは疲れきっていた。

　今にも倒れそうで、それでも目だけは冴さえてしまっている。意い識しきを失うのが先か、夜が明けるのが先か。わからないけれど、どうだっていいことのように思えた。

　家の前まで来て、ぼんやりと思う。

　──どうするつもりなのよ。

　ここにはもう、あいつはいない。

　あいつのいたはずの家庭は、あいつが不在のまま、それでも回っている。

　そんな光景を自分は見たいのだろうか。そんな訳わけがない。なら、何な故ぜここへ来たのか。

　決まっている。……見なければならないからだ。

　頭は混乱して上う手まく考えがまとまらないが、それでも強く思う。

　こうなったのは、すべて自分のせいだ。

　だから背負わなければならない。そうすると決めている。だったら、そうしなければ。

　玄関へ立つ。

　チャイムを押そうとした。手が震ふるえた。自分を叱しつ責せきする。あと二センチが遠い。

　がちゃ、と、鍵かぎの開く音がした。

「……え」驚おどろいて、手を引っ込める。

　ドアが開いた。

「あれ？　……蜜みつ」出てきたのは、母だった。

　こんな時間に帰ってきているのは珍しい。それでも母は、どうしたの、と、蜜に告げる。

「……ちょっと」

　ようやくのことでそれだけを言えた。

「上がりなよ」いつもと同じようにぶっきらぼうに、母が蜜を招き入れる。

　玄関へ入った。あいつの靴はない。それだけで息が苦しくなった。

　靴を脱ぎ、上がり込む。

「何か用事？　……え？　ちょっと、蜜？」

　怪け訝げんな顔をした母を振り切って、そのまま真まっ直すぐに廊下を進み、階段を上った。

　母は追ってこなかった。

　二階。個人の寝室が並ぶ。奥から二番目の、右。

　ドアの前で、息を止め、ノブを回して──開ける。

　電気を点つけると、そこには、生活の跡があった。

　本棚はきちんと片付けられて、整せい然ぜんとしている。フランス文学が多かった。

　ユーゴーとかボリス・ヴィアンとか、ああいう不条理なのが好きだったっけ、と思った。

　机の上には何冊か教科書と、ノートパソコン。ついでにマンガ本。

　壁かべに立て掛けられた姿見と、その足あし許もとに積つみ重なったファッション雑誌。

　クローゼットを開けると、私服がそこそこと、制服が何着か掛けられていた。

　十八歳の女の子の部へ屋やにしては物がない。でも、物欲がそんなにない奴やつだというのは知っていた。昔からいろいろと与えられて育ったから飽あきているのだということも。

　ベッドにはだらしなく、パジャマが畳まれもせずに放られていた。

　まるで──帰ったらまた着るからまあいいや、と、声が聞こえてくるようだった。

　考えてみれば、入るのは初めてだ。何度か『遊びに来なよ』とかなんとか、からかうように言われたことはある。その度たびに、ふざけるな、と返していた。

　ここであいつは寝起きしていたのだなと、じわじわと実感が湧わいてくる。

　そして急に、訳わけのわからない気分になった。

　この部へ屋やを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたい衝しよう動どうに駆られた。すべて壊こわして、あいつが生きてきた痕こん跡せきなんか全部ぶっ壊してやって、ざまあ見なさいよと大笑いするのだ。それができたらどんなにかいいだろう。どんなにか気分が晴れるだろう。どんなにかすっきりするだろう。

　そんな、できもしないことを考えていると、

「あれ？　……舞まい鶴づるさん？」背後から、声があった。

　聞き慣なれた声。

　振り返ると、パジャマ姿の君きみ子こが、怪け訝げんな顔でこっちを見ている。

「珍しいねー。……って、まだ家に帰ってないのー？」

　制服を着ていた自分を見て、驚おどろいたように言う。

「……ええ」やっとのことで、そう返事をした。

「でも、どうしたのー？　何か探し物？　確たしかここ、物置……」

　そういうことになってしまったのだろう。

　世界の修正力リペイントマーカーは『なかったこと』にした存在を他ほかの人々の記き憶おくから消す。遺い品ひんや部屋、それに生活の痕跡さえも、実際にそこにあるはずなのに、見えず、触れられない。都合のいいように記憶は改かい竄ざんされ、戸こ籍せきさえも同じだ。書類はあるのに、誰だれにも気付かれない。

「ねえ、」君子、と名を呼びかけて、飲み込んだ。

「あんた、なんでこの家に来たんだっけ」

「え？」君子は首を傾かしげ、

「舞鶴さん、知らなかった？　私ねー、親しん戚せきのこの家に引き取られてきたのー」

　──そうか。

　だったら、無む駄だじゃなかったのかな、と思う。

　なんだかんだ言って、あいつはこの世界をいろいろといじり回してきた。誰かの記憶を封じたり、硝しよう子この戸籍を改竄したり、君子を自分の家に引き取ったり。

　そういうことがなかったことにされなかっただけ、よかったのかもしれない。

「でも、変だなー」

　君子はこっちのそんな感情も知らず、部屋をきょろきょろと見渡す。まるで初めて入ったかのように。実際、初めて入ったのだろう。少なくとも記憶の中では。

「ここ、物置だと思ったんだけどー……なんか、誰か住んでたみたいだ」

　誰か、住んでたみたい。

　──その言葉を聞いて。

「そう……ね」

　限界に、なった。

「住んでたのよ」声が掠かすれる。

　涙は出ない。泣きたくても泣けない。

　いつもなら代わりに怒りか敵意が湧わいてきそうなものだが、それすらも生まれない。

　ただ、口が勝手に、言葉を紡つむいだ。

「住んでたの。……私の、姉ねえさんが」

「そう……なの？」

　知らなかった、と、君きみ子こは呟つぶやく。

「もういないのよ。だからここは、空あき部べ屋や」

「お姉さん、どうしたの……？」

「母かあさんに言っちゃ駄だ目めよ」振り返って、君子を真まっ直すぐに見み詰つめた。

「あまり思い出したくないことだから。……尋きかないでおいてあげて」

　尋かれたって、母はきょとんとするだけだろう。でも、そう言った。

「うん。……わかった」

　神妙な顔をしている。だったら大丈夫だろう。

　この子は聡さとくて、賢かしこいから。

「あの、舞まい鶴づるさん？」

「なに、まだ何か用？」

　それでも君子が出て行かないので、蜜みつは僅わずかに声を荒げる。

　だけど、次に君子が言った言葉に、その険しい表情は、固まった。




「舞鶴さん……そのお姉さんのこと、好きだったんだね」




　愕がく然ぜんとして、唇が震ふるえた。

「どう……して、そう思う、の」

「だって、舞鶴さん……優やさしい顔してるもん」

「優しい、ですっ……て？」

　──自分が？

「うん」少し微わ笑らって、君子は頷うなずく。

「だから、仲良かったのかなあ、って」

「……ふん」蜜は。

　ようやくのことで、目を伏せ、失笑した。

「仲？　……悪かったわよ」

　部へ屋やを睨にらむように見渡し、そして、吐き捨てる。

「喧けん嘩かばっかりしてた。殺してやるって何度も本気で思ったわ。掴つかみ掛かかったこともあったし。あいつが何を言っても腹が立ったわ。心底からムカつく奴やつだった」

　すらすらと言葉が出た。とても自然に、いつものことのように。

　君きみ子こは、応こたえない。

　黙だまっていた。

　黙ってこっちを、ずっと見ている。

　まるで、見守るように、こっちを見ている。

　蜜みつは、耐えきれずに。

「……でも、ね」

　笑って、言った。




「好きだった。大好きだった。……姉ねえさんのこと」
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「そっか」

　君子はそれ以上何も尋きかず、頷うなずく。

「……ねえ」

「なに？　舞まい鶴づるさん」

「今日きよう、泊めてもらっていい？」

「いいと思うよー。おばさんに言ってこようか？」

「頼んでいい？」

「うん。……ここで寝るの？」

「やめとくわ。居間ででも寝かせてもらう」

「そうー？　わかったー」

　母に伝えるため、君きみ子こは踵きびすを返す。

　──きみちゃんと、仲良くね。

　あいつが、最後に言った言葉を、思い出した。




「君子」

　一年半前に別れてから初めて、面と向かって名を呼んだ。

「どうしたの？」

　呼ばれた君子は立ち止まり、振り返る。

「この後でいいんだけど。姉ねえさんの話……聞いてくれる？」

　そう、告げると。

　君子は嬉うれしそうに、笑った。

「いいよ、みっちゃん」

　みっちゃん。

　あいつがいつも、自分のことをそう呼んでいた。

　ひょっとして、覚えているのだろうか？

　君子があいつと一いつ緒しよに暮らしていた記き憶おくの、欠片かけらなのだろうか？

　わからない。わからないけれど──。

　それはきっと、ささやかな奇跡だ。




　何から話そうか。

　ふたりで階段を下りながら、まずは名前からかなと、蜜みつは思う。




　　　　‡




　それと同じ頃ころ。

「逃げられちゃったわね」

　がらんどうになったアパートの部へ屋や、玄関の前で肩をすくめ、城き島じま鏡かがみは言った。

「あれだけ監かん禁きんしていたのだから当然だろうな。……あいつのところに行ったか？」

　無限回廊エターナル・アイドルが自じ嘲ちよう気味にそう応こたえる。恐らくはそうだろう。自分たちのことを危険だと考えた以上、もはや敷しき戸ど良りよう司じにとって、頼れるのは『全一オール・イン・ワン』しかいない。

「気に病やむことはないわよ、晶あきら。私たちもちょっと彼を脅かし過ぎたしね」

　目の前の息子を、鏡は慰なぐさめる。

　実際、敷戸良司と森もり町まち芹せり菜ななど、自分たちにとって有用な駒こまではない。少なくとも自分の主人──樹いつきはそう考えていない。まあ、息子にとっては惜しかったかもしれないけれど。

「ねえ、樹さん？」

　背後に立っていた主人に向かい、鏡は笑えんだ。

　その笑え顔がおは計算された作り物だが、他ほかとは違う。城き島じま樹専用の、彼にしか見せないものだ。

「ま、そうだな」樹は興きよう味みがなさそうに言った。

　しかし、鏡は気付く。

　その表情は、本当に興味がない時のものとは違っているということに。

「どうかしたの？」

「うん。……森町芹菜が手て許もとからいなくなったのはちょっと惜しいかなと思った。まあ別にどっちでもいいよ。取り返せばいい話だし」

「くく……お前がそんなことを言うなんて意外だな、樹」

「父とうさんのことを呼び捨てにするもんじゃないわ、晶」

　無限回廊エターナル・アイドル──晶を諫いさめつつ、確たしかにその通りだ、と鏡は演算する。

　だから、再び問うた。

「何な故ぜ、惜しい、と考えるのですか？　マスター」

　今度は機き械かいとして、自分の固定剤リターダとして。

　主人は応える。

「つい数日前に気付いたんだ」

「……何に、ですか？」

「修正力が崩れかかっている」

「修正力リペイントマーカー？　……この世界の、か？」

　晶の声に、樹は首肯した。

「そうだよ。たぶん、修正を繰くり返し過ぎたのか、それとも実軸ランナたる鏡かがみがまだ不完全なせいなのか。ちょっとわからないけど……修正力リペイントマーカーが脆もろくなってきてる。そして、その根源のひとつに森もり町まち芹せり菜ながいたんだ。彼女も修正力リペイントマーカーの影えい響きようを強く受けたひとりだからかな？」

　いつも事実のみを指摘する樹いつきにしては歯切れが悪い返答だった。

　恐らくは彼にもまだ、判然としないのだろう。

「その、根源たる森町芹菜には何が起きるのですか？」

「修正力リペイントマーカーが働かなくなる、かな？　まだ断定できないけど。でも問題はそこじゃない。修正力リペイントマーカーそのものの崩ほう壊かいが問題だ。それは止めないと、鏡が完全じゃなくなる」

　世界を『この形』に留とどめている力──修正力リペイントマーカー。

　その崩壊によって起きるのは、虚軸キヤストが実軸ランナへ与える力の強化だ。

　嘘うそものの世界が存在確かく率りつを増し、消えた後もなお影響を残す。ならばそれは実軸ランナにとって、傷口が治ち癒ゆせずに出血が止まらないのと同じことだ。つまりは、死に至る病やまい。

　世界そのものである鏡自身とも無関係ではいられない。

　治さなければ、致命傷になる。

「では、どうするのですか？　マスター」

「森町芹菜を殺す」樹が、断言した。

「……病びよう巣そうの切除、ですか？」

「そうなるのかな？　比ひ喩ゆは苦にが手てだからわかんねえや」

　鏡の言葉に、火を点つけていない煙草タバコをくわえ、顔をしかめる。

　それを指先で摘つまみ、折り曲げて捨て、二本目の煙草を弄もてあそびつつやはり火は点けない。

　樹は息だけを薄うすく吐くと、更さらに続けた。

「彼女だけじゃないけど。修正力リペイントマーカーの穴はあとひとつあるから、そっちもだね」

　その言葉を、鏡は記き憶おく領域内で強きよう調ちようし、反はん芻すうする。

　──病巣は、あとひとつ。

「くくく……そっち、とは何だ？　誰だれのことだ、樹」

　晶あきらは興きよう味み津しん々しんだった。当然だろう。あの紛まがい物ものの晶あきら──硝しよう子この固定剤リターダに対して直接のダメージを与えられるかもしれないのだ。彼にとってはそれほど嬉うれしいことはない。

「うん」樹は頷うなずき、考え込み、珍しく口数を多くした。

「そっちも同じ。というより、今はそっちの方が問題かな。たぶんもう、崩壊しかかってる。森町芹菜以上に修正力リペイントマーカーの影響を多く受けたんだと思うよ。……たとえば、修正力リペイントマーカーによって消えた存在に関する記憶がまだ残っていたりとか、そんな症状が出始めてるはずだ。こっちも殺しとく必要があるかな。森町芹菜よりも前に」

「そうではない。俺おれが尋ききたいのはそれではないぞ、樹」

　上気した晶の声が、夜の静寂に響ひびく。

「それは誰だれだ？　俺おれがちょっかいをかけたことのある相手か？」

　そして。

　樹いつきは、そっけなく──その名を、鏡かがみたちに向かって告げる。

「うん。直川君子だよ」

「……そうか。くく……そうか」晶あきらが嬉うれしそうに嗤わらった。

　鏡は、消滅させるべき相手が増えたことに対するリスクと手間を、機き械かいとして計算する。

　樹はそれきり口を噤つぐみ、火のない煙草タバコをくわえたまま空を見上げる。

　鏡は思考した。

　自分の力が恢かい復ふくするまであと五日。生あい憎にくその日は土ど曜よう日び。ならば──、

「一週間後。来週の月曜日くらいにやりましょうか？」

　いいよ、と樹が応こたえる。

　楽しみだ、と晶が肩を震ふるわせる。
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　鏡は、いずれ吸収すべき世界たちと、殺すべきふたりの少女の顔を記き憶おく領域から呼び出す。




　──さあ、ゆこう。

　彼ら彼女らにとっての終わりの始まり。自分たちにとっての始まりの終わり。

　世界わたしはそれを、待っているのだ。







あとがき




　今回のあとがきは、少しばかり真ま面じ目めなことを書こうと思います。




　たぶんこの本の内容は、二年前の僕が読んだら激げき怒どしているようなものになっているかもしれません。それはいいとか悪いとかではなく、ただスタンスの問題で、です。

　前シリーズの『ルナティック・ムーン』から読んで下さっている方の中には、なんとなく気付いてくださる人がいるかもしれませんが……僕は今回、書く側のスタンスとして、冷静に、一歩引いて書こうとしていた『キャラクター』というものを、まったく客きやつ観かん視しせずに、自分の衝しよう動どうの赴おもむくままに書いています。




　僕自身はこの巻を書く前から、そうなるだろうという自覚がありました。今まで自分が貫いていたスタンスを一度捨てることになる、と。そのこともあって今回は本当に酷ひどい難なん産ざんで、締しめ切りを二カ月近く遅らせてようやく書き上げるという有様でした。書くのが辛つらくて、書き上げるのが辛くて、書き上がった後も辛くて、やっぱり書き直そうかと何度も何度も考え込みました。正直なところ今でも、これでよかったのだろうか、と悩みます。

　でも、書かなければならなかった、とも思っています。それは大おお雑ざつ把ぱに言えば、どうしようもないほどキャラクターに感情移入する、そういう作業でした。




　恥も外聞もなく言ってしまいますが、僕は、自分の作品のキャラクターを愛しています。

　前シリーズのキャラクターももちろんそうだったのですが、この『レジンキャストミルク』というシリーズをここまで書いて、ようやく確かく信しんが持てた次第です。前シリーズに比べると総じて厄やつ介かいで、捻ひねくれていて、子供じみている奴やつらばかりですが、それでも愛しています。

　以前はずっと、愛しているからこそ一歩引いて、彼ら彼女らの人生を都合のいいように操あやつってはいけない、というようなスタンスでした。そうすることでキャラクターに対する近視眼的な入れ込みを避けて、できるだけ作中で『生きて』もらいたいと思っていました。

　でも今回だけは、それをせず、まるで彼ら彼女らに起きたことが自分自身に起きたことのような、そんな意識で書いています。彼ら彼女らが笑っている場面では僕も楽しかったですし、彼ら彼女らが泣いている場面では僕も辛つらかったです。

　それが読者の皆さんにとっていい方に働いたかどうかは、まだわかりません。作った人間がなんだかんだと主義主張を喚わめいたところで皆さんには関係のないことです。問題は目の前にある本が面おも白しろいものなのかどうか、ただそれだけですから。

　でも、書けてよかった、とは思います。

　読者の皆さんにとっても、読んでよかったと思えるものでありますよう。




　担当の佐さ藤とうさん、イラスト椋くら本もとさん、メディアワークス編へん集しゆう部ぶを始めとした各部署の皆さま方、デザイナー様、校閲様、それから協力頂きました浅あさ井いラボさん、どうもありがとうございました。何より、読んで下さったあなたに最大級の感かん謝しやを。




　次が最終巻です。

　どうか、最後までお付き合いくださればと切に願ねがいます。


藤ふじ原わら　祐ゆう　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。最近はフルーツにハマっています。マンゴーやらマンゴスチンやらチェリモヤやらを通販でアホのように頼んで貪る日々。代わりにご飯を食べなくなりました。おやおや。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。今年の春は優雅にヨーロッパ！のはずだったのですがいろいろもろもろありまして延期に……。悔しいのでとりあえず近々温泉成分補給に行こうと思います。
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